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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第二十二話　ラブホ奮闘記　一







「千ち早はやー。一いつ緒しよに帰らない？」


　クラスメートの女子にそう言われて、山やま瀬せ千早は「いいよー」と返事をした。


　魔ま術じゆつ師し養成の私立高等学校葵あおい学園、二年Ｆ組。その時間はちょうど帰りのホームルームが終わったところで、部活動をする生徒以外は帰宅の準備をしていた。


　千早は今のところ、どこの部にも所属していない。前に葵学園にいたころはテニス部だったが、引っ越こしを機に疎そ遠えんになってしまい、復帰してからもやっていない。もちろん周りの人間は復帰だとは知らないので、誘さそわれることもなかった。


　もっとも二年Ｆ組はいいクラスなので、いるだけで満足だった。成績も優ゆう秀しゆうだが、なにより雰ふん囲い気きが素す晴ばらしい。クラスメートの不幸は自分のことのように嘆なげき、幸福は惜おしみなく祝しゆく福ふくする。高校生だと照てれが出て素直になれないものだが、ここはそういうことに無む縁えんだった。感情にストレートなことを、少しも恥はじだと思っていない。「葵学園始まって以来の優秀クラス」とたたえられるのも当然だった。


　成績だけで言えば、出来は二年Ｂ組が上回る。というか、Ｂ組こそが「始まって以来の優秀」なクラスなのだ。ただしそれは勉強のみであり、他ほかが最悪だ。教師たちに「詐さ欺ぎ師しが法律に精通しているようなもの」と称しようされていては、高評価はないだろう。


　千早から見ると、それほど酷ひどいクラスではない気もする。ただし、それは想おもい人びとがいるからであって、贔ひい屓きが入っているのは間ま違ちがいない。客観視すればＦ組に軍配は上がる。


　ともあれ彼女はＦ組に馴な染じんでおり、友人も増えていた。


　葵学園は全ぜん寮りよう制せいであり、声をかけてきた女の子とは同じ建たて物ものだった。なので帰り道は一いつ緒しよである。


　その娘こは、妙みようににこにこしていた。


「千早は、今日は一人？」


「いつも一人だよ」


「またまた。男友達多いじゃん」


「いないよ」


　噓うそを少しだけついた。果たして彼の場合、どういう位置づけにしようか分からなかったのだ。このクラスメートはどうかすると、男の子の話をしてくる。まあそのあたりは、女子高校生らしい。


「ここんとこ千早は人気者だよ。うらやましい」


「そんなことないよ」


「そうだって。みんな噂うわさしてたじゃん。今日なんか、千早を見てる男の子多かったでしょ」


「そうかなあ」


　あまり他人の視線は気にならない方だ。見られているといったって、エスパーじゃないんだから感じられない。そのあたりは自分でも鈍どん感かんなところだとは思う。


「名前が売れたんだから、彼氏作っちゃいなよ。きっとよりどりみどり」


「売れたって、なに？」


「へ？　知らないの」


　クラスメートの娘はきょとんとしていた。


　千早は戸と惑まどった。どうも調子がおかしい。いくら男の子の話が好きなタイプとはいえ、そんなことばかり振ふってくるので、変だとは感じていたのだ。


「知らない……けど」


「今日の学校新聞。朝配ってたじゃない」


　そういえばそうだった。なんとなく受け取らなかったのだ。葵学園は新聞部の力が強く、企き業ぎようから広告費を取って惜しみなく制作費に充あてるため、紙面が充じゆう実じつしている。地域のミニコミ誌よりも面おも白しろいと評判だった。


　クラスメートは自分の鞄かばんを探さぐった。


「はい、これ」


　千早は受け取った。がさがさ言わせながら開き、仰ぎよう天てんした。


　そこには大きく、自分の写真が載のっていたのだ。


　斜ななめ上からのアングルで、自分は首を上に向けてカメラ目線になっている。こんなポーズをした記き憶おくはないし、どこで撮とられたのかまったく不明だ。しかもキャプションとして「隠かくれ美少女　山瀬千早の謎なぞに迫せまる」と書いてある。


「これ……なに!?」


「隠れ美少女って、変なコピーだよねえ」


「そうじゃなくって、どうしてあたしが……！」


「可愛かわいいからでしょ。うちの新聞部って、よくこういうことするからさあ」


「あたし可愛くないのに！」


「それ、嫌いやみだよー」


　クラスメートは笑っていた。


　千早にとっては笑いごとではなかった。なるほど、男子の注目とやらの原因はこれか。でもなんで、特集されたのが自分なのだろう。


　Ｆ組は女子も男子も、目立つ生徒がいたからって敬遠したりいじめたりはしない。そこは安心できる。しかしこの照れくささからは逃のがれられない。それどころか、クラスで祝福までしてくれるかもしれなかった。


　顔が熱くなってきた。学校新聞とはいえ、顔をさらされるのがこんなに恥はずかしいことだとは知らなかった。


「ほら、千早の妹のことも載ってる」


　うわ、本当だ。神かみ代よも特集されていた。しかも「美人姉し妹まい」なんて書かれている。面おもはゆくて死にそうだ。


「今度からさ、妹と一緒に登校しなよ。注目の的だよ」


　言われなくてもしている。お姉ちゃんべったりの娘なので、二人で学校に行きたがるのだ。最近はむしろ、避さけるようにしているというのに。


「それにねえ、次の号でも千早のことが載るみたい」


「……なにそれ」


「ここで予告されている」


　これも本当だ。「次回、山瀬千早の謎に迫る」なんてことになっていた。意味が分からない。自分自身を振ふり返っても、謎なんてあるのだろうか。


「将来芸能人になったら、サインちょうだいね」


　クラスメートは呑のん気きだ。こっちはこうしていられない。


「ならないよ」


　千早は身を翻ひるがえした。


「あれ、どしたの」


「学校戻もどる。ごめんね」


　彼女は走り出した。





　　　　○





　葵学園の生徒会室。


　放課後なので一いつ般ぱん生徒の姿はない。もっとも役員たちは一般ともちょっと違ちがうので、いまだ残って仕事をしていた。


　この部屋のボスは風かぜ椿つばき玖く里り子こ。生徒会を裏で仕切る女性なので、肩かた書がきがなくても出入りしている。机もちゃんとあった。


　今日は式しき森もり和かず樹きもいた。やはり肩書きはない。玖里子に呼ばれたのである。


　彼は学校新聞を渡わたされていた。


「……はあ、山瀬さんですか」


　健康的に笑う彼女の写真を、しみじみと眺ながめる。


「そー。現在のところ大人気。生徒会に『昔の写真はないか』って問い合わせが殺さつ到とうしたわよ」


　玖里子が烏龍ウーロン茶ちやを飲みながら答えた。


「昼休みは事務が麻ま痺ひしちゃった。大変だった」


「山瀬さん綺き麗れいですからね」


「あたしもそう思う。今まで知られてなかったってのも、希少価値が高いわ。こんな可愛い娘があなたの隣となりにってのは、売りになるもんよ」


「なるほど」


「千早と友達になれるだけでも嬉うれしいって男、多そうよ」


「そうでしょうね」


　玖里子は「なに呑気なこと言ってんだこいつ」という目で見ていた。和樹は気づかない。


「でも、なんで僕が呼ばれたんです？」


「あんたに話があるんだって」


「玖里子さんが？」


「そこの娘が」


　生徒会室の真ん中には、大きな眼鏡めがねをかけた女子生徒が座すわっていた。


　和樹は彼女と顔見知りだ。それも当たり前、同じクラスの鳴なる尾お来らい花かなのである。新聞部の部長だ。


「僕に用？」


　来花はうなずいた。


「教室で言えばいいのに」


「うちのクラスで話をすると、仲なか丸まる君とかがかぎつけるから」


　二年Ｂ組の連中の、情報収集能力は高い。自分の利益、他人の不利益のことになると素す早ばやく察知するのだ。ほとんど全すべてのクラスメートが、警察犬並みの鼻をしていた。


「じゃあ、またお金の話？」


「ちょっと違う」


　と来花。


「次の新聞でもね、山瀬さんの特集をすんの。式森君に手て伝つだってもらおうと思って」


「僕、新聞の作り方なんか分からないよ」


「そういうことじゃなくて。あのね……」


　来花の台詞せりふを遮さえぎるようにして、生徒会室の扉とびらが開いた。


　そこにいたのは千早であった。


　息が荒あらい。走ってきたのだろう。顔には焦あせりの色が浮うかんでいる。手には学校新聞を握にぎりしめていた。


「あの、すみませんっ」


　彼女は和樹の姿を見てびっくりしたものの、質問してきた。


「ここに新聞部の部長さんがいるって聞いて……」


「はーい。わたし」


　来花がひらひらと手を振った。


「なんの用？」


「こっ……これです」


　千早は学校新聞を広げた。


「あたしのことが、なんでこんなに……！」


　珍めずらしいなと和樹は思った。千早は興奮することはあっても、動どう揺ようはそんなにしないタイプである。あるいは胸の内に押おし隠かくす。誰だれが見ても分かるくらい昂たかぶっているのは、滅めつ多たにない。


　来花はちらっと新聞の写真を見た。


「あ、気づいた？」


「気づいたじゃない！　あたし、写真なんか知らない……！」


「これねえ、コンピューター研の傑けつ作さく。ＣＧ合成なの。あそこもＢ組と同じなの。報ほう酬しゆう次し第だいでなんでもやるから」


　そういえば、クラスメートの阿あ部べがコンピューター研だったなと、和樹は思い出した。


「あとこれなに!?　『今が旬しゆんの美少女千早の気になる全すべて』って。聞いたことのない質問に回答まで。あたし答えた記き憶おくない！」


「『彼氏は？』の質問に『ご想像にお任せします』ってのが迷ったのよ。アイドルグラビアだったら、『いません』って書いちゃうんだけど、ちょっとあざといのよねえ」


「あとここの告白って……」


「告白されるより、告白するタイプっていいでしょ。積極性のある美少女はウケるわ」


「ここなんか、『美少女山瀬千早の隠かくされた性せい癖へき』ってある」


「次に載のせるから。ＳＭでいいかな。あまりキツイと読む人も引いちゃうから」


「あたしがもう引いてる！」


　千早にしては、珍しいほどの狼ろう狽ばいぶりだった。少なくとも和樹は、こんな姿を見たことがない。


　学校新聞はすでに大勢の手に渡わたっている。だからなにを主張してもほとんど無む駄だなのだが、なにか言わなければ気が済まないのだろう。黙だまったままでは鬱うつ屈くつどころではなくなる。


　千早はなおも抗こう議ぎをしていた。


「次で訂てい正せい記事を載せて……！」


「男子の夢を壊こわさないでよ。美少女アイドルなんだから」


「アイドルじゃない！　美少女でもないから。あたし……」


「山瀬さん綺き麗れいじゃない」


　ストレートに言われ、千早は動じる。


「それは……えと……」


「あたしって、アイドル研にも所属しているから。密ひそかな人気だった山瀬さんを、全校的に盛り上げようってことになったわけ」


「そんな……！」


「男子に人気出るよ？」


「やだ！」


「照れないでよ。みんなに注目されるから。もうされてるでしょう」


「……恥はずかしい……！」


　千早は顔を真まっ赤かにして、会議用の机に突つっ伏ぷした。首筋まで赤い。酒を飲んでもこうはならないだろう。


　一方来花に悪意はない。もちろん千早にとっていいことだとも考えておらず、純じゆん粋すいに新聞の発行部数増だけを狙ねらっていた。


「ほーら。千早もそんなとこで死んでんじゃないの」


　玖里子が手を叩たたく。


「鳴尾ちゃん、なんか和樹に話があったんじゃなかった」


「そうそう。式森君に、次の特集の手て伝つだいをしてもらいたいの」


「なんなの、それ」


「次も山瀬さんの特集だってことは言ったよね。隠された秘密に迫るの」


　机でのびている少女からは「秘密なんてない……」の声が漏もれるが、当然のように無視される。


　和樹はさらに訊きいた。


「秘密って？　プライベートを探さぐるのはあまり好きじゃないなあ」


「わたしは大好き。秘密って言ったら、当然男関係でしょ。山瀬さんに彼氏がいないかなあって」


「いる……のかな」


　和樹はちらっと千早に目をやる。彼女はうつむいたまま、無言。


「どっちでもいいけど、山瀬さんにちゃんと訊かないと分かんないよ」


「分かってないな式森君。事実はどうでもいいの。センセーショナルな記事で紙面を盛り上げることが重要なのよ」


　相変わらず話題第一主義である。読者が高こう揚ようすればあとはどうでもいいと、本気で考えているところが凄すごい。


　にこやかに来花は告げた。


「そんなわけで、式森君、山瀬さんの彼氏になってね」


「ええっ!!」


　和樹だけではなく、千早まで跳はね起きた。


「ぼっ……僕が!?」


「うん。『秘密のカレに直ちよく撃げき。秘密デートの二人』って記事にしたいから」


「僕が、山瀬さんと……その……」


　和樹は泡あわを食い、混乱した。


「美少女と付き合えるんだから喜んでよ」


「いや、そうじゃなくて……その……」


「ちょっと待ってよ！」


　千早も叫さけんだ。もはや恥はずかしがっている場合ではない。


「どうしていきなり……！」


　来花は手で制止しながら、


「意外性が大事なの。前も同じようなことやったけど、もの凄すごく人気出たわ。あのときの部数はレコードなのよ。上回りたいの」


「でもあたしなんかじゃ」


「大だい丈じよう夫ぶ。今日の反応を見てると山瀬さんは人気出るわ。広告費も稼かせげるわね」


「そんな……」


「式森君じゃ嫌いや？」


「……えと……」


　千早のためらいの意味は、和樹には分からない。彼は別方向に必死になっていた。
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「僕じゃ駄だ目めだよ！」


「なんで？」


「山瀬さんに迷めい惑わくがかかる。なんていうか、僕よりいい男はたくさんいるじゃないか」


「それはそうね」


　あっさり認めたのは来花ではなく、玖里子だった。


「でも和樹だからいいんでしょ」


「さすが風椿さん。誰だれにも迷惑がかからない男の子って、中々いないんですよねー」


　聞きようによっては酷ひどい言いぐさである。もちろん和樹には慰なぐさめになっていない。


「でも僕なんて……」


　玖里子が千早に訊きいた。


「あんた、嫌？」


「恥ずかしいんですけど」


「嫌なの？」


「……嫌とは……」


　戸惑ったままだが、違った反応を見せる。玖里子はうなずき、来花はこれだけで十分だと判断したらしく、


「だから式森君、お願い」


「ええー？」


　顔をしかめる和樹。デートまがいのことは何度かしたが、まったく慣れなかった。相手が誰でも同じである。


　一方千早は彼の反応を見て「そんなにあたしじゃ駄目なのかな」と複雑な反応を見せていた。それを眺めているのは玖里子だけ。


　来花は喜んだ。


「というわけで式森君は、今度の土曜に山瀬さんとデート。わたしが同行して、写真を撮とらせてもらうから」


「僕はやるなんて……」


「基本オーケーよ」


　玖里子が言った。


「時間と場所は新聞部で決めていいから。ただし交通費と食費もそっち持ちね」


「了りよう解かいです」


　来花が軍人みたいに敬礼する。勝手に決められ、和樹は狼ろう狽ばいした。


「なんで玖里子さんが!?」


「あたしは和樹と千早の専属マネージャーよ。通すのは当然じゃない」


「そんな馬ば鹿かな！」


「おかげでむこう二か月間、新聞部で生徒会のイメージアップキャンペーンをやってもらうことになったから。新会長のご機き嫌げんもとっておかないとねえ」


「だから平然としていたんですね」


　ようやく、全すべてが仕組まれたことだと分かった。生徒会室に呼び出されたのも来花がいたのも、計算のうちだったわけだ。


「あのっ、風椿さん、あたし……」


「和樹とデートも悪くないでしょ」


「それは……」


　玖里子が千早の耳に、すっと口を寄よせる。「ちょっとだけ譲ゆずっておくから」と囁ささやいたのだが、他ほかの二人には聞こえない。


「……はい」


　うつむきながら、千早は承しよう諾だくした。


「ほら和樹、千早はやるって」


「……え」


「新聞部に恩を返すチャンスよ」


「鳴尾さんに恩はありませんよ」


「恩をでっち上げてもいいけど」


　来花がにやにやしながら言う。その台詞せりふで、もう逃のがれられないのだと和樹は直感した。


「……分かりました」


　なるべく小さい声で答えたのは、ささやかな反はん抗こう心しんの表あらわれであった。





　　　　○





「なんですってー!!」


　どーん。


　爆ばく風ふうの被ひ害がいを避さけるために神かみ城しろ凜りんは窓を開け、玖里子は割れそうなものを隣りん室しつに避ひ難なんさせた。栗くり丘おか舞まい穂ほは一いつ緒しよになって「わーい」とはしゃいでいる。


「和樹さんが山瀬さんとデート!?」


　宮みや間ま夕ゆう菜なは早くも活火山となっていた。愛らしい顔はマグマで満ち、テレビレポーターが土石流の被害を報告しそうな様相であった。


　いつもの家。一階リビングで、夕菜は火を噴ふいていた。


「かっ、和樹さんがデートだなんて……。相手が山瀬さん……あんな美人と……」


「やらせよ」


　玖里子はソファの陰かげに身を潜ひそめつつ答えた。


「新聞部のインチキ企き画かくだって言ったじゃない」


「で……でも、和樹さんが山瀬さんの相手だなんて」


「写真には目線を入れるし、身元は隠かくすって」


「信用できません！」


　夕菜は再びエキサイトした。


「山瀬さんとの身長差や影かげの作り具合から体格を判断されて、名前も割り出されるに決まってます。わたしならそうします！」


　確かに夕菜ならやるし、出来そうだと女の子たちは思った。


「だから企画自体がやらせなんだから、山瀬さんが否定すればいいのよ。和樹とはただのお友達ですとか否定記事を載せるの」


「……肯こう定ていしちゃったらどうするんですか」


「それはないんじゃない」


「はっきり言わなくても、曖あい昧まいにぼかせば、読んだ人は肯定と受け取っちゃいます。和樹さんと山瀬さんが公こう認にんの仲になるなんて嫌です！」


「……夕菜ちゃん、千早と仲悪くないと思ったけど」


「山瀬さんは好きですけど、それとこれはまったく別の話です」


　夕菜は断言する。彼女にとって友情と愛情は別べつ腹ばらであった。


「しかし夕菜さん、ここは少しでも我が慢まんされた方がいいのでは」


　凜が口を出す。


「……凜さんまでそんなことを」


「所しよ詮せんは一日限りの遊びです。笑ってすませればいいではありませんか。聞いたところ、山瀬さんもそれほど本気になっていない様子。じたばたするのは人間ができていない証しよう拠こです」


　剣けん豪ごう少女は泰たい然ぜんとしていた。夕菜火山が一段落したためか余よ裕ゆうがある。萩はぎ焼やきの湯飲みを持ち、ほうじ茶をすすっていた。


　夕菜はうさんくさげに眺ながめる。


「……凜さんも玖里子さんも、冷静ですね」


「あたしは三年生だから」


「修行の成果です」


「これは噂うわさなんですけど、新聞部の次の特集は生徒会なんですって？　あとデート特集で、生物部の一年生と二年生の関係が暴あばかれるって聞きました。またやらせ記事を和樹さんと凜さんでやるんじゃ……」


　凜が急いで遮さえぎった。


「なにを言うのですか。誤解です！」


「噂ですけど」


「そ……そんなデマに踊おどらされないでください」


「そうよ夕菜ちゃん、信じないで」


　夕菜は凜と玖里子を、冷ややかな目で見つめていた。


「そういえば、紙面リニューアルで生徒会の特集と一いつ緒しよになくなるって話もありました。空手形じゃないんですか」


「えっ……」


　二人が息を詰つまらせる。


「噓うそです」


「……夕菜ちゃん！」


「争うのはもう止やめましょう。玖里子さんも凜さんも、なにをしたいかは分かりました。……山瀬さんのデートも仕方ないです。でも」


　彼女はぎろっと目を剝むいた。


「わたしをのけ者にするのは許しません」


　異様なまでの迫はく力りよくに、玖里子と凜はあとずさった。今の夕菜には、ヤクザですら泣いて謝りそうな気配があった。


「舞穂はー？」


　呑気な声がリビングに響ひびく。


「舞穂ちゃんはわたしを手伝ってください」


「うん。分かったー」
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　頭を撫なでられ、舞穂は上じよう機き嫌げんだ。これだけだと仲の良い姉し妹まいにすら見える。だが夕菜の瞳ひとみの奥おくの炎ほのおに、二人は怖おぞ気けをふるうのであった。





　　　　○





　その週の土曜日は晴れ。雲一つないは言いすぎだったが、綺き麗れいな青空だった。


　和樹は葵学園の校門前で千早と待ち合わせた。最初は駅前だったのだが、来花が反対したのである。


「校門があった方が写しや真しん映ばえするのよ。青春物っぽくて」


「職員に見つかったら怒おこられるよ」


「生徒会を通じて圧力かけてもらうから平気」


　まるで意に介かいしていなかった。Ｂ組生徒は神経が太すぎる。


　和樹が学校に着いたとき、千早はすでに校門にいた。


「おはよう式森君」


「おはよう」


　二人とも制服姿。これも来花の注文である。読者が自分に置き換かえることができるらしい。


　和樹は緊きん張ちよう気味だったが千早はリラックスしていた。微笑ほほえみかけてくる。


「どこ行こっか」


「ええっとねえ……」


「ストーップ。ちょっと待った」


　脇わきから口が出された。


「そこはもっとはっきりと。ためらっちゃうようじゃデートじゃありません！」


　この日何度目かのクレームに、千早はさすがに抗こう議ぎした。


「でもどこ行くか決めてないのも、よくあるんじゃないかな。二人で決めるのも楽しいし……」


「だから駄だ目めなんです。物事ははっきりさせないと、あとあと悪印象が積み重なったときに、『あれが原因だった』ってことになっちゃいます。悪い伏ふく線せんは今から潰つぶしておくんです！」


　説得力があるのかないのかよく分からない理論だったが、迫はく力りよくはあったので、千早は「分かった」と受け入れた。


　夕菜は満足すると、「和樹さん、もう一度最初からです」と告げた。


　彼女はすっかりこの場を取り仕切っていた。「新聞部臨時記者」として、今回の特集を任されたのである。


　と言っても、なかば強ごう引いんに来花から譲ゆずり受けていた。「わたしに任せてくれないと、とてもよくないことが鳴尾さんの周囲で起こっちゃったりします」と忠告したのである。来花は忠告を本気だと受け取り、夕菜視点では「快く」任命してくれた。


「校門で会うシーンからやり直します。和樹さんはもっとずーっと遠くから走ってきてください」


　夕菜は茶色のサングラスをかけており、メガホンを持っている。新聞記者というより映画監かん督とくだ。背後にはメモを取っている玖里子、写真撮さつ影えいをしている凜、ビデオカメラを回している舞穂がいた。いずれも無理矢理任命されたのである。


　夕菜がメガホンを口に当てた。


「このことは、次の『山瀬千早の謎なぞに迫せまる　美少女の身におこった惨さん劇げき、都心を襲おそう恐きよう怖ふの一夜』の貴重なルポになるんですから、真しん剣けんにやってください」


「そんなタイトルだった？」


「変えました」


「……宮間さん、あたし死んじゃうの？」


　恐おそる恐おそる訊きく千早に夕菜は「内ない緒しよです」と返した。


　メガホンを大きく叩たたき、位置に着かせた。記録班の玖里子たちも用意をする。


「はい、スタート！」


　和樹は駆かけ寄ってきた。手まで振ふっている。


「おはよう、山瀬さん」


「おはよう、式森君」


「カット！」


　カット？　全員頭の上に「やっぱり映画だったのか？」との疑問が浮かぶ。夕菜はまったく気にしていない。


「和樹さん、山瀬さんと近づきすぎてます。もっと離はなれたところから声をかけてください。後ろ、ずーっと後ろです」


　手で指示して下がらせる。


「それくらいです」


「あの……夕菜さん、これじゃ十メートル以上離れているけど」


　千早が戸と惑まどった。目の悪い人間なら識別も困難で、そうでなくても会話どころではない。


「これで十分です。あまり近いと空気感かん染せんのおそれがあります」


「……なにが感染なの」


「たちの悪い病気です。必要以上に女の子に惚ほれさせてしまうとか、そういうものです」


　千早には理解ができなかったが、夕菜は言い切った。


　結局二人は離れたままで挨あい拶さつ。車の音に負けないようにしなければならず、工事現場で声をかけあっているみたいになった。


「式森君、どこ行こうか？」


「ええっと……」


　やはりためらう和樹。夕菜の手によって、素す早ばやくカンペが掲かかげられる。


「……よ、養よう鶏けい場じようとかどうかな。鳥インフルエンザの被ひ害がい状じよう況きようが見たいんだ」


「式森君……あ、あたしは海に行きたいな。エチゼンクラゲが大発生してるって聞いたから……」


　二人とも顔が引きつっている。無理もない。これではデートではなく、視察だ。


「山瀬さんはクラゲが好きなんだね。僕はイカが好きさ。イカの実際の足は八本で、残りの二本は蝕しよく腕わんっていうんだ」


「素す敵てき……。式森君、鶏けい卵らんの値段って、ほとんどインフレもデフレも影えい響きようを受けてないの。それは養鶏業者のたゆまない努力のおかげ……。そんなところを初デートの場所に選ぶなんて……」


　どちらもたどたどしく、カンペの文章を読んだ。とてもデート前の会話とは思えないという表情をしていた。


　夕菜だけは満足げ。


「いいですね。これで漁協と養鶏業者からの広告費もばっちりです」


　すっかりやることが来花と同じになってる。背後では凜と玖里子が「近くに漁協ってありましたか」「さあ」と会話をしていた。


「凜さん、お二人の写真を撮とってください」


「離れたままですが」


「いいんです。あとで適当に合成をします。どうせ目線で隠かくしますし、山瀬さんの替かえ玉も検けん討とう中です」


「宮間さん、それ取材じゃないよ。捏……」


「テクニックです。盛り上げるための」


　強ごう引いんに千早の意見を封ふうじた。


　凜が一眼レフのデジカメのシャッターを押おした。新聞部から借りた物である。肝かん心じんの来花は来ていない。「夕菜に任せたから」ということになっている。


　どう見ても不自然な構図だったが、和樹と千早がくっついていないため、夕菜には満足な図であった。


「ではこれからデートに出発です。はい、二人とも歩いてください」


　並んで歩こうとすると、そこでも指示が飛ぶ。


「並んじゃ駄だ目めです。縦に五メートルは離れてください。和樹さんが前で。会話をするときも振ふり向かないで」


「……どうやって話をするのさ」


「トランシーバーを使ってください」


　二人に中古のトランシーバーが渡わたされた。携けい帯たい電話でないのは「携帯だとお洒落しやれ感が出てしまうから」らしい。


　確かに無線で会話をしていると、工事現場の交信にしか見えない。これはこれで別方向に洒落てはいた。


　そのまま駅へ向かおうとしたら、またクレームがついた。


「撮影は近所ですませます。経費節約です」


「どこで？」


　と和樹。


「デートコースはこの大通りを往復します。スタートはあそこの公園で、とりあえず三往復。トランシーバーで話をしながらやってください」


「……夕菜、それじゃジョギングかマラソンのコースだよ」


「走ってもいいですよ？」


　走りたくなかったので、素す直なおに歩いた。


　先頭を和樹。その後ろを千早。彼らを玖里子たちが映像に収め、全体を夕菜が統とう括かつする。実に奇き妙みような光景だった。


　通りすがりの人は、一人残らず眺ながめていく。自主映画と思って微笑ほほえんでくれるのはいい方で、大半は怪け訝げんな視線を送るか、顔を背そむけていた。特に親子連れの「あれなにー？」「なんだか分からないけど、きっと楽しいことよ」の会話が一番きつい。


　二往復ほどしたあたりで、さすがに疲ひ労ろうが溜たまってきた。


「ゆ、夕菜……まだ歩くの？」


「なんですか和樹さん。だらしなさすぎます」


「僕はあまり……運動は得意じゃないから」


「まだまだあるんですよ。このあとは夜まで待って、惨さん劇げきの撮さつ影えいです」


　和樹はこれからのことを想像し、暗くなった。心の半分以上が「諦てい念ねん」で埋うめられるのが分かる。


「……その前に休ませて」


「じゃあ休きゆう憩けいです。十分後に再開します」


　夕菜が宣言した。


　和樹と千早は疲つかれ、ベンチに座すわった。肉体的な疲ひ労ろうよりも、精神的な疲労が大きい。


「山瀬さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「疲れたけど……でも平気。式森君も無理しない方がいいよ」


「そうだね」


「夕菜さんは元気だよね。尊敬する」


　タフなことに、夕菜は玖里子たちに次の撮影の指示を飛ばしていた。本人に休む気はないらしい。二人とも「ノーベル賞をとる学者って、きっとこれくらいの執しゆう念ねんがあるだろうな」との感想を抱いだいていた。


　不意に、和樹はあたりを見み回まわした。千早が不ふ思し議ぎそうにする。


「どうしたの？」


「いや……なんか聞こえたような」


　千早も耳を澄すませた。確かに、囁ささやき声がしていた。小さいので、二人の耳にしか届いていないようだ。


　声は和樹のことを呼んでいた。


「式森君の知り合い？」


「かもしれないけど……」


　不意に、公園の植え込こみが動いた。


　和樹と千早は驚おどろいて、跳とび上がるところだった。植え込みからは唇くちびるに指を当てた少女が出てくる。


　眼鏡めがねの新聞部部長、来花であった。


「こっちこっち」


　手て招まねきをしている。


「鳴尾さん？　どうしたの、いなかったじゃん」


「夕菜に閉じこめられていたのよ。こっちきて」


　来花が真ま面じ目めな表情だったので、二人は言うとおりにした。公園から出て、民家をいくつか通りすぎる。角を曲がった。そこで一息つく。


「ここでいいかな」


　来花が微笑みかけた。


「あとは自由にどうぞ」


　和樹はついてきたものの、首をかしげた。


「あの……鳴尾さん？　自由って？」


「わたしも反省したんだ。やっぱりやらせの記事とかってよくないでしょ。夕菜がやってるのを遠くから眺めていたんだけど、あれは記事作りじゃないわよねえ」


　それは誰だれもが承知していた。取材ですらない。


「だから、式森君と山瀬さんの自由にするのがいいと思って。逃にがしてあげたってわけ。あとは好きにしていいよ」


　来花の台詞せりふを聞き、和樹はほっとした。ようやくこのわけの分からない、捏ねつ造ぞう企画から逃のがれられるのだ。


　千早も胸をなで下ろしている。考えることは同じ。


「じゃ、今日は帰……」


「待った。帰る気？」


　千早の言葉を遮さえぎる来花。


「だって自由って……」


「デートを自由にしていいって言ったのよ。決まってるじゃない」


「……ええっ!?」
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　二人は、今度こそ本当に跳とび上がった。




　第二十三話　ラブホ奮闘記　二







「和かず樹きさんがいない!?」


　宮みや間ま夕ゆう菜なは叫さけんだ。栗くり丘おか舞まい穂ほは大きな瞳ひとみをくるくる動かし、何度もうなずいた。


「いないー。どこかに行っちゃった」


「山やま瀬せさんは？」


「いないよー」


「どこかで見ましたか!?」


「見てないー」


　舞穂は事態を把は握あくしているのかいないのか、あくまでのんびりとしていた。


　ここは公園。まるで映画撮さつ影えいのように新聞部特集記事をでっち上げている最中、メイン役者である式しき森もり和樹と山瀬千ち早はやの二人がいなくなった。


　これでは撮影どころではない。夕菜は二人（中でも和樹）が疲つかれているのは知っていたが、いなくなられるのは非常に困る。しかも二人同時というのが実に怪あやしかった。


「……これはもしかして、陰いん謀ぼう!?」


「いんぼう？」


　と舞穂。


「和樹さんをわたしから引き剝はがそうとする陰謀です。陰謀の匂においがします」


「ふーん……？」


「誰だれかが手引きしたんです。そうに決まっています」


　夕菜の言葉に根こん拠きよはなかったが、真実をついてはいた。


　異変を察して、風かぜ椿つばき玖く里り子こと神かみ城しろ凜りんがやってくる。この二人は撮影機材を大量に抱かかえていた。


　夕菜から事情を聞かされる。


「なにかの間ま違ちがいじゃないの？　いなくなることのメリットってある？」


　玖里子はあまり深刻に捕とらえていない模様だ。


「山瀬さんと姿を消したってことが怪しいんです」


「トイレかもしれないじゃない」


「トイレ!?　ふ、二人でそんなとこ行くなんて……なんてプレイを……！」


　想像力の変なボタンが押されてしまったらしく、夕菜はあちこちから煙けむりを噴き出しそうだった。聞いていた舞穂が「わーい。きっと山瀬さんは清せい純じゅんなふりして、スカ……」と大喜びで喋しやべりだし、凜が急いで口を押おさえる。


「きっとどこかの誰か……フリーメーソンとかニャントロ星人とか、そこらへんの仕し業わざじゃないでしょうか。国際的陰謀事件の可能性があります」


「ないわよ」


　夕菜のたくましすぎる想像を、玖里子がたしなめる。


「玖里子さんは甘あますぎます。日常にはどんな危険が転がってるか、分からないんですから」


「分からなくていいわよ……。どうする。特集記事はこれでなんとかしちゃう？」


　なにしろ取材対象（実態はやらせだが）の二人がいないのである。幸い、画像データだけは意味もなく撮りまくったため山のようにあるので、文章さえ書ければどうにでもなった。


　夕菜は首を振ふる。


「そんなことはしません。ジャーナリストたるもの、真実のためにはなにがなんでも続行すべきです」


「さっきまで捏ねつ造ぞうしてたわよね？」


「もし和樹さんと山瀬さんが、共きよう謀ぼうして逃にげ出したんなら……」


「ニャントロ星人は？」


「許すわけにはいきません。たとえ逃げた先がエベレストだろうとマリアナ海かい溝こうだろうと、どこまでも追いかけるのがジャーナリスト。追つい跡せきします」


　彼女は断言した。聞いていた三人は露ろ骨こつに嫌いやな顔をしたが、夕菜が「やるんです！」と気合いを入れたため、反射的にうなずいた。


「玖里子さん、凜さん。ビデオとカメラは手放さないでください。記録にとっておいて、証しよう拠ことして裁判で提出します」


「なんの裁判ですか……」


　凜が呆あきれた。


「和樹さんと山瀬さんの即そつ決けつ軍事裁判に決まってます。有罪判決が出たらその場で刑けいを執しつ行こう、凜さんの日本刀がうなります」


「私わたしの刀はそんなためにあるのではないのですが……」


「いいんです！　世の倫りん理りを乱すものには、鉄てつ槌ついを下すのが常識です！」


　夕菜は言い切った。そして先せん陣じん切って走ろうとする。慌あわてて玖里子が止める。


「ちょっと待ってよ。どこ行ったか分かるの？」


「わたしの和樹さんレーダーが反応しています。こっちです」


　機械的な装置があるわけではなく、ようは彼女の勘かんである。それでもためらうことなく、夕菜は三人を引き連れて走り出した。





　　　　○





　式森和樹は山瀬千早と二人で、なんとなく立ち尽つくしていた。少し離れたところでは、新聞部部長の鳴なる尾お来らい花かが腕うで組ぐみをしている。


　自由にしろ、と言われたのはありがたかった。できの悪いハリウッド映画みたいな撮影が続いていたので、いい加減参っていたところなのだ。だが「デートを自由にしろ」と命じられてしまっては、なにをしていいのか分からない。ついでに疲つかれも吹ふっ飛んだ。


　デートまがいならそれなりにしているので、やればいいことはなんとなく分かる。今回もどこに行くかみたいなことは、事前に予習をしておいた。役に立たなかったが。


　しかし不意打ちとなると、どうしたものか戸惑ってしまう。このあたり、マニュアルに頼たよりがちな初心者が陥おちいる罠わなである。


「え、えーと。どこ行こうか」


　仕方ないので、千早に訊きく。


「んー、こういうのって、男の子がリードしてくれるものじゃないの？」


「え……」


　千早の表情は、どことなく意地悪そうだった。和樹はついたじろぐ。


　彼女はにこりとした。


「あはは。ごめんごめん。そうだね、どこにしようか。式森君の好きなところでいいよ」


「僕の好きなところ……」


　実はこれ、和樹がもっとも困る質問である。こういってはなんだがそれほど確固たる好みがなく（嫌きらいもない）、他人に合わせることを優先していた身としては、とっさに出てこないのである。


　恐おそらく玖里子がいればぱっと決めてくれるのだろうが、あいにく来花だけときている。


　その新聞部部長が、横から口を出してきた。


「悪いけど、わたしの言うとおりにデートしてもらえる？」


「え？」


　和樹と千早は同時に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。


「自由にさせてくれるんじゃ……」


「自由よ。わたしの考える自由」


「反省とか言ってたんじゃ……」


「夕菜に全すべてを任せたのを反省したの。やっぱり部長たるもの、手た綱づなは握にぎってないと駄だ目めね」


　自らの言葉を、微み塵じんも疑っていない様子だ。和樹はほんの少しだけでも来花に好感を持ったことを後こう悔かいした。


「部長として新たな特集記事を作るつもりだから。協力よろしく」


「どんな」


「それは内ない緒しよ」


　どうもろくなことを考えてなさそうだ。しかし追つい及きゆうしても口は割らないだろう。彼女も二年Ｂ組生徒、自己の利益が絡からむと、訓練されたスパイ並みになる。


「なんか変な場所に行けとか言うんじゃないよね」


「十四号埋うめ立て地やゴミ処理場は立派な公共施し設せつよ」


「デートに適てきしてないだろ」


「そこはわたしに任せてよ」


　来花が眼鏡めがねを光らせながら言った。和樹は気が重くなっていく。


「で、どこに行けと」


　彼は暗い口調で訊きいた。来花は不ふ思し議ぎそうに、


「あら式森君、元気なくなった？」


「どうやって元気出せっていうんだよ」


「山瀬さんとデートなんだから、もっと張り切ってよ。ほら、明るく明るく」


「…………」


　なにを明るくしろというのか。


「式森君、大丈夫？」


　うつむいた和樹を千早がのぞき込こむ。


「どうだろう……」


「あたしも楽しむからさ、もっと元気出してよ。落ち込んでると不幸しかやってこないよ」


　対照的に、千早は頑がん張ばろうとしていた。こういうことになると、女の子の方が圧あつ倒とう的に強い。


「そうだね……」


　和樹は若じやつ干かんだがやる気を取り戻もどした。己おのれの性格を少し反省する。千早にばかり引っ張ってもらうのは、やはりよくない。男らしくない云うん々ぬんよりも、負担を押おしつけているように思えるからだった。


「さて話もまとまったところで」


　と来花。


「目的地はあっちです」


　彼女は遠くを指さす。和樹はその方角を見つつ、


「どこ」


「ずーっとあっち」


　ほとんど行ったことのない方向であった。駅を通過してさらに向こう側。普ふ段だんは学校周辺と駅前で全て用が足りてしまうため、なにがあるかすら分からない。


「歩くの？」


「時間はかかるけど、歩いた方がらしいでしょ。バスも直通がないの」


「山瀬さん、あっちになにがあるか知ってる？」


「あたしも知らない」


　千早も首を振った。


　来花は知っているらしく、薄うすく笑っている。それがどうにも不気味で、和樹は我わが身に迫せまり来る不幸をひしひしと感じていた。


「ではレッツゴー」


　来花は二人の背を押すようにして歩き出した。





　駅を通過し、ずっと歩く。和樹はそれほど話題豊富な方ではないため話すネタに苦労したが、千早が喋しやべってくれたので疲れはあまり感じなかった。


「……映えい子こっていうんだけど、その友達」


　彼女は引っ越こす前の出で来き事ごとを、面白おかしく語ってくれた。


「がさつで下品で、全然女の子らしくないの。男の前でもそうなんだよ。バスの中で下ネタとか大声で話すの。もー信じられない」


「ははは」


　昔のことを話す千早は楽しそうで、それでいてどこか寂さびしそうでもあった。やはり慣れた土地を離はなれるのは記き憶おくの一部を置いていくことでもあるのだ。


　話しているうちに、見み慣なれない場所まで来た。


「ここ」


　と来花が言う。和樹と千早は目の前の光景にぎょっとした。


　住宅街ではない。建物はどれも古く、それでいてけばけばしい色に覆おおわれている。昼間なのにピンクや青のネオン管が光っていた。通りには看板がひしめき合い、客引きらしき人間があちこちに立っている。歓かん楽らく街がいであった。


「鳴尾さん……ここなの？」


　恐おそる恐る和樹が訊きく。


「そうだよ」


　来花は屈くつ託たくなく返事をした。


「駅のそばにこんなとこ、あったんだ」


「結構有名よ」


　来花は「そんなの常識」と言いたげだった。和樹は元々東京西部の生まれで、葵学園に入学してからこっちに来ていた。なので知らなかったのはある意味当然だが、こんなところがあるとは、思いもよらなかった。はっきり言って治安も悪そうだ。


　千早も戸と惑まどっている。彼女もここに来て日が浅いのだから当然だ。


「さあ行こう」


　来花がうながす。


「え、本当に!?」


「当然」


「デートする場所じゃないじゃないか」


「新宿の歌か舞ぶ伎き町ちようだと思えばいいわよ。あそこも、見かけほど酷ひどい場所じゃないわよ」


「行ったことないよ！」


「じゃあここで練習」


　言いくるめられ、和樹と千早は並んで歩かされた。


　あらためて見ると、確かに因いん縁ねんつけられるとか、いきなり覚かく醒せい剤ざいを売うりつけられるとかはなさそうだ。男女二人ふたり連づれのためか、ナンパされることもなかった。


　ただ、時々だが客引きには誘さそわれる。


「はい、三人様大サービス」


「タイムサービスやってまーす」


　今日は土曜日、それに時間が時間なので、仕事帰りのサラリーマンは多くない。暇ひまをもてあました客引きが、手当たり次し第だいに声をかけてくるのだ。


　慣れていない和樹はどう返事をしたものか迷ったが、来花が「そのまま通過」とアドバイスしてくれたので、助かった。


　それでも身の危険はあまり感じなかった。雰ふん囲い気きは相変わらずよろしくないが。


「ではこの辺で、どっかの店に入って」


　来花が背後から指示する。


「どこに？」


　和樹は見回した。このあたりはチェーンの居い酒ざか屋ややバーが多く、今の時間帯では開いていないのがほとんどだ。


「あそことか」


　来花が勧すすめたのは、ピンクの看板の店だった。


「……イメージの店、楽々電車……？」


「いわゆるイメクラね。つまりこの中には電車の車内そっくりの部屋があって……」


　なにを言わんとしてるか察した和樹は、急いで来花の台詞せりふを遮さえぎった。


「ちょっと！　なんでこんな店に！」


「なんでとはなによ。ちゃんと店てん舗ぽ型風ふう俗ぞく営業としての届け出はすんでいるわよ。改正風営法前だから、違い法ほう営業じゃないし」


「そういうことじゃなくて、高校生じゃ入れないだろ！」


「黙だまってりゃ分かんないわよ」


「山瀬さんは!?　女の子じゃないか！」


「面接に来ましたって言えば、すぐにでも採用されるんじゃない。あ、高校生だってばれるとまずいか」


　実に悪意のない返答だった。千早は看板を見ただけで赤くなり、なにも喋しやべれなくなっている。


「デートじゃないだろ、こんなの」


「立派なデートよ。これを新しい特集にしようかしら。『美人高校生と彼氏の悪意ある関係。女を風ふう俗ぞくで働かせるヒモが葵学園に!?』って。絶対人気出るわよ。職員室でも話題沸ふつ騰とうね」


　話題の結果どうなるのだろう。校長室に呼び出されるのは必至。よくて停学、悪ければ退学だ。お先真っ暗である。


「断る！」


　和樹は叫さけんだ。


「えー」


「えーじゃなくて。店に入るのは、色んな意味で法を破ってるから。もっと別なところにして」


「つまんないなあ」


「つまんなくない」


　和樹は強ごう引いんに話を終わらせた。赤面中の千早が、一刻も早く離れたいそぶりを見せているので、来花の返事を聞かずに歩き出す。来花はぶつぶつ言いながらついてきた。


「じゃあ式森君、そこの店はどう？」


　緑色の、素っ気ない看板が掲げられている店だった。単に「マッサージ」とだけ書かれている。


「……なに屋さん？」


「マッサージ店だって書いてあるじゃん」


「表向きは、だろ」


「よく分かったね。どうもここって、不法就労の外国人使ってるらしくて、そろそろ手入れが入るみたいだから、ぜひ式森君に体験して……」


「逮たい捕ほされたらどうすんだよ！」


「両親に電話が行けば、釈しやく放ほうされるよ」


「無茶だ！」


　なにもしらない父親と母親に電話が行くなんて、考えるだけでぞっとする。心臓麻ま痺ひを起こすのではないだろうか。


　来花は「つまんない」などと言いつつ、矛ほこ先さきを千早に変えた。彼女の裾すそを引っ張る。


「山瀬さん、あそこの店に入ってみてよ」


　黒と銀の、派手な装そう飾しよくが一面に施ほどこされた店だった。一見してヤバ目な飲食店だと分かる。


「……クラブ？」


「ホストクラブよ。お試しコースなら手軽だから」


「……あたし、お酒とか……」


「お酒はホストが飲めばいいの。山瀬さんは笑って見てればいいんだから」


「そんなことしてどうするの……？」


「お金は払はらわされるけど。いずれ山瀬さんからホストに貢みつぐようになるから、わたしはその顚てん末まつをドキュメンタリーとして」


「やだ！」


　さすがに千早も断った。そのままずるずるいくと、サイフも貯金も空になる。たちの悪いホストクラブだと、高校生だと知りつつ客として扱あつかうというから危険だ。


　それからも来花は、「ファッションヘルス、ゲイバー、オナベバー」を紹しよう介かいしようとし、そのたびに二人は「いいです。嫌いやです。お断り」と拒きよ絶ぜつした。


　まるで卓たつ球きゆうのラリーのようだった。片方は手を変え品を変えいかがわしい店に行かせようとするが、もう片方はなんとしても断る。どちらも、さすがに疲れを覚えてきた。


「じゃあ、もっと楽なところにするわよ」


　肩かたで息をしながら、来花が言う。


「そこまっすぐ進んで、あの信号を右に」


　和樹と千早は言われたとおりにする。大きな通りからは外れ、奥おくまった場所に入っていった。


　妙みような形の建物が建ち並ぶ。


「そこ、手前のビルに入って」


　来花が指示するが、入れない。二人はぽかんとして立ち尽つくしていた。


「どうしたのよ」


「……鳴尾さん、ここ……」


「なに」


「ラブホテルじゃないか！」


　和樹はわめいた。その建物は「ニュー日本晴れ」なる奇き怪かいな名前をしたホテル。宿しゆく泊はくだけではなく休憩がある施設、カップルさんいらっしゃいなホテルなのであった。


「どうしてこんなとこに連れてくるんだ！」


　来花は困ったもんだという顔をする。


「ねえ式森君、職業に貴き賤せんはないのよ。あんたラブホテルの経営者を差別するつもり？」


「そうじゃない！　僕をラブホテルでどうしようっていうんだ」


「馬ば鹿かね、式森君がするのよ」


　来花は強引に二人をホテルの中に押おし込こんだ。


　一いつ般ぱんのホテルとは違ちがい、大きなフロントやロビーは存在しない。競輪場の払はらい戻もどし場所のような受うけ付つけがあるだけだ。


　受付は、腰こしのあたりだけに穴が開いていて、どちらも顔が見えないようになっている。和樹がびくびくしていると、手がにゅっと突つき出た。


「何号室？」


　受付にいるのは中年女性らしく、落ち着いた声がする。


「え……？」


　手が左を指さした。そこにパネルがあり、部屋番号と宿泊料金、休憩料金が記き載さいされていた。部屋ごとに料金が違うのは、大きさに差があるからだろう。


「え……と……や、山瀬さん？」


　千早はさっきからずっと赤面しており、今も目を合わせないようにしている。


「……式森君の好きなところにしていいよ……」


「うえ……」


　好きもなにも、こんなところ初めてなのでまったく分からない。いい悪いがあるのだろうか。ぐるぐる回ったり水でできたベッドとかは存在するのか。


「風営法が改正されてからはね、ああいうベッドは禁止されたの。既き得とく権益があるから、昔からのところはそのまま使用が許されたけど」


「わっ」


　後ろから来花が口を出した。なんとホテルの中までついてくるとは。


「早く決めちゃいなよ」


「き……決めろって言われても」


「どこも同じようなものだよ。広い方が楽だけど」


　なんでこんなに詳くわしいのだろう。


　しばらく悩なやむ。できれば悩んだまま出ていきたいところではあるが、来花が出口に立ち塞ふさがっていて、逃にげられそうになかった。


　そのうち、受付から伸のびてる手が、ばたばた動きだした。


「……あんたたち、高校生？」


「えーと……」


「高校生は困るんだよねー。警察の指導ってものもあるから。それ学校の制服でしょう。悪いけど出てって……」


　望むところです、と言おうとしたら、来花がすかさずやってきた。


「おばちゃん。わたしわたし」


「……あら、来花ちゃん」


　手の動きが止まった。


「わたしの友達なんです。入れてもらえませんか？」


「来花ちゃんの頼たのみじゃしょうがないわねえ」


　なにがしょうがないんだろう。そもそも来花はここの常連なのだろうか。考えているうちにキーが差し出された。


「ここは広いよ」


　来花が受け取って和樹に押しつける。


「やったね、式森君」


　やらないよ、と和樹は呟つぶやいた。これで、もはや逃のがれられない。


　来花も別の鍵かぎを受け取っていた。彼女は和樹と千早の腕うでを取り、エレベーターまで引きずっていった。





　　　　○





　夕菜の「和樹さんレーダー」は極きわめて正しく反応していた。駅を通り越こして歓かん楽らく街がいへ。ほぼ正確に足取りを追っていた。


「か……和樹さん……。山瀬さんとこんなところまで」


　四人の眼前には、カラフルすぎる看板がずらりと並んでいる。昼間なのにここだけ夜の雰ふん囲い気きだ。


「和樹って、こんなとこに千早を？」


　玖里子がいぶかしむ。


「間違いありません。わたしのレーダーがそう告げています」


「本当だったらとんでもないことです」


　凜の目は険しい。根が真ま面じ目めなので、この手の場所には激しい拒きよ絶ぜつ反応を示すのだ。


「式森には道徳や倫理がなにか、たっぷり教える必要があります」


　刀の鞘さやを握にぎりしめている。一方舞穂は目を輝かがやかせていた。


「にゃー、凄すごい凄ーい」


　なにが楽しいのか、今にも飛び跳はねそうだった。あちこちの店をしきりと指さしていた。


「あそこはね、有名な風俗チェーン店で、ススキノにも店を出しているの。あっちはホストクラブで、元は川かわ崎さきにあったんだけど移転したんだって。開店の日に、キャバクラのおねーさんたちが花輪をたくさん送ってきて、車が通れなくなったんだって。それからそれから、あそこは本店が中なか州すにあって……」


「はいはい」


　大声で解説を始めたので、玖里子が口を塞ふさいだ。まだ喋り足りないらしく、むがむが言い続けている。


　夕菜はじっと道路の向こうを見つめていた。


「……あっちです」


　断言した。


「あっちに和樹さんがいます」


　三人の返事を聞かずに歩き出した。客引きや店を物色している男性客などお構いなしに、のしのし進む。


「ねえ彼女、ちょっといい」


　さっそく、髪かみを茶色にしてピアスをした男が声をかけてきた。


「実は俺おれ、この先の店のものなんだけど、話を聞いてくれないかな」


　夕菜はじろりと睨にらんだ。


「……わたしも訊ききたいことがあります」


「ちょうどいいね。俺、可愛かわいい女の子にうちの店で働いてもらいたくって、探していたんだ。スカウトしてるんだけど……」


「それより男の子と女の子の二人連れ、見ませんでした？」


「え？」


　スカウトの男がきょとんとした。


「男の子は地味で、女の子はショートカットで可愛くて、あ、もう一人眼鏡めがねの女の子がいたかも」


「えー……見たような」


「教えてください！」


「それよりうちの店に」


　スカウトが夕菜の肩かたに手をやる。刹せつ那な、


「とおっ！」


　夕菜の貫ぬき手が、目にもとまらぬ速さでスカウトのみぞおちに叩たたき込こまれた。たまらず身体を折った男に、容よう赦しやない声。


「そんなことはどうでもいいんです。それより二人連れはどこに行ったんですか」


　彼女は男の胸ぐらを摑つかむと、引き上げた。


「どうしました。答えなさい」


　スカウトが目に涙なみだをにじませながら、口を開いた。





　　　　○





　ラブホテルの廊ろう下かは極きわめて静かで、清せい掃そう係や他の客ともすれ違ちがわなかった。考えてみれば当たり前で、極力他人とかち合わないように配はい慮りよされているのだ。


　部屋は最上階にあった。和樹は恐おそる恐る鍵を開ける。


　大きなダブルベッドがお出で迎むかえしてきた。他に簡素なソファとテレビ。ゲーム機も繫つながれている。


「カラオケセットがあるホテルもあるよ。高いところだと、プールも併へい設せつされてるんだよね」


　相変わらず来花が詳くわしいところを見せた。


「じゃあごゆっくり」


　そう言って出ていこうとする。和樹は泡あわを食った。


「まままま待ってよ鳴尾さん、行っちゃうの!?」


「わたしの部屋、真向かいだから」


「だってこれじゃ二人っきり……」


「そういうもんでしょ」


　なおも和樹は引き留めようとしたが、来花は「じゃあねー」などと言いながらいなくなってしまった。残されたのは高校生の男女が二人。


　心臓が高たか鳴なるなんてもんじゃない。


　和樹は横目で千早を見た。彼女も非常に緊きん張ちようしていた。


「……式森君」


「は、はい」


「……こういうところ、来たことある？」


「まさか、初めてだよ……！」


「あたしも初めて……」


　初心者が並んでいる、ということだ。


　室内は中央を大きなベッドが占しめており、上にガウンが二着、畳たたんで置かれていた。枕まくら元もとには小箱とスイッチが並んだパネルがある。照明と有線放送の操作ができるのだろう。壁かべの一角は巨きよ大だいな鏡になっていて、自分たちをばっちり観察することができた。


　それは分かった。しかしどうすれば。


　そもそもここでなにをすればいいのか。来花は「デート」と言うが、これはちょっとあからさますぎないか。まだ昼間だ。なにか大事なものをすっ飛ばして、結論に近づこうとしてるみたいではないか。


　こうなると、どうしても千早を意識してしまう。目を合わせづらかった。


　その彼女は、しきりと身体を気にしていた。


「あ……あの、式森君……」


「……なに？」


「……シャワー浴びていいかな」


「ええー!?」


　思わず驚おどろいてしまったが、恐らく誰だれも責められまい。こういうとき、彼は無力なのだ。


　千早は急いで手を振ふった。


「あの、誤解しないで。なんか汗あせかいちゃったみたいで気持ち悪いから、シャワーだけでも浴びたいなって……」


「あ……」


　和樹は心底ほっとした。


「そ、そうだよね。いいよ浴びて。もう本当にたくさん、精せい一いつ杯ぱい」


　精一杯シャワーを浴びる人間はいないと思うが、そんなことを口走らざるを得なかった。


　千早はガウンと共に置いてあったタオルを取ると、浴室へと向かう。


「えーと……」


「な、なに山瀬さん。大丈夫、覗のぞかないからゆっくり存分に」


「……式森君も、シャワー使う？」


　上うわ目め遣づかいで訊きかれる。和樹は頭が沸ふつ騰とうした。


「いやっ、僕は汗かいてないから。ずっと山瀬さんが浴びてていいよ。最後までどうぞ」


　なにが最後なんだろうか。自分でもよく分からなかった。


　ドアがばたんと音を立てた。千早が浴室に入る。和樹はようやくほっとして、ベッドに寝ねころんだ。


「ふうー……」


　緊張したなんてものじゃなかった。本日は初体験づくしである。なにしろラブホテルまで女の子と二人で来たのだから。


　正確には来花もいるが、あんな人でなしは頭数に入れない。クラスメートをここまで陥おとしいれるとは、悪あく魔まのような女であった。


　なんとなく、頭の上を見る。ボタンが並んでいた。


　いくつか押してみる。音楽が流れたりフットライトが点灯したり、集中管理のボタンであった。


　一番右みぎ端はしを押す。と、いきなり室内の明かりが消えた。同時に鏡だったはずの壁が光った。


「……ええええっ!!」


　今の今までベッドに寝ころんでいた和樹を映していた鏡が、ガラスとなっていた。マジックミラーみたいに、こちらの明かりを落として向こうを光らせることで、透とう過かさせたのだろう。


　そしてその向こう側では、千早が服を脱ぬいでいた。浴室なのである。


（ぎゃあああああ!!）


　悲鳴を上げようとして気づき、とっさにベッドから抜ぬけ出て背を向ける。気づかれたかどうかは分からない。だが網もう膜まくには下着だけになった千早の後ろ姿が、はっきりと映っていた。


（ま……まずい……）


　恐おそるべきラブホテルの仕組みであった。慣れてるカップルにはどうということないだろうが、こっちは驚きよう愕がくだ。スイッチを消せばすむのだが、ベッドの下にいるため手が届かない。上に乗ると、どうしてもガラスの壁かべに目が向いてしまうのだ。


　鼓こ動どうがとんでもなく大きくなった。十メートル先からでも聞こえるのではないだろうか。


　このまま隠かくれているのも手だが、やがて千早があがってくる。そうしたら、ガラスになっている壁に気づかれてしまう。あとは軽けい蔑べつされるか警察に通報（？）されてジ・エンド。


（どうしよう……）


　途と方ほうに暮れている場合ではなかった。





　千早も和樹に負けず劣おとらずどきどきしていた。図はからずも彼女の胸も半はん鐘しようを叩たたくように鳴っており、しかも止やむ気配がなかった。とっさにシャワーを思いついたからよかったものの、あのままでは血圧が上がって気絶するところだった。
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　昼間、変な撮さつ影えいじみたことをやらされているときはまだよかった。だが「自由にデートしろ」と言われたときから、緊きん張ちようしっぱなしだったのである。最初こそうまく対応できたものの、次し第だいに訳が分からなくなり、指示する来花の言いなりだった。


　ホテルに着いたときは頭の中がぐちゃぐちゃであり、なにを訊きかれてもまともに答えられそうになかった。曲がりなりにも受付と会話をする和樹を、凄すごいと思ったほどだ。


　汗をかいたのは本当で、シャワーを浴びたかったのも本当だ。しかしあのタイミングで言い出したのは正しかったのだろうか。もしかして、あらぬ誤解を与あたえたかもしれない。急いで訂てい正せいしたのも、今考えてみると怪あやしい。


（どうしよう……）


　どうもこうもないのだが。


　とりあえずシャワーを浴びよう。そのために逃にげ込こんだのだ。熱いお湯をかければ、少しは落ち着くかもしれない。逆にパニックになったりして。そうなったらおしまいだ。


　上着とスカートを脱ぐ。なんか気き恥はずかしかった。誰だれに見られているわけでもないのに。


　ふいに、脱だつ衣い所が明るくなったような気がした。


（なんだろ）


　振り返って仰ぎよう天てんした。脱衣所の一角がガラスになり、向こうの部屋が透すけて見えるのだ。それほどはっきりとは見えないのだが、薄うすぼんやりと様子が分かる。


（もしかして……あっちから丸見え!?）


「きゃ……」


　悲鳴を上げようとして思いとどまった。本当に見られているのだろうか。和樹にいらぬ恥はじをかかせてしまうのでは。


　じっとうかがってみると、ベッドに和樹はいなかった。どうもどこかに隠れているらしい。


（よかった……）


　胸をなで下ろした。まて、なにがよかったんだ。


　複雑なものがこみ上げてくる。修学旅行で風ふ呂ろに入っているところを見られたこともあったが、あれは一いつ瞬しゆんだった。それに今回は本当に一対一である。恥はずかしさもひとしお。でもなにも、隠れなくてもいいのに。


（あたしに興味ないのかな……）


　こういうのって、男の子には嬉うれしいシチュエーションなんじゃないのか。もっとこう、隠れながらでも覗のぞくとか、そういうのはないのか。


　脱衣所と浴室は連結していて、どちらもガラス張り状態だ。シャワーを浴びるところも丸見えだろう。


（……ようし）


　いっそ堂々と浴びてやろう。そこまで隠れたいのなら、隠れていればいいじゃない。出てきたら驚おどろくぞ。


　下着を脱いだ。でもやはり、ちょっと恥ずかしいので、タオルを身体からだに巻く。風ふ呂ろ場ばのガラス戸を開けた。


　途と端たんに轟ごう音おんがした。





　どうするどうするどうする。和樹はずっと緊きん張ちよう状態だった。敵地に潜せん入にゆうした工作員みたいに身を潜ひそめ、じっとしている。そんな恰かつ好こういいものでもないか。まるでダンゴムシだ。


　窮地を脱するには、枕まくら元もとにあるスイッチを操作するだけでいい。さりげなく、素す早ばやく。それだけのことだが、今の彼にはとんでもない難問だ。


　ここで千早の裸はだかを見るのは、なんというか申し訳ない気がする。なにが申し訳ないのか自分でも謎なぞではあるが。


　さりげなくやろう。それこそ口笛でも吹ふきながら。いや待て、口笛はむしろ不自然だ。余計なことはしないで、さっとやればいいんだ。さっと。


　深呼吸。三つ数えることにする。一、二、三。


　ぱっと飛び出し、ベッドの枕元に手を伸のばす。


　するといきなり爆ばく発はつが起こり、和樹はひっくり返った。


「なっ……な……」


　ガラスの壁が砕くだけ散り、浴室が丸見えとなっている。さらに浴室の壁には大きく穴が開いており、それを背に少女が腕うで組ぐみをして立っていた。その後ろには爆風のあおりを受けたか、ひっくり返っている玖里子他ほか三人。


「夕……菜！」


「和樹さん！　なんてところにいるんですか!!」


　夕菜の怒ど声せいが心臓を鷲わしづかみにした。


「追いかけてきたら……よ、よりによってラブホテルなんて……！」


「いやその、誤解……誤解じゃないけど、待って!!」


「問答無用です!!」


　精せい霊れいが飛び交かう。和樹は己おのれの運命を自覚して床ゆかに伏ふせる。と、その時。


「はーい、そこまでー」


　部屋の扉とびらが開いて、来花がやってきた。手にはデジタルカメラ。


「山瀬さんの番はおしまい。交代です」


「……は？」


　和樹だけではなく、夕菜も千早もぽかんとした。


「特集記事はラブホテルに入るところまでだから。終わり」


「あ……そうなの」


「じゃあ次ね。誰がいいかしら」


「……ええっ!?」


　来花が、なにを驚いてるんだ、みたいな表情をした。


「特集記事新しくするって言ったでしょ。『謎のジゴロ男子生徒、女子生徒との関係やいかに』ってタイトルに決めたから」


「なにそれ！」


「そうです。鳴尾さん、勝手なことしないでください。今回の特集はわたしが……」


　来花は文句を言った夕菜の方を向き、


「次は夕菜の記事だから」


「……は？」


　夕菜が怒いかりの体勢のまま、固まった。


「山瀬さんの次は夕菜の番。このホテルに入るところからスタートね。あ、ホテルはわたしの叔母さんが経営してるから、心配しなくていいよ」


「ここで……ですか？」


「当然よ。式森君と二人っきりで」


「えええっ!!」


　和樹と夕菜は、この日何度目かの驚おどろきをあらわにした。




　第二十四話　ラブホ奮闘記　三







　式しき森もり和かず樹きは啞あ然ぜんとしていた。ラブホテルの一室でいきなりそんなことを言われても、頭がついていかない。元々彼は奥おく手てで内気でついでに度胸がなく、こんな事態になってから冷静に行動しろというのが無理であった。





　神かみ城しろ凜りんは茫ぼう然ぜんとしていた。そもそもこんな得え体たいの知れないところに入るのが初めてなら、男女が同室しているのを見るのも初めてだった。しかも女性の方は半はん裸らで男と向かい合っているように見えたのだ。男女関係に厳しい彼女だが、きちんと物事を判断しろというのが無理であった。





　風かぜ椿つばき玖く里り子こは憮ぶ然ぜんとしていた。ラブホテルもシャワー室も、ついでに室内の隅すみにある得体の知れないグッズの自動販はん売ばい機についても知ってはいたが、実際に利用している人間を見るのは初めてだった。しかもそれが身近な男と女ときている。先を越こされたのも悔くやしければ、目もく撃げきしてしまったこと自体苦にが々にがしい。この場を落ち着かせろというのが無理であった。





　栗くり丘おか舞まい穂ほはわくわくしていた。ラブホテルもシャワー室も室内の隅にある得体の知れないグッズの自動販売機も、ついでにグッズの使用方法も料金システムも全すべて熟知していた。しかしさすがに実際に使っている人間を見るのは初めてで、それが身近な人間となればなにをさしおいても見なければならなかった。好こう奇き心しんはあらゆるものを上回り、少しは落ち着けというのは無理であった。





　山やま瀬せ千ち早はやはどきどきしていた。成り行きで和樹とデートすることになり、成り行きでラブホテルに入り、成り行きでシャワーを浴びたのだ。ここから先の成り行きは想像が及およばなかったが、気がついたらシャワー室の壁かべが壊こわれて般はん若にやみたいに怒おこっている女の子が乱入してきたのだ。早はや鐘がねみたいになった心臓はちっとも収まらず、これで落ち着けというのが無理であった。





　そして宮みや間ま夕ゆう菜なは……。


「わっ……わた、わたしが!?」


　彼女は泡あわを食って叫さけんでいた。


「わたしが交代するんですか？　山瀬さんと!?」


「そうよ」


　新聞部部長で和樹と夕菜のクラスメートである鳴尾来花は、極きわめて平然としていた。二年Ｂ組の生徒というのは、変なところで度胸が据すわっている。ラブホテルの一室での出来事というのも、とりたてて騒さわぐべきことではないのだろう。来花の叔お母ばが経営していることもあるだろうが。


「山瀬さんの分はすんだから、次は夕菜でやるつもりなんだけど」


「や……やるって」


「だから、特集記事」


　さらりと来花は言った。朝は夕菜が仕切っていたのだが、すっかり立場逆転である。こっちが正当な形とも言える。


「ど……どこからですか」


「んー、ホテルの一室からスタートの予定なんだけど」


　来花はぽりぽり頭を搔かいた。


「壊こわれちゃったから別室で」


「別室で……なにをすればいいんですか」


「なにって、決まってるじゃない」


　誰だれもが「もしかして言うのか」と思ったが、さすがに口にはしなかった。舞穂のセンスは万ばん人にんが持ち合わせているわけではない。


「式森君と二人っきりで、頼たのむわね」


「ふ……二人……」


「待ってよ！」


　叫んだのは和樹であった。


「山瀬さんとだけじゃなくて、また僕がやるの!?」


「式森君を軸じくに特集記事組んでるんだから、しょうがないじゃん」


「美少女の特集じゃ……」


「記事を順に追っていくと、校内の美少女を片かた端はしから食いまくる男子生徒像が浮うかび上がるって寸法なのよ。これで三か月はもつわ」


　来花は得意げであった。


　和樹にとっては寝ね耳みみに水、疲つかれて座すわったら電気椅い子すだったようなものだ。こんなことをされた日には、葵あおい学園の嫉しつ妬と深い男子に狙ねらわれて、命が危ない。命は極きよく端たんとしても、噂うわさになるのは確実だった。


「なんで僕じゃなきゃいけないの!?」


「愚ぐ問もんね。Ｂ組の他ほかの男子に頼たのんだら、報復でわたしの身が危ないわよ。他クラスの男の子には悪いし」


「僕には悪くないのか……」


「心理的なハードルが低いのは確かよ。それとも……」


　来花はちらりと見る。


「夕菜じゃやだ？」


　和樹はたじろいだ。


「いや……そういうことじゃ……」


「はい決まり」


　彼女は手を叩たたいて会話を終わらせた。


「じゃあ夕菜と式森君が、ホテルでめくるめく官能的なひとときを過すごすってことで」


「官能……」


　和樹は完全に腰こしが引けていた。なんだろうと初めての経験は緊きん張ちようするものだが、この場合は極きよく端たんすぎた。なにせそれ専用に使用目的が特化したホテルなのである。


　夕菜の方も、来花の不意打ちのせいで、さきほどまでの激げつ昂こうが完全に消しよう滅めつしている。


「か……和樹さん……」


　おどおど。そわそわ。伏ふし目がちになって視線が定まらない。顔は上気してぼんやりと赤くなっていた。


「あの……和樹さん……」


　ぽん。後ろから肩かたに手が置かれる。


　夕菜の背後にいたのは、玖里子であった。


「初体験にときめいてる最中、悪いんだけど」


　玖里子の表情はどことなく昏くらい。心の中にある「ちょっとヤなもの」が、外に出ようとしているみたいであった。夕菜はびくっとする。


「な、なんでしょう……」


「あたしたちがいることもお忘れなく」


「え……」


　彼女の背後には、凜に舞穂、もちろん千早もいた。千早を除のぞいた全員は、一様に腹に一物ありそうな顔だ。


「あたしたちは夕菜ちゃんに付き合わされて、こんなところにいるのよ。なのに一人だけ、和樹といい思いしようってわけじゃないでしょうねえ」


「でっ、でも。新聞部の記事ですから」


「あたしたち、その記事とやらに貴重な休日使ったのよねえ」


　腕組みをする玖里子。舞穂はひたすら楽しそうなのでどうでもいいが、凜なんぞは刀の手入れをしている。


「……私たちは、夕菜さんに連れられてここまで来ました。強ごう引いんに」


　凜が愛あい刀とうをじっと見つめながら言う。


「奇き妙みような撮さつ影えいだけではなく、いかがわしい歓かん楽らく街がいを歩かされ、このような倫りん理り道徳にもとるホテルにいます」


「え、ええ……」


「ついでながら、ホテルに壁かべから入ったのも初めてです」


「きっ、貴重な体験ですよね……」


「しなくていい体験とも言えます」


　凜の声こわ音ねは冷ややかだ。いつもは和樹かもしくは「不正義を働く人間」に向けられるのだが、今は夕菜に投げかけられている。


　言葉の裏にある刃やいばと、リアルな刃を見せられて、夕菜は冷や汗あせをかいていた。


「あの……ごめんなさい……凜さん。あやまりますから……」


「謝罪が欲しいのではありません」


　と、剣けん豪ごう少女は言う。


「ただ夕菜さんだけ、式森といかがわしい行こう為いに没ぼつ頭とうするのはどうなのかと」


「凜さんもしたい……ですか」


「したいとか、そういう問題ではなく」


　いつもの凜なら、ここで焦あせって変にボロを出す。だが今は、非常に冷静であった。


「女の友情とは、使い捨てと同義なことと思い知ったと、伝えているだけです」


「そんな……！　凜さんとの友情も大切です！」


「そうでしょうね。撮影に人手が必要ですから」


「り……凜さん……いつの間にそんな冷たい人に……」


　よろめく夕菜。床ゆかに手をついたりする。


「凜さんと……凜さんといつまでもお友達でいるつもりだったのに……！」


　凜は刀を鞘さやに収める。


「……そういう夕菜さんは、式森と二人っきりになるのですが」


「え、ええ……」


「昨晩、私と玖里子さんを寝ねかせないでスケジュールチェックをさせましたよね」


「ええ……」


「撮影機材の買い出しにも行かせましたよね」


「ええ……」


「台本直しにロケ地の下見までさせましたよね」


「ええ……」


「そこまでさせておいたのに、全すべてを無にして男と二人っきりになるんですか？」


「……そうですけど……」


　凜の迫はく力りよくに、夕菜は小さくなった。元来、和樹と千早がデート（もどき）をするので様々な策を練っていたのに、ここにきてバトンタッチである。凜からすれば立つ瀬せがない。


　無論、凜の心中には「私を差し置き、式森と二人きりになるとは」という感情が潜ひそんでいて、夕菜にも分かるのだが、言ってることは事実なので強く出られなかった。


「まあそんなわけで」


　これは玖里子。冷ややかな目つきが尋じん常じようではない。


「あたしたちとしては、和樹と夕菜ちゃんがラブホテルでいいことするのに、色々言いたいことも出てくるわけ」


　横では舞穂が、「舞穂も言いたいことたくさんあるー。ローションの使い方とか、××××の使い方とか、×××××に穴を開けたらどうなるのか」などと喋っていたが、全員聞こえないふりをしていた。


「そ……そうかもしれませんけど」


　夕菜の反論は、いつもに比べて弱よわ々よわしい。


「でもわたしは、和樹さんの奥おくさんなんですから、その……二人っきりになるのも……当然の権利というか……」


「とーぜんねえ」


　玖里子が細い目で見つめる。


「エロいことをするのも当然なんだ」


「もっ、もちろん……」


「どうよ、凜」


「夕菜さんは、まったく、乱れた方です」


　剣豪少女は、大おお仰ぎような仕草で首を振ふった。


「見み損そこないました。ここまで倫理道徳に欠ける方だったとは。友人として恥はずかしい」


「そんな言い方しないでください！」


　顔を赤くして反論する夕菜。


「しかし夕菜さん、今まで山瀬さんがホテルで休憩することを非難していたのに、自分のこととなったら手のひらを返すのですか？」


「う……」


　彼女は言葉に詰つまる。普ふ段だんなら感情爆ばく発はつで理り屈くつを吹ふき飛ばすのだが、ラブホテルという場所のためか、台詞せりふに切れがない。いつも大おお騒さわぎする精せい霊れいたちも、なりを潜ひそめていた。


「えと……でも……その……」


　夕菜は助けを求めるように、きょろきょろ見回した。玖里子と凜とは対立しており、和樹は役に立たず、来花はこれも記事にするかとほくそ笑えんでいる。舞穂はエロなら任せろといわんばかりの顔なので、目を合わせない。


「や……山瀬さん！」


　さっきまで敵対していた少女に、声をかける。


「え……」


「山瀬さんなら分かってくれますよね!?」


「え……え……？」


　千早は戸と惑まどっていた。さっきまではバスタオル一枚だったが、いつの間にか着き替がえている。さすがにこの状じよう況きようでは服が欲しくなったのだろう。


「山瀬さんなら……なんていうか、和樹さんと二人っきりになるのも仕方ないと思いますよね。しょうがないですよね!?」


「ええっと……」


　千早はしばらく考えるそぶり。


「しょうがない……かも」


「ええっ！」


　叫さけんだのは、玖里子と凜であった。


「この期ごに及およんで、夕菜ちゃんの肩かたを持つの!?」


「山瀬さんも昨今の乱れた風潮を肯こう定ていするのですか!?」


　若じやつ干かん動じながらも、千早は言葉を続けた。


「でも、あたしもその、よく分からないけど、そこまで怒おこるようなことなのかなって」


「怒っていいケースよ？」


　と玖里子。千早はそれもそうだ、とうなずきながらも、


「あたしたちの立場から見ればそうなんですけど、でもこういうのって、決めるのは式森君だから……」


　その言葉に、女の子たちは「確かに」と思った。


　今まで散々言い争っていたが、当事者のもう一方がずっと置き去りだったのだ。考えてみれば、意見をまるで聞いていない。


　全員の首が動き、視線が和樹に集中した。


「あ……あの……？」


　彼の反応は、ある意味予想通りであった。


「な、なんだろ……」


「なにか言うことは？」


　と玖里子。


「えー……なにが……でしょう」


「……これよ」


　玖里子は自分の髪かみをかき上げた。


「なんていうか、和樹に意見を求めること自体が間ま違ちがい？　あたしたちで話した方が手っ取り早いわ」


　聞いた舞穂が「話すよりも、舞穂が色んな道具で和樹君を攻せめ……」と言い出したので、よってたかって口を塞ふさいだ。舞穂はどこかむっとした表情で黙だまる。


「じゃあやっぱり……わたしが和樹さんと……二人で……じゃないでしょうか」


　夕菜が小声で発言する。


「……夕菜ちゃんって、怒おこってようと怒ってなかろうと、やることは変わらないのね」


「ちっ、違います！」


「なにが違うのよ」


「えと……わたしだけじゃなくて……」


「は？　和樹も一いつ緒しよだって言いたいの？　分かってるわよそんなこと」


「そうじゃありませんっ。あのですね……」


　夕菜は再び室内を見回し、


「……山瀬さんにも、一緒に来てもらいます！」


　今度もまた、全員が「はあ!?」と叫んだ。


　夕菜の発言は自信に満ちていなかった。どう考えても思いつきである。


「山瀬さんと二人なら文句はありませんよね。さっきまで和樹さんと一緒でしたし、危険なこともないですし……」


「なんで千早なのよ!?　意味分かんないわ！」


　抗こう議ぎをする玖里子。当然であろう。


「いいんです、もう決めました！」


　夕菜は振ふり払はらうように断言。


「いいですよね、山瀬さん!?」


「う……うん……」


「ほら決定です。鳴尾さん、これでいいですよね!?」


「……夕菜一人と式森君ってのがコンセプトなんだけど……」


　来花が渋しぶい表情をする。夕菜はぐいっと近づき、


「もう決めました。こうさせてもらいます」


「えー……」


「それと、このことはクラスの皆みなさんに話さないでもらいますから」


「なんでよ。こんなおいしいネタ、わたしが放置しておくとでも」


「少しだけ新聞のネタにするのは構いません。でも、余計なことまで言いふらしたら、鳴尾さんの身にとっても大変なことが起こっちゃいますから」


「……どんなこと」


「大変なこと、です」


　脅きよう迫はくをする夕菜を眺ながめながら、和樹は「いつもの夕菜に戻った」と思っていた。





　　　　○





　三人は、半はん壊かいした部屋の隣となりの隣に移された。三人とは当然、和樹と夕菜と千早のこと。


　入れられた部屋は、さきほどまでより若じやつ干かん大きかった。ベッド以外にもガラステーブルとソファがあって、それらも数名が腰こしかけられるようになっている。


「ごゆっくりー」と来花は告げて出ていった。いなくて取材になるのかと思うのだが、別に構わないらしい。


　男一人に女二人は、部屋に取り残される恰好になった。


　室内の電気はあまり明るくない。オレンジ色に光っていた。ムードを壊こわさないためだと思うが、余計なお世話なようにも感じられる。


　なんとなく、空気が気まずい。


　三人とも、ラブホテル体験は初めてである。もしかすると和樹と千早は二回目になるのかもしれないが、さきほどまでのことはカウントに入らない気もする。夕菜は当然初体験。


　さっきまで大おお騒さわぎしていたが、落ち着くとひしひし緊きん張ちよう感かんがやってくる。同性のお仲間がいる夕菜と千早は、まだ気持ちのほぐしようがあるが、和樹はそうもいかなかった。


　ガチガチになった首を、ほぐすように回す。そのたびにごきごき音を立てた。


「……和樹さん」


「は、はいっ！」


　夕菜の言葉に、彼は跳とび上がった。


「座すわります……か？」


　ここで座ると言ったら、ソファのことだ。ベッドに腰こしかけるという意味ではないだろう。多分。きっと。


「えーと……いや、疲つかれてない……から」


「…………」


「あ、疲れてないっていうか、その、落ち着かないっていうか、なんでこういうとこって、ベッドがどーんと置いてあるんだろうね。あはは」


「…………」


　誰だれも笑わなかった。そりゃそうだろう。


　和樹はぎくしゃくしたまま、よたよたと歩き出した。


「ごめん、シャワーを浴びてくる」


　それから急いでつけたした。


「さっき、山瀬さんに浴びてもらったから、僕も浴びる。それだけだから。やっぱりさっきので汗あせかいちゃって。あはは」


　だからなんで、笑わなければならないのだろう。


　和樹は夕菜と千早の返事を待たずに、脱だつ衣い所じよに飛び込こんだ。後ろ手で鍵かぎをかけて、ようやく一息つく。


　過緊張が、普ふ通つうの緊張くらいにはなった。


　シャワーを浴びたいのは本当だった。ホテルに入ってから、ずっと背中が汗あせばんでいたのだ。かいていたのはもっぱら冷や汗だったが。


　大きく深呼吸をして、服のボタンを外していく。とにかく時間を稼かせぎ、これからのことを考えよう。男一人に女二人なんて、どう考えても健全ではない。なんとかしてこの窮きゆう地ち（？）を脱だつさなければ。


　シャツを脱ぬいでかごに入れる。


　なにか大事なことを忘れている気がした。





　部屋に残された夕菜と千早も、大きくため息をついた。


　やはり過緊張はなくなったが、それでも張りつめたものは残る。同性だが、ライバル関係ではあるのだ。


「なんか……変な感じですね」


　と夕菜。


「女の子同士でこういうところにいるって、ちょっと変わった気分……」


「宮間さん……あたし、そういう趣しゆ味みはないよ？」


　千早は身体からだを引き気味にしていた。


「妹がべたべたするから誤解されたことあったけど、男の子の方がいいから」


「わ、わたしだって、男の子がいいです」


　夕菜は、間違った意味で伝わったと知り、急いで補足した。


「女同士なんて、その、不潔っていうか……不潔じゃなくても変っていうか、極きよく端たんに否定したくはないですけど、やっぱりわたし、初めては和樹さんがいいですから……！」


「あたしだって、式森君がいいよ」


「そっ、そうですよね」


　思わずうなずいてから気がついた。二人して同じ男がいいと主張しているのは、なにかおかしくないか。立場としては競争関係にあるのだが。


　千早も気づいたらしく、複雑な顔をしている。


　どちらからともなく顔を見合わせ、笑った。


　そして夕菜は、少しため息をつく。


「……山瀬さんって、こういうことに経験ありますよね……」


「……え？」


「わたし駄だ目めなんです。全然知りませんから、どうしていいのかさっぱり……」


「待ってよ宮間さん。あたしだって経験ないよ？」


　千早は泡あわを食っていた。夕菜がきょとんとする。


「……そうなんですか？」


「そうだよ。どう誤解してるのか知らないけど、こんなところ来たのも初めて。全然知らないって」


「てっきり……わたしよりも経験豊富だと思ってました」


「そんなことないから！　男の子とデートしたことだって……ないんだけど……」


　語ご尾びがごにょごにょしていた。顔の表面もやや赤い。


「じゃあ和樹さんとも……？」


「なにもしなかったって。する余よ裕ゆうもなかったし、ほら、式森君ってああいう性格だから、なにかしてくるわけでもないの。だから全然」


「そうですか……」


　夕菜は胸をなで下ろした。とりあえずの懸け念ねんが、一つ消えていた。


　そんな彼女を、千早がじっと見つめる。


「……ほっとした？」


「え？……はい」


　素す直なおに返事をする。こればかりは噓うそをついてもしょうがない。


「これだけ和樹さんと一緒にいてもなにもありませんから、やっぱり焦あせっちゃうんです。ずっとこのままなのかなって。だから山瀬さんとかが和樹さんといると、なにかあるのかと思って、ちょっと気が……」


「そんな心配いらないよ」


　千早が柔やわらかい声で言った。


「あたしだって宮間さんと同じどころか、もっとなにもないから。式森君と何度二人きりになっても、なにもしてくれないし。あたしに魅み力りよくがないからだって思ってるんだけど」


「そうですか？　山瀬さん、わたしから見ても美人ですけど……」


「式森君はそう思ってないよ」


「うーん……」


　夕菜の心中にはもやもやしたものが残った。千早が自分のことを卑ひ下げするのももったいないが、和樹の手の出さなっぷりも激しすぎる。これはやはり、自分がラブホテルで二人だけになっていても、同じ結果が残ったのだろうか。


「和樹さん、男の人なんだから、もう少し積極的になればいいのに……」


「一年生のころから、ああだったよ」


「え？」


「あ、ごめん。だったら夕菜さんから積極的になればいいじゃん」


「なってるんですけど……」


　夕菜は微び妙みように落ち込んだ。なにやらどんよりした空気が口から漏もれ出てくる。


「わたしがどんなにどんなにどんなに世話をやいても、和樹さんはちっとも応こたえてくれなくて、たまに焼き餅もち妬やくとなんか怯おびえていて、でも他ほかの女の子に縁えんだけはあるものだからわたしも爆ばく発はつしちゃって大だい惨さん事じに……」


「そ、そう……」


　千早のこめかみに一筋の汗が垂れる。


「なんか大変だね」


「和樹さんが不死身だから助かってますけど」


　最近の和樹は夕菜の攻こう撃げきに一定の防ぼう御ぎよ態勢を取っている。慣れに近かった。


　その時、室内で軽い駆く動どう音がした。夕菜が天てん井じようを見上げる。


「あら……？」


「換かん気き扇せんがついたんじゃないかな」


　と千早。窓がないタイプの浴室は、湿しつ気けをこもらせないために大きな換気扇がついている。そうしないと、カビが発生してしまうのだ。


　彼女はふと気づいたように、


「ねえ宮間さん。ここって、バスルームとガラス一枚だけで区切られているって、知ってる？」


「そうでしたっけ？」


　夕菜はきょろきょろした。壁かべの一角が鏡になっていて、室内の様子がよく分かる。


　千早が言った。


「そこそこ。あそこがガラスになっていて、中が見えるんだよ」


「信じられません。そんな構造なんて……でも、鏡ですけど」


「うん。でもさっきの部屋はガラスだった。きっとボタン一つで変わるんじゃないかな」


「まさか、ＳＦみたい……」


　夕菜は笑いながら、枕まくら元もとのスイッチを押おした。ラジオか有線放送でもつけるつもりであった。


　いきなり室内の明かりが落ち、ガラスの向こうが光る。


「きゃ……」


　軽く悲鳴を上げた。バスルームが丸見えになっていた。


「や、山瀬さん。お風ふ呂ろ場ばが……」


「あ……やっぱり」


　千早は二度目なので、それほど驚おどろいたりはしない。夕菜はもうどきどきだった。


「ど……どうしましょう。和樹さん、シャワー浴びるんですよね」


「そう言ってたね」


「は……裸はだかで浴びるんでしょうか」


「そりゃプールじゃないし」


　脱衣所でがたがた音がする。どうも和樹が脱ぎ終わったらしい。途と端たんにおろおろする夕菜。


「こっ、こっちに来ます！」


「ちょっと宮間さん、あたしの服を摑つかまないで!?」


「隠かくれましょう！」


　二人はベッドの陰かげに飛び込んだ。前の部屋で、和樹がやったのと同じ行動だとは、さすがに気づいていない。


　とりあえず夕菜はほっとした。そしてすぐ、顔が赤くなる。


「なんだか……隠れるなんて、和樹さんみたい……」


「こうなると、女の子も結構度胸なくなるね」


　と千早。


「自分がシャワーを浴びるんだったら、まだ平気なんだけど」


「はい？」


「なんでもないなんでもない……いつまでこうしてればいいんだろ」


　普ふ通つうに考えれば、和樹のシャワーが終わるまでである。


「和樹さん、お風呂長かったかしら……」


「男の子は早いっていうけど……」


　二人は誰だれとはなしに呟つぶやき続ける。


　どちらもベッドの陰で体育座ずわりをしていた。しかもラブホテル内。それなりに変わった光景である。




[image: ]


　千早がぽつりと言った。


「宮間さん……式森君の裸はだかって、見たことある？」


「なっ、なにを言うんですか。ないです！」


　夕菜は急いで否定をした。


「和樹さんは着き替がえをするときだって一人だし、プールに行こうともしないんですよ。半はん袖そで姿だけです。山瀬さんこそ、見たことあるんじゃないんですか!?」


「ないわよ！」


「怪あやしいです。だってさっきまで部屋に……」


「だからなにもなかったんだってば！」


　千早はそう言ってから、ふと言い添そえた。


「……気になるの？　式森君の……裸」


　夕菜がまた頰ほおを染める。


「それは……ええ。気になります……」


「実は、あ……あたしも、気になるんだ……。ほら、式森君って、服からだとよく分からないんだけど、肩かた幅はば結構ありそうじゃない。その……脱いだらどうなのかなって」


　ぺらぺらと喋しやべっている。もしかしたら照れ隠かくしなのだろうか。


「玖里子さんは、意外と胸板は厚あついって言ってましたけど」


「そうなんだ。なんか……興味出ちゃうな……」


　うつむきながら、千早は呟く。身体からだがもぞもぞしていた。どうもベッドの向こう側が気になって仕方ないようだ。


　動どう悸きを抑おさえるように、胸に手を当てていた。


「……男の子のシャワーシーンって、どんなのだろうね」


「分かりません。見たことないですから……」


「あたしも、兄きよう妹だいが妹だけだからないんだよね。お父さんとは、早いうちから一緒にお風呂入らなくなったし」


「わたしも従妹いとこがいるだけですから、ありません。同じ年ねん齢れいの男の人って、和樹さんだけ……」


　ごくりと唾つばを飲み込こんだ。


　考えてみたら「男の子にシャワーシーンを見られてきゃー」はあってもおかしくなかったが、こっちが見るのは珍めずらしい。しかもそれが、好きな男性ときていた。学校のプールの授業では男子生徒の上半身裸を知っているが、意識するのは初体験なのだ。


　どうしよう。


　見て罰ばちが当たるのかと言えば、多分当たらない。怒おこられる可能性はありそうだが、状況が状況だけにごまかすこともできる。そもそも和樹がこういうことで腹を立てるとも思えない。


「み……見てみましょうか……」


　千早に訊きいてみる。


「見るの……？」


　彼女の喉のども動いていた。何度も唾を飲み込んでいるあたり、夕菜よりも激しい。


「こういう機会ってありませんから……」


「式森君、どういう恰好でシャワー浴あびるんだろう」


「普通だと思いますけど……確かめないと」


　なにが「確かめないと」なのだか。


　夕菜はじりじりと身体を動かしていた。腰を浮うかしたり戻もどしたり、頭を右にしたり左にしたり。心臓の鼓動に比例して、落ち着きがなかった。


　千早はなにやら心配そうだった。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「平気……ですけど、やっぱり黙だまって裸を見るのって、抵てい抗こうが……」


「それ……あたしに見ろってことじゃないよね」


　夕菜は急いで千早の腕を摑つかんだ。


「ちょっと待ってください。なんで山瀬さんが見るんですか」


「いや……なんとなく。宮間さんが抵抗があるって言うから」


「それとこれとは話が違います。わたしが先に見る権利が……！」


「えーと、じゃあ、どうぞ」


　千早が身体をずらして、場所を譲った。確かに彼女のところからは、少し首を伸のばせばバスルームが丸見えとなる。


　しかし夕菜はためらった。


「あ、ありがとうございます……けど」


　しばらく逡しゆん巡じゆんしたのち、思い切って言う。


「山瀬さんも一緒に……見ます？」


　千早の口が「え」の形になった。


「え……ええっと、いいの？」


「……はい。一人じゃやっぱり、不安っていうか……。二人で見るのも、おかしいんですけど……」


　千早も困こん惑わくしている。当たり前だ。意地の悪い言葉を使えば、覗のぞきの共きよう謀ぼうを持ちかけられたのだ。もしかして、通報されたら逮捕されるのではないだろうか。


　かなり迷ったらしく、千早はうつむき気味に考えていたが、かすかにうなずいた。


「い……いいよ」


「ありがとうございます。あの、いっせーのせで、見ましょうね」


　覗きに「いっせーのせ」があるのか疑問だが、当人たちはもはや気にしていない。おまけに手に汗までかいていた。


　夕菜がおもむろに告げる。


「いきますよ……」


「うん……」


　千早はひときわ大きく、唾を飲み込んだ。


「いっせーの、せ！」


　二人はベッドの端はしから頭を出した。





　　　　○





　一方こちらは、ラブホテルの事務室横の休憩室。


　ヒマになった係のおばちゃんが休むところだ。そこに玖里子に凜、舞穂と来花がいた。


　休憩室なのでテーブルと椅い子すと、お茶に煎せん餅べい完備なのだが、他に余計なものがあった。


　液えき晶しようのモニターである。


　明らかに不自然な形で取り付けてあった。妙みように新しく、受信用のアンテナらしきものまで設置されている。


　そしてさきほどから画面には、和樹が映されていた。


　実はこれ、隠しカメラの映像なのだ。三人がいる部屋に来花がカメラを仕し掛かけていたのである。目的はもちろん、新聞でスクープできるような映像を撮とるため。


　女の子たちは休憩室を占せん拠きよして、モニターを凝ぎよう視ししていた。


「……いきなり和樹がシャワーなんて、焦あせるわ」


　玖里子が呟つぶやく。


「いきなり風呂などとは……遊び人なんですかあの男は」


　凜が怒ったように言う。ただし目はモニターに釘くぎ付づけ。


「それは朝あさ風ぶ呂ろのことでしょう。汗かいたらシャワーは普ふ通つうよ……夕菜ちゃんたちはどうしてんの」


　来花が手元のボタンをいくつか操作。天てん井じようから俯ふ瞰かんした画像に切り替かわる。


　ベッドが中央に映り、端はじに夕菜と千早が身を潜ひそめていた。


「……なにしてんのかしら」


「隠れているようですが」


　玖里子と凜は首をかしげる。


「もしかして、和樹から逃にげてる？」


「それにしては妙です。式森は風呂にいるはずでは……」


「あー、多分、ガラスを見ないようにしてるんだと思う」


　来花がカメラの微び調ちよう整せいをしつつ説明した。


「風呂場とベッドルームのしきりが、透とう明めいになる仕し掛かけがあるから、驚おどろいたんじゃないかな」


「ラブホテルって深いわね」


　感心する玖里子。


「それにしても夕菜ちゃんも千早も度胸がないわ。あたしなら、和樹と一緒にシャワー浴びるのに」


「玖里子さんはいつもそうです。少しは控ひかえてください」


「なによ凜。あんたも本心はそう思ってるくせに。画面から目を離はなさないじゃない」


「なにを言うのです！　これは式森と夕菜さんたちが……不ふ埒らちなことをしないための行こう為いです。そのための監かん視しです」


「そうやって意地張ってると、これからも和樹に避けられちゃうわよ」


「やめてください！」


　剣豪少女が声のテンションを上げる。玖里子は軽くいなした。


「はいはい。ねえ、舞穂ちゃん。凜は素す直なおじゃないわよね……あら？」


　彼女は背せ伸のびをして、休憩室をぐるりと見回した。


「舞穂ちゃん？」





　　　　○





「じゃーん！」


「わあっ！」


　和樹は思わず叫んだ。脱衣所で着替えていたら、いきなり舞穂が乱入してきたのだ。
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　どこから来たんだと思ったが、天井にある配線用の蓋ふたが外れていた。わざわざ伝ってきたのだ。


「にゃー、和樹君、一緒にお風呂入る」


「まずいよ！」


　舞穂は中学年齢で、精神年齢は小学生だ。一緒に入る年齢としてはかなり中ちゆう途と半はん端ぱだが、多分ギリギリアウト。


　よく見ると、ここも風呂場がガラス張りで、ベッドルームから見えるようになっている。向こう側では夕菜と千早が目を丸くしていた。


　舞穂は頰を膨ふくらませた。


「むー、入るったら入る」


「あのね舞穂ちゃん、シャワーが浴びたかったら、あとでいくらでも使っていいから」


　和樹は危あやうく脱ごうとしていたズボンを引き上げながら言う。


「やだー、和樹君とがいい」


「僕はちょっと」


「じゃあ、みんな一緒にする」


「へ？」


　和樹は一いつ瞬しゆん、聞き間違いかと思った。しかし舞穂はいつものにこにこ顔で、


「みんな一緒の部屋で、一緒にお風呂に入ったりお昼ひる寝ねする。ラブホテルだから、プールつきのお部屋とかあるはずだもん」


「……そうなの？」


「うん」


　舞穂は脱衣所の一角、ただの天井にしか見えないところに向かって喋しやべった。


「ねー鳴尾さん、もっと別の部屋にしてー。みんなで集まって、和樹君と、××××なことしよー」


「えええっ!!」


　和樹は仰ぎよう天てんした。


　天井の隅すみが、きらりと光ったような気がした。




　第二十五話　ラブホ奮闘記　四







　栗くり丘おか舞まい穂ほは高校生だが年ねん齢れい的てきには中学生であり、外見は小学校低学年で通用した。喋しやべり方も小学生そのもの。不ふ釣つり合いなほど大きい制服はどこか頼たよりなげで、見るものの保護者意識をかき立てる。クラスメートや友人たちからは親しみを込こめて「舞穂ちゃん」と呼ばれていた。


　本人は飛び級により葵あおい学園に編入されており、学力は養護教きよう諭ゆ紅あか尉い晴はる明あきによるお墨すみ付つきであった。さすがに体育だけは劣おとるが、それ以外は大学生といっても通用する。特に語学の才能には卓たく越えつしていた。


　だが彼女の真の恐おそろしさは、そんなところではない（魔ま力りよくに関してはとりあえず置いておく）。舞穂の頭には、「思春期の中学生高校生が求めてやまないもの、特に男子が想像力を爆ばく発はつさせそうなアレな知識」ぶっちゃけ性知識がこれでもかと詰つめ込まれていた。


　どこから手に入れたのかまったく不明の、どこまで必要なのか分からない単語を熟知しており、子供らしい無む邪じや気きさで使用してくる。たいていの場合それは、ミシンとコウモリ傘がさが手術台の上ではなくピッチャーズマウンドで出で会あってしまった、くらいのシュールさに満ちたものとなる。余計な装そう飾しよくを省けば、「聞いたものは恥はずかしさで身の置き所がなくなる」のであった。


　そんな舞穂の偏かたよりすぎて沈ちん没ぼつ寸前の軍ぐん艦かんみたいな知識は、これまでも強きよう烈れつすぎるスパイスとして場を不必要に盛り上げた。そして今、新聞部部長の鳴なる尾お来らい花かによって連れてこられたラブホテルでも、真価を発はつ揮きしようとしていた。





「にゃー、これ知ってるー？」


　舞穂は満面の笑えみを浮うかべて、手に持っているものを振ふり回した。


「な……なに、それ」


　初めて見るものだったので、式しき森もり和かず樹きは思わず目をこらした。


　穴の開いたボールに紐ひもがついていた。留め金があるのだが、はてどうやって使用するのか。


「××××××っていうのー。口に咥くわえるんだよー」


　にこにこしながら解説する。


「呼吸はちゃんとできるけど、声が出ないから羞しゆう恥ち心しんが××××になって、もう×××××で……」


「解説はいいから！」


　慌てて和樹は止める。だが舞穂は宝物を見つけた子供のように跳はね回りながら、グッズを探し回っていた。


「これこれー。さっきのと違ちがってお馬さんの鐙あぶみみたいなのー。あとねあとね、この縄なわはね、専門に作ったものでね、昔はなかったから、お湯で一度柔やわらかくして油を塗ぬったりして工く夫ふうしたんだってー」


「なんでそんなこと知ってるの！」


「それとねそれとね、これは元々医い療りよう器具で、××××をマッサージするものなんだけど、今はプレイの道具になっちゃって……」


「ストーップ、もういいから！」


　和樹は急いで舞穂の口を押おさえた。彼女はむがむがうめきながらも、手に持った数々のグッズを離はなそうとしなかった。


　ここはラブホテルの一室。来花の叔お母ばによって経営されており、とりわけ大きい部屋である。今までいた場所が破は壊かいだなんだで使用しづらくなったので、ここに移動したのだ。


　移ったのはいいものの、中は高校生にとって刺し激げきが強すぎるもので溢あふれていた。「どんなスタイルにも対応します」がコンセプトらしく、文字通り様々なグッズが並んでいる。特別室なので大半はただで使用できた。


　いくら無料とはいえ、「ではさっそく」と使い出すには勇気以上のなにかが必要とされる。女の子たち（と男の和樹）には見るのも触さわるのも初めてなものばかり。身の置き所がなかった。


　唯ゆい一いつの例外がこの舞穂である。水を得た魚、籠かごから脱だつ出しゆつした小鳥のようにはしゃぎ回っていた。


「ねえ鳴尾さん、本当にこの部屋しか空いてないの？」


「そうよ」


　来花はさらりと返事をする。


「あたしもこんなとこ初めてだけどねー」


「呑のん気きなこと言って」


「式森君、こういう経験あるのかと思ってた」


「ないよ！　訳分かんないものばっかりだから！」


　大半が「話には聞いていたが」的な道具である。他ほかは「見たことも聞いたこともない」。


「ふーん。夕ゆう菜なはどうなの」


　来花が、和樹の隣に座り込こんでいる少女に訊きいた。


「わっ、わたしもありません」


　宮みや間ま夕菜は力ちから一いつ杯ぱい頭かぶりを振った。


「こんなの初めてです。びっくり……」


「意外と経験してんじゃないかって思ってた」


「思わないでください！　どうやって経験するんですか!?　こういうのは、たとえば和樹さんと……」


　そこまで言うと、彼女は真まっ赤かになって沈没する。想像してしまったらしい。


　来花は別の女性に訊く。


「風かぜ椿つばきさんは？」


「あたしもないわよ」


　風椿玖く里り子こも夕菜と同じように否定した。


「知ってるっちゃあ知ってるけど、これ特とく殊しゆな趣しゆ味みの持ち主が使うものばかりじゃない。あたしはノーマルがいいなあ」


「Ｓっぽいけど」


「Ｍよりはいいけどねえ」


「神かみ城しろさんは……っと、訊くまでもないか」


　一年生の剣けん豪ごう少女、神城凜りんはあおむけにひっくり返っていた。部屋に入ったときから息も絶え絶えだったのだが、早々に限界が来たらしい。具体的には舞穂の「口に咥くわえる」あたりから。


「山やま瀬せさんはどう？」


「え……」


　山瀬千ち早はやは明らかに戸と惑まどっていた。


「二年Ｆ組が誇ほこる美少女の意見が聞きたいな」


「な……ないって」


　千早が両手を思いっきり振る。


「もうほんと、なんだか全然分かんない。あたしもこういうのお子様だから」


「いやー、あのクラスは結構進んでるって聞いたよ」


「誤解だから！　そんなことないよ」


　意外と精神力は強く、夕菜みたいに喋しやべれなくはなっていない。それでも赤面はしていた。


　来花が腕うでを組む。


「んー……。使えるのは舞穂ちゃんか……」


「使えるってなにさ」


　和樹が抗こう議ぎ混じりに言った。


「ここでどうするつもりなんだよ。だいたい舞穂ちゃんはこの中で一番若くて……」


「新聞記事よ、決まってるじゃない」


　校内新聞で取り上げるのだ、と彼女は言う。


「第二特集として、葵学園一のロリ美少女が送る究極のエログッズコーナーにすんの。インパクトあるわ」


「倫りん理り的てきにも間ま違ちがったインパクトがある！」


「グッズが売れてこのホテルの使用率が上がれば、あたしにも多大な報ほう奨しようが」


「それが狙ねらいか！」


「なんなら舞穂ちゃんの顔には目線入れるわよ」


「すぐバレるよ！」


　葵学園に小学生みたいな女の子は、一人しかいないのだ。


　当の舞穂が、いきなり和樹の手からするっと抜ぬけ出した。部屋の中央に走っていく。


「わーい」


　その表情は無む邪じや気き以外のなにものでもない。お菓か子しを目の前にしたときでも、こうはならないだろう。


「にゃー、見っけー」


　大きな箱からなにやら取り出した。手に持ったまま戻もどってくる。


「夕菜さん、見て見てー」


「な……なんです？」


　真っ赤になったままうつむいていた夕菜が、顔を上げた。


「これー」


　舞穂は笑え顔がおと共に黒光りしたものを差し出した。夕菜の表情が、赤面以上のものになった。


「まっ……舞穂ちゃん、それは……！」


「ここのスイッチを入いれるとね、動くんだよー」


　ういんういんういん。電動による回転運動を始める。伝統工芸品と同じ名めい称しようを持つあれである。


「このスイッチがねー、強弱四段階になっていて」


「解説しないでください！」


「×××××の振しん動どうが特に……」


「もういいです！」


　刺し激げきが強いなんてものではない。微びに入り細を穿うがつ説明をし、しかも的確なので容易に想像がついてしまう。恥はずかしさもひときわであった。


「今からでも使えるよー」


「使いません！」


「にゃ？　リモコンタイプがいいの？」


「そうじゃありません！……そんなのがあるんですか？」


「うん」


　喜んで説明しようとするのを、夕菜は慌あわてて止めた。


　舞穂は一いつ瞬しゆん不満そうになったが、すぐ気を取り直して部屋の捜そう索さくに入った。彼女にとって、ここは宝の山であった。


「これじゃこっちの身がもたないよ……」


　と和樹。


「出ましょう、和樹さん……」


　夕菜が、極力部屋の中を見ないようにしながら言う。


「ずっとここにいると……その……人として駄だ目めになっちゃいます。やっぱりまだ経験は早いかも……」


「そうだね……」


　同感であった。夕菜は千早と一緒に、和樹の着き替がえを覗のぞこうとしていたが、さすがにグッズを使ってどうこうのレベルには達していないらしい。刺激物どころか劇げき薬やくなのだ。


「凜ちゃんを起こして、帰……」


「やだー！」


　舞穂が部屋の反対側で叫さけんだ。


「舞穂ずっとここにいるー！　ここに住むのー！」


　じたばたじたばた。両手両足をばたつかせて暴れる。その態度だけを見ていれば、小さい子がわがままを言っているようで可愛かわいらしいが、アダルトグッズが理由というのが変わっている。


「残る残るー！　まだなにもしてないもーん！」


　なにかされたら大変である。和樹はなんとかなだめるつもりでいた。


「ねえ舞穂ちゃん、ここはまだ舞穂ちゃんには早いから……」


「早くないー！」


「早いんだって。僕にもみんなにも早いんだから。一生使わない人だっているんだし……」


「じゃあ舞穂が経験するー！」


　恐らく本人は真ま面じ目めである。しかし、経験とはどういうことなのか、本当に分かっているのだろうか。


　来花がごほんと咳せき払ばらいをした。


「ああ言ってるんだし、ここにいれば？」


「……鳴尾さん、本気で言ってる？」


「本気よ。グッズが売れてこのホテルの使用率が上がれば、あたしにも多大な報奨が……」


「それはもういいから！」


　和樹は来花を無視し、舞穂の許もとに近ちか寄よった。


　彼女は涙なみだ目めになりながらアダルトグッズを抱かかえ込こみ、離はなれようとしない。


「やだ」


「……あのね」


「にゃー、変なことしたら、舞穂は舌を嚙かんで自殺する」


「変なことじゃないから。家に帰るだけで……」


「にゃー！」


「……分かったよ」


　和樹はそっとため息をついた。


「舞穂ちゃんはなにをしたいの？」


「んー……」


　首をかしげている。あまり考えていなかったらしい。


　やがて顔が明るくなる。


「新聞部の特集記事になる！　これ使うー」


「それは駄目。もっと大人のものなの。だいたい、記事になるってなにさ」


「むー。舞穂子供じゃないのにー」


「子供だよ。もっと他のこと考えて」


「じゃあね、和樹君に使う！」


「僕に？」


　彼はつい、自分自身を指さした。


「もっと駄目だよそんなの」


「使うの」


「駄目」


「使う」


「駄目だったら。あんまりわがまま言うと、無理矢理ここから出して……」


　和樹の台詞は途と切ぎれた。後ろから来花が、肩を摑つかんでいたのだ。


　彼は振り返った。


「なんだよ鳴尾さん」


「それ、いい案だと思わない？」


「……鳴尾さん？」


　来花の顔は、いかにも二年Ｂ組の生徒らしいものになっていた。





　　　　○





　和樹は縛しばられた上に猿さるぐつわを嚙かまされて、床ゆかに転がされていた。例の穴の開いたボールだ。部屋が部屋だけに大変いかがわしい印象がある。ついでに言うと上半身は裸はだか、というか、背中がむき出しになっている。


「んー、んー！」


「きゃー、和樹さん！」


　助けようとした夕菜を、来花が押おしとどめた。


「まあまあ。命が危なくなるわけじゃないから」


「なにをするんですか!?」


「式森君はモデルになるの」


　と来花は言った。


「女の子がメインの方が写真写りはいいんだけど、ヤバさも高くなるよねえ。その点男だったら、心理的なハードルも低くなるし」


「でっ、でも、和樹さんに変なことが……」


「だから命には別状ないって。別の性せい癖へきが目覚めるかもしれないけど」


「にゃー、面おも白しろーい」


　無邪気に喜んだのはもちろん舞穂。


「どうなるか見たーい」


「舞穂ちゃんが全部やっていいよ。あたしは記事にするだけだから」


「わーい」


　彼女は跳び上がって喜び、さっそく様々なものを引っ張り出してきた。手て際ぎわよく用意をする。


「これとこれとこれと」


　徐じよ々じよに完成していくものを見つつ、夕菜は恐おそる恐る訊きいた。


「あの……舞穂ちゃん、なんです……これ？」


「遊び道具」


「遊びって……」


「この三角形のところにねえ、和樹君が座るの」


　ぽんぽんと「三角形のところ」を叩たたいた。


「……痛いじゃないですか、それじゃ」


「痛いけど、きっと和樹君は気持ちいいと思うー」


　根こん拠きよなき自信である。その証しよう拠こに、和樹は組み上がっていくものを見て怯おびえている。


「にゃー、玖里子さん、和樹君連れてきてー」


「え、ええ」


　玖里子はぽかんとしていたが、ぎくしゃくと和樹を引っ張り上げる。


「ここにぶら下げるのー」


　天てん井じようから鎖くさりが下がっている。先せん端たんは手かせになっており、反対側は電動ウィンチに繫つながっていた。


　玖里子は言われたとおり、和樹に手かせをはめた。


「えい」


　舞穂がスイッチを押す。甲かん高だかい音がしてモーターが回転し、和樹は宙づりになった。


「もがもがもが」


　ある程度の高さになると、ゆっくり横に移動する。「三角形のところ」のちょうど真上に来た。


「もがー！」


「記録してー」


　舞穂は和樹をそのままに、来花を呼び寄せた。


　来花の手によって、三さん脚きやくとビデオカメラが設置された。フレームの中央には言葉にしづらいものと、哀あわれな犠ぎ牲せい者しやこと和樹。


「録画してどーすんの」


　玖里子が驚おどろいて訊きく。


「特別セットとして新聞と一いつ緒しよに売ります」


「Ｍ役が和樹で売れるの？」


「むしろＳ役の女の子目当てで買いますよ。舞穂ちゃん、はじめて」


「えー、にゃーにゃー」


　舞穂はマイクテストのために、猫ねこ語ごを発した。


「舞穂でーす。これから、和樹君を使ってここにあるものの使い方を説明するねー」


　スイッチ横にあるレバーを操作した。チェーンがゆっくり繰くり出され、和樹の身体からだが下がっていく。


「もが！」


「三角形のところ」に跨またがる形になった。ぶら下げられているせいで、体重が全すべてかかっているわけではないが、痛くないとは言えない。


「まずはこれー」


　舞穂が持ち出したのは、鞭むちであった。革かわでできていて、先が何条にも分かれている。


「これは、××××で××××を××××××するときに使うのー。やってみるよー」


　彼女は夕菜に渡した。


「はい」


「わっ、わたしですか!?」


「和樹君をぶってー」


「そんなことできませんっ！」


　鞭を手にしたまま、夕菜は焦あせった。


　舞穂が頰ほおを膨ふくらませる。


「むー。夕菜さん、いつもやってるのにー」


「やってません！」


「和樹君を魔ま法ほうで攻こう撃げきしてる」


「あ……あれは、ただのお仕置きです」


「あっちのが危険ー」


　実にもっともなことを言われ、夕菜は反論のすべを失った。恐る恐るといった感じで、和樹に近づく。ビデオは当然回っている。


「にゃー、ぶってー」


「ご……ごめんなさい、和樹さん……えい」


「むがっ！」


　ぺち。鞭が和樹の背中を直撃する。ただし、たいして力がこもっていないので、悲鳴ほどには痛くない。それでも夕菜は狼ろう狽ばいした。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか和樹さん？」


「むが……」


　猿ぐつわのせいで会話にならないが、酷ひどいことにはなってないようだ。


「もっとぶってー」


「はい……えい」


「むがっ」


「もっとー」


「えい」


「むが」


　ぺちぺちと、餅もちの表面を叩たたいているような音だけが響ひびいた。迫はく力りよくのあるサウンドからはほど遠い。舞穂が、いつの間にやら持ち出したメガホンを振り回している。


「もー、夕菜さん、真しん剣けんにやってー」


「だって……わたしはこんなの、趣しゆ味みじゃありませんから」


「噓つき」


「噓じゃありませんっ……思ったよりは、抵てい抗こうありませんでしたけど……」


「こーたーい。玖里子さーん」


　舞穂は玖里子を呼び寄せた。


「なに。あたしこう見えても、夕菜ちゃんみたいに和樹に暴力ふるって喜んだりはしないわよ」


「暴力ふるってませんってば！」


　その台詞は全員がスルー。舞穂は自分のすぐそばに置いてある、箱を指さした。


「玖里子さん、これ持っていってー」


「なによそれは」


「早く」


　急せかされたので、玖里子は箱を持つと、防水処理がされている蓋ふたを開けた。


　中には色とりどりのロウソクがずらり。


「……あのさ、これ……」


「ライターもあるからねー。火をつけてー」


　ロウソクはどれも、子供の腕うでほどもある太さだ。舞穂はこれに火をつけろと言う。


「念のために訊きくけど、着火してなにをしろっていうの？」


「説明しなきゃ分かんないー？」


　分かるけどね、と呟つぶやく玖里子。赤いロウソクを手にとって、一緒に入っていた百円ライターで点火する。


　芯しんがかなり太いので、炎ほのおもそれなりの大きさになった。


「たらしてー」


　どこに、と訊き返す必要があるのだろうか。一人しかいない。馬とも呼ばれる「三角形のところ」に座すわっている和樹の許もとへ近寄った。


「ごめんねー、和樹」


「むがー（玖里子さん、やめて）！」


「熱いのは一いつ瞬しゆんだから」


「むがー（嫌いやだー）！」


「え？　嬉うれしい？」


「むがー（言ってない）！」


「そこまで言うならしょうがないわね。じゃあ遠えん慮りよなく」


　ロウソクを傾かたむける。和樹の背中に赤い跡あとがついた。


「むがむがむがむが（あちあちあちあち）！」


「もうちょい」


「むがががー（あちちちー）！」


　玖里子は眉まゆをひそめた。


「あんたちょっと喜びすぎじゃない？　やっぱそっちの趣味があった？　いくらあたしでもこれは引くわー」


「むがー（喜んでなーい）！」


　例によって猿ぐつわのせいで、和樹の台詞を理解していない。しかも他ほかの女の子たちまで「もしかしたらこの男は……」という気になりつつあった。


「和樹さん……やっぱりもうちょっと、強めにぶった方がよかったんですか？」


「むが（そんなことない）」


「そうだと言われても……わたし、加減が分かりませんから」


「むがむが（違ちがう。ぶたないで）」


「そこまで言うのでしたら……次は努力します」


「むがー（違うってー）」


　夕菜との楽しい会話もぶじ終しゆう了りよう。舞穂はいったんビデオカメラを止めるように指示した。


「にゃー、次は凜さんねー……凜さん？」


　剣けん豪ごう少女はさっきから床ゆかに倒たおれたままだった。ぴくりともしていない。


「凜さん、刀の用意してー」


「…………」


「凜さーん」


「…………」


「死んだふり駄だ目めー」


　よく見ると、まぶたが痙けい攣れんしており、じんわりと汗あせをかいている。とっくに目覚めていたらしい。今までのやりとりも、聞いていたようだ。


　舞穂はうつぶせになっている凜の真横にしゃがむと、尻しりを撫なでた。


「ひゃっ!?　なっ、なにを！」


　剣豪少女が跳はね起きる。舞穂はにこりとした。


「やって」


「なにをさせる！　わ、私の刀はこのようなことに使用するために、鍛きたえられたのではない！」


「和樹君喜ぶから」


「あいつのいかがわしい性せい癖へきなぞ知るか！　刀が汚よごれる！」


「やって」


　凜の抗こう議ぎを完全に受け流していた。舞穂は自分のしていることに、まったく疑問を持っていない。


「……そもそも日本刀でなにを……」


「んとねー」


　舞穂は目をきらきら輝かがやかせて説明する。


「外国にはね、身体からだを傷つける××××××ってのがあって、それによると××××××××××××××××××××××××××××（本当にヤバいので、完全伏ふせ字でお送りします）」


　聞かされた凜は目を回しそうになっていた。今までにないどころか、一生縁えんがなくても差さし支つかえない世界の話である。


「そ……そんなことできるか！」


「えー。ナイフや包ほう丁ちようよりも、刀の方がいい気持ちになるって人もいるのにー」


「どこにいるんだ！　そもそも式森がそうだというのか！」


「絶対そう」


　舞穂は確信していた。当然証しよう拠こはどこにもない。


　彼女は他人よりも頭の回転が速い。口調が幼いので損をしているが、普ふ通つうの高校生よりは明らかに判断力も知識もある。ただ、かなりの割合で「他人の願望と自分の願望」がごっちゃになり、しばしば入れ替かわる。今も「和樹のやって欲しいこと」ではなく、「自分がやってみたいこと」になっていた。


　もちろん舞穂は、そんなことに気づいていない。


「凜さん、和樹君を斬きっちゃってー」


　物ぶつ騒そうなことを言い出す。


「いや……さすがにこういう場面で斬るのは……」


「だからいいのにー」


「よくはない……」


「じゃあ刀の背中で叩いてー。それなら柔やわらかくなるのー」


　ステーキ肉の下ごしらえと同じである。生きてる人間を柔らかくしてどうしようというのか。


　凜は渋しぶ々しぶ和樹のところに行く。縛しばられた彼は、怯えたような瞳ひとみをしていた。


「……男がそんな顔をするな！」


　と言っても、今は無理だろう。


「じゃあ凜さん、お願いー」


「……なんで私が」


「やってー」


　合図と共に、刀の峰みねで背中を叩く。そのたびに和樹が、「むがむが」と悲鳴を上げた。


　舞穂は最初、楽しそうに眺ながめていたが、やがて不満げな表情になっていった。


「むー、凜さんもっと真ま面じ目めにやるのー」


「これ以上強く叩いたら、骨折するぞ」


「凜さんが全然楽しそうに見えないー。これじゃ売り上げ上がらないー」


　いつの間にか、来花の商売の片かた棒ぼうを担いでいた。分け前を約束されたのかもしれない。


「もっとー」


「そう言われても困る」


「じゃあ交代ー。千早さん」


「あたし!?」


　千早が驚おどろいた。彼女は、どこか別世界の出来事として観賞していたのである。


「あたし未経験だから、なにもできないんだけど……」


「みんな同じだからー。千早さんは、もっと過激なのにするねー」


　舞穂はまた部屋の反対側に行き、なにやらごそごそやった。


　持ってきたのは小箱、洗面器、ピストン式の注入器にゴムチューブ、それに牛乳であった。


　千早にはまるで想像がつかない。


「これで……どうするの……？」


「んとねー。ホースをねー」


　舞穂は事細かに説明を始めた（伏せ字にすると膨ぼう大だいな文章量になるので完全省しよう略りやく。千早は聞くにつれて足あし下もとをふらつかせ、ついにはへたり込こんだ。


「牛乳に……そんな使い道が……」


「面おも白しろいよねー」


「……ここがフローリングの理由がそれ……」


「やってー」


「無理！」


　我に返って拒きよ絶ぜつする千早。


「絶対無理！　あ、あたし式森君とこんなことするなんてとても……」


「和樹君はしたがってるよー」


「そ、そうなの……？」


　千早は和樹の顔を覗のぞき込こむ。彼は「むーむー」唸うなりながら、顔を横に振ふっていた。


「嫌いやがってるんじゃないかな……」


「違ちがうのー。Ｍだから嫌がりながら喜んでるのー」


「そ、そうなんだ……。あたし……慣なれなきゃ駄だ目めなのかな……」


「むがー！」


　それでも趣しゆ味みの違ちがいはいかんともしがたく、千早は最後まで「牛乳を利用したちょっとアレなプレイ」を拒絶した。


「わーん、これじゃいいビデオが撮とれないよー！」


　舞穂がじたばた騒さわぎ出した。


「絶対面白いのにー！」


　面白いのは舞穂だけなのではと、女の子たちは思った。


「もっとみんな、舞穂に協力するのー！」


「協力って、十分やってます」


　と夕菜。


「足りないー。もっとー」


「どんなことをするんですか……」


「みんな一いつ斉せいに和樹君をいじめて」


「は？」


「いっせーのせで、和樹君をいじめるの。そうしたら、迫はく力りよくのある映像になるのー」


　なにを考えているんだと、女の子たちは思った。それではまるで集団リンチである。観みた人間は引くのではないだろうか。


　だが舞穂はふくれっ面つらをしており、来花は職人に徹てつしてビデオを回している。やらないことには進展しそうになかった。


「やるのー！」


　舞穂の号令で、夕菜たちは心ならずも位置についた。和樹を取り囲むように立つ。それぞれ道具を持っているが、千早だけは牛乳その他を拒絶したので、「ハイヒールを逆さまに持つ」という、かなりマニアックな姿になった。


「じゃあやるよー。さーん、にー、いちー、どーん」


　夕菜が鞭むちで、玖里子がロウソクで、凜が日本刀の背で、千早がハイヒールの踵かかとで、和樹を叩たたく。


「もがもがもげらもげら」


　和樹はなんとも表現しようのない悲鳴を上げた。舞穂がにこにこする。


「喜んでるー」


「そうなのかな……」


　千早が呟つぶやく。


「やっぱり、痛いのは駄目だと思うんだけど……」


「千早さん、ハイヒール持ってて説得力ないー」


「そ、そうだけど……」


　舞穂は足あし下もとを探さぐった。さきほど持ってきて、手をつけていなかった小箱を開ける。


「これー使う。×薬ー」


　舞穂が取り出したのは、いくつもの小こ瓶びんに入った薬であった。ラベルの半分は日本語で書かれているが、もう半分はまるで読めない。


「和樹君に飲んでもらうー」


「……こんなの飲ませて平気なの……？」


　千早が非常に不安そうにしていた。対照的に、舞穂はまったく心配していない。


「きっと大だい丈じよう夫ぶー」


　彼女は和樹を上に向かせると、小瓶の蓋ふたを開け、薬を流し込こんだ。


「むがむがもが」


　口にはめてあるボールには穴が開いている。流し込むのは容易だった。次から次へと小瓶を空にしていく。


「むがもが……げふっ」


「終わったー」


　舞穂はにこにこ顔で告げる。


「続きやろー」


「平気なの？　こんなに飲ませて……」


　千早の顔が青い。なにしろ足下には、出所のしれない薬の空き瓶が、山になっているのだ。


「これくらいじゃないと、効かないよー」


「いっぺんに飲ませるものじゃないと思うんだけど……」


　和樹の目が、徐じよ々じよにとろんとしていく。焦しよう点てんもあっていない。舞穂はまったく気にせず、女の子たちに元の位置につくように告げた。


「じゃあもう一度ー。スタートー」


　女の子たちは恐おそる恐る、やはり手て加か減げんしながら和樹を叩たたいていく。


「むがもが！　もが……」


　悲鳴の質が変わってきた。どこか甘あまったるくなっていく。


「か……和樹さん……」


　夕菜が目を丸くする。


「もが……」


「和樹さん……？」


「効いたー」


　舞穂は跳とび上がって喜んだ。


「もっとやるもっとやるー。やるのー」


　彼女の号令の下、女の子たちは和樹を鞭むちで叩たたき、ロウソクを垂らし、日本刀で殴なぐり、ハイヒールで刺し激げきしていく。


　それは和樹の声が、完全に随ずい喜きに変わるまで続けられた。





　　　　○





　週明けの葵学園。


　保健室は二部屋に分かれており、通常はベッドが置いてある部屋しか使用しない。養護教諭の紅尉は、その部屋で仕事をすることが多かった。


　彼はカルテと手元の書類を見み比くらべていた。そして顔を上げる。


「私が思うに」


「はい……」


　丸まる椅い子すに座すわった夕菜が小声で返事をする。


「薬を飲ませて刺激を与あたえ続けた結果、脳に衝しよう撃げきが蓄ちく積せきしてあのような状態になったものと推察される」


「でっ、でも、そんな強くしませんでした」


「むしろ、弱くても継けい続ぞく的に与えたのが問題だ。変な薬を大量に飲のませたのもそうだな。彼は抵てい抗こうしなかったのかね」


　抵抗できる状態ではなかったのである。それに「ちょっと楽しかったから」とはさすがの夕菜も言えなかった。


「しかしこの新聞は凄すごいな」


　珍めずらしく紅尉が驚おどろいていた。手にしているのは突とつ貫かんで印刷された校内新聞。特集記事が微び妙みように変わり、校内美少女が男子生徒をいじめる図となっていた。


「名前こそ出ていないが、ここにいるのは二年Ｆ組の山瀬君ではないのか」


「ええ……山瀬さん、ショックで早退しちゃいました……」


「気の毒だな」


　隣りん室しつからなにやら、うめき声と歓かん喜きが混ざったような声が伝わってくる。夕菜はちらっと目をやった。


「それであの……和樹さんは……」


「治ち療りよう中だ」


　紅尉は答える。


「紫し乃のに協力してもらっている。具体的には君たちの時と同じ状じよう況きようにして刺激を強くし、脳に充じゆう実じつ感かんを与える。満足すれば元に戻るだろう」


「元にって……いつ……」


「それほどかからんだろう。紫乃によるが」


　隣室からひときわ大きい、気持ちよさそうな声。紅尉紫乃の「もっと強くしましょうか」との台詞も聞こえる。


「紅尉先生！　やっぱりあれは……！」


「仕方なかろう。式森君の望みでは」


「本当に治療なんですか!?　あとなんで舞穂ちゃんまで治療に立ち会っているんです!?」


「滅めつ多たにない機会なのだそうだ」


　隣室からはなおも、和樹の「紫乃先生、もっと××××××××」が聞こえてくる。


　そして舞穂の満足げな声も、よく聞こえてきた。




　第二十六話　進めギャルゲー魂







　駅前の商店街は、人通りが多い。


　それは企業と学校への通勤通学路も兼かねているからであり、昼時になると昼食目当てのサラリーマンとＯＬも繰くり出す。近ちか頃ごろの景気にしては賑にぎわっている方で、いわゆる「シャッター通り」とはほど遠い。それでもいくつかの店てん舗ぽはもっぱら後こう継けい者しや不足によって閉めざるを得なくなっており、個人商店存続の難しさを示していた。


　神かみ城しろ凜りんは商店街で買い出しをしていた。


　彼女は日本茶や和わ菓が子しが好きだ。しかもちょっと古い気質のせいか、デパートの地下街ではなく個人商店で買いたがる。その方が安心できるのである。風かぜ椿つばき玖く里り子こなんかはデパートでまとめ買いをしたり外商に注文したりするのだが、そういうのは性しように合わなかった。


　自然と店番の老人とは仲良くなることが多い。彼女は「凜ちゃん」と呼ばれて可愛かわいがられ、おまけを貰もらうことも多かった。


　今日も凜は日本茶の店で買い物をしていた。ここは珍めずらしい量り売りの店で、その場でパックにしてくれる。店の持ち主らしき老ろう婆ばは七十を超こえており、彼女が来るのを楽しみにしていた。


「狭さ山やま茶と掛かけ川がわ茶を百グラムずつください。あと、なにか玄げん米まい茶ちやを」


「はいよ」


　老婆はのろのろとだが、こぼさないように封ふうをすると、まとめて紙かみ袋ぶくろに入れた。


「はいこれ。いつもどうもね」


「ありがとうございます」


　凜は受け取ると、落とさないように別で買い物をしたビニール袋に入れた。


「ああ、そうだ。これこれ。あげるの忘れてた」


　老婆は手をぽんと叩くと、ミシン目の入った紙を差し出す。『商店街大感謝福引き』の文も字じが印刷されていた。


「二回分ある。いつも買ってくれてるから、サービスだよ」


「わざわざすみません」


　礼を言ってから貰う。福引きにそれほど興味があるわけではないが、やはり受け取るのが最低限の礼れい儀ぎだろうと考えていた。


「また来てね」の言葉に送られ、店を離はなれる。手には福引きのチケットを持ったまま。


　今日のお茶は水出しにするつもりだった。和菓子を食べお茶を飲むのは、彼女にとって至福の時である。


　視界の先に、「福引き抽ちゆう選せん会場」の幟のぼりが見えた。


　通りすぎようと思って、立ち止まる。


　興味はないが、やはりもったいない。はずれとは思うがやらないよりはいい。せっかく好意でくれたのだから、無駄にすると罰ばちが当たるのではなかろうか。


「これ、お願いします」


　店番の中年女性に福引き券を渡わたす。「二回ですね」と告げられた。


　商品は一等の温泉旅行を除のぞけば、店のものを直接持ってきたんじゃないのか、と思えるものばかりだった。二等の電子レンジすら、なんだか型かた落おち臭くさい。あの商店街は、見かけよりも大変なのかもしれない。


「どうぞ」


　うながされた。ハンドルを摑つかんで回す。


「えー……六等ですね」


　ポケットティッシュ。はずれと変わりはない。


　もう一度、今度はやや勢いをつけて回転させる。


　ころころ……。白い球が出てきた。


「えー……おや。四等です」


「……四等？」


　凜は思わず首をかしげた。ゲームソフトだったのである。


「ゲーム……ですか」


「そうですよ」


　中年女性は包装された箱を紙袋に入れ、押しつけるようにして渡してきた。


　仕方ないので受け取り、そのまま帰宅の途とにつく。


（まったく……このようなものが当たっても困る）


　心の中で文句を言った。彼女はゲームをまったくやらない。マシンに触さわったことすらないため、手に入れてもしょうがないのだ。ついでに言うと興味もない。


（学校で誰だれかに……いや、よくないことだ）


　こんなものばかりやっては勉強がおろそかになる。たとえ受け渡わたしでも学校に持ち込こむのは、学問に失礼というものだ。


　どこかのバザーにでも寄付するか。そう考えながら凜は家へ帰っていった。





　　　　○





　家には誰もいなかった。休みの日なので、遊びにでも行ってるらしい。インドアの権ごん化げみたいな式しき森もり和かず樹きまでいなくなるのは、珍しいことだった。


　さっそくお茶の袋を開けて入れる。静しず岡おか生まれなので日本茶には馴な染じみがある。浄じよう水すい器きの水を沸わかしたあとは、一度湯冷ましに入れて適正温度にし、注ぐ。新しん鮮せんな香かおりが鼻び孔こうをくすぐった。


　和菓子は餡あんを葛くずで包んだもの。見た目が涼すずしそうだ。皿に載のせ黒くろ文も字じをつけ、リビングに持っていく。


　自然と顔がにこにこしてくる。久しぶりのお菓子とお茶だ。じっくり味わうつもりだった。


　テーブルに載せる。と、紙袋が目に入った。


　例の福引きで当たったゲームである。そういえばこんなものもあった、と彼女は思った。


　無視して茶をすすり、菓子を食べる。ゲームに興味はない。そのままにしておけばいいのだ。


　菓子を半分食べ終わり、あとは夕食後の楽しみにしようと取っておく。皿を片付けると、なんとなく紙袋が気になった。


　ちらっと横目で眺ながめる。


「くだらない……」


　凜は残ったお茶を飲みながら呟つぶやいた。この家にもゲーム機はある。有名エレクトロニクスメーカー製で、玖里子が買ってきたのだ。てっきり人生ゲームかオセロだと思っていた彼女は無む駄だ遣づかいを非難し、しばらく揉もめた。このゲーム機は、伊い庭ばかおりが遊びに来てついでに持って帰ろうとしたなどの事件を起こしたあと、リビングの四十インチテレビの真下に鎮ちん座ざしている。


「ゲームなどにうつつをぬかすと、目は悪くなって成績は落ちてと、ろくなことがない。学生の本分はそもそも勉強であって……」


　誰も聞いていないのに演説をする。目線は紙袋から離はなさない。


「……ま、中身がなにか分からなければ、批ひ判はんのしようもないが……」


　それからきょろきょろ室内を見み渡わたし、無人なのを確かく認にんする。


　咳せき払ばらいをして、開ける。


（好こう奇き心しんからではないぞ。このようなものが青少年にどのような悪あく影えい響きようがあるのか調べなければならないからだ。下手をしたら警察、場合によっては自衛隊を呼ばねばならん。そのためにも私が確認を……）


　出てきたのは薄うすいパッケージ。アニメーション風のイラストが躍おどっている。ビニールのシュリンクを破ってさらに開けると、円えん盤ばん状じようのＲＯＭと取とり扱あつかい説明書が入っていた。


　ＲＯＭは眺めてもしょうがないので、説明書を読む。


「……なんだこれは」


　いきなり、「恋れん愛あいシミュレーション　これは学園生活を通して、意中の女性と付き合うゲームです」と書かれてあってぎょっとした。凜は知らなかったが、いわゆるギャルゲーなのである。


「いかがわしいシーンがあるのではないだろうな……」


　さらに読んでみたが、さすが家庭用、そんなシーンはないらしい。安心半分、落らく胆たん半分であった。


　彼女はずっと前に一度、和樹が持って来たパソコン専用ゲームを巡めぐって騒そう動どうを繰くり広げたことがある。その時も「いかがわしいシーン」があると思っていたのにまるでなく、大変な恥はじをかいた。


（しかし……恋愛シミュレーションとは……。ああいうのはゲームで再現するようなものなのか？）


　疑問を持ったものの、彼女とて恋愛が得意なわけではない。ゲーム形式にするのが正しいのかどうか分からなかった。


（シミュレーションというからには、公共性が高いものなのかもしれない……）


　じっくり考えた末、そんな結論が出てくる。凜の頭の中では「地じ震しんが起こった場合の被ひ害がいを想定したシミュレーション映像」が映し出されていた。


　しかし恋愛をシミュレーションするとは、また大層なものが発売されたものだ。最近は結けつ婚こん年ねん齢れいも上じよう昇しようし、出生率も低下していると聞く。このようなものを通して恋愛について学び、人口減に歯止めをかけるのは政策として正しいのかもしれない。学園生活、というあたりが引っかかるが、女は十六からでも結婚ができる。前段階として校内での恋愛状態をシミュレートするのはいい試みだ。


（ならば、やってみるのは公おおやけの利益に合がつ致ちすることだろう。私がおこなってもなんら問題はない……）


　凜は深くうなずいて自分を納なつ得とくさせた。プレイしてみようと思って、テレビのスイッチを入れる。


　そこで止まった。


　彼女はゲーム機には触さわったこともない。つまり使い方を知らないのである。ほとんどどころかまったく知らず、電源ボタンがどこにあるかすら見当がつかない。仮に電源を入れられても、はてさてこの丸い物体をどうしたらよいのか。


「あら、ゲームですか？」


「ひゃっ！」


　凜は座すわったまま跳とび上がった。いつの間にか真後ろに、宮みや間ま夕ゆう菜ながいた。


　外出から帰ってきたばかりなのか、スカート姿でバッグを提さげている。にこやかな表情であった。


「どんなゲームなんです？」


「あ……いや……これは……」


　凜は後ろ手にゲームを隠した。


「いやその……たいしたものではありません。その、ゲームというか……ゲームなのですが……」


「なに変なこと言ってるんですか。でも凜さん、ゲームやったことありましたっけ」


　疑問符を浮うかべる夕菜。凜はわざとらしく咳せき払ばらいを何度かする。


「そうなのです。実は……ゲーム機というのがよく分からなくて」


「簡単ですよ」


　夕菜は使い方をざっと説明した。電源ボタンはここ。テレビの入力ボタンはここ。トレーを開けてソフトはここに入れる。コントローラーはこれ。あとは説明書を見ながらプレイ。


「これだけです」


「そうですか。よく分かりました。ありがとうございます」


　後ろ手にソフトを持ったまま礼を言った。


　夕菜は着替えをするため二階へ行く。凜は安あん堵どの息を漏もらすと、改めてゲームと向き合った。


　教わったとおりに電源を入れ、テレビの画面を切り替かえる。ソフトを入れてトレーを閉めると、起動画面になった。


　なにやら爽さわやかなのかくすぐったくなるようなオープニングが過ぎ、英語で「スタートボタンを押おせ」と表示。


　言うとおりにしていると、キャラクター作成画面となった。


「男……なのか」


　どうも男キャラクターになって女の子とデートをするらしい。名前をつけなければならない。


（男の名前……あまり思い浮かばないぞ……）


　父親とか祖父とか、親しん戚せきの伯お父じとか。そう考えると男性の知り合いはあまり多くない。クラスメートが手っ取り早いが、下の名前まで覚えている人間はあまりいなかった。


　ふと、一人思いつく。


「い……いや、あいつは駄だ目めだ！」


　急いで首を振った。顔が熱を持つのが分かる。


　あいつは情けなくて気弱で、おまけに鈍どん感かんだ。そもそもなんらの感情も抱いだいていないことでもあるし、勝手につけるのはよくないことだ。


　とはいえ、いったん思い浮かんだものはそうそう消えたりはしない。


「し……仕方ない……」


　彼女は入力画面で「和樹」と入れた。たったこれだけのことが、妙みように緊きん張ちようする。


［和樹でいいですか？　はい／いいえ］のところを、どきどきしながら「はい」。ちゃらんと音がして、キャラクターが決定された。


　ようやくゲームスタート。「和樹」はなんとか学園に通う高校生だと説明が続く。やや端折はしよりすぎだと感じたが、概がい略りやくは理解できた。


『おはよう』


「わ！」


　つい声を上げてしまった。画面に女の子がアップとなり、挨あい拶さつをしてきたのである。


『おはようってば』


「お……おはようございます」


　挨拶を返し、ついでに礼をする。ああ驚おどろいた。身体からだによくないから、挨拶前に手ぐらい振って欲しいものだ。


　画面の女の子は目が悪くなるような髪かみの色と、なんとも表現のしようのない髪型をしていた。これは髪というより無線のアンテナだろう。顔立ちは確かに可愛らしいが。


　ボタンを押していくと、女の子は『もっと早はや起おきしないと』などと説教をはじめた。どうやらこの「和樹」は朝が弱くて遅ち刻こくしがちらしい。モデルの人物と同じだ。


『朝起きてちゃんとご飯を食べないと、身体に悪いよ』


「同感です」


　凜はうんうんとうなずく。このあたりが公共性が高いところだと納なつ得とく。


「和樹」はぐだぐだ言い訳を始めた。夜よ更ふかしが好きとか春しゆん眠みん暁あかつきを覚おぼえずとか。凜は聞いていて非常にいらいらしてきた。日本男児がなに情けないことを言っているのだ。


　それは画面の女の子も同じらしい。『ちゃんとしなさいよ』と憤ふん慨がいしている。やけにお節せつ介かいだなと思っていると、どうも幼なじみのようだ。


『あたしだからこんなに心配してるんだからね』


「それは申し訳ない」


『もう……そんなに眠ねむいんだったら、あたしが起こしに行ってあげようか？』


「いえ結構です。私が……私だけではないのですが、起こすべき時は起こします。それに式森は、近ちか頃ごろは自力で起きて朝食もとるので……ん？」


　画面の下部に、それまでとは違うウィンドウが現あらわれた。


［起こしてもらいますか？　はい／いいえ］


「これは……」


　どうも選せん択たく肢しらしい。なにが起こるのかは不明だが、決断をしなければならないようだ。


（はい……にすると、起こしに来るのか。しかしこの女性にも生活があるだろうし、男の家に未成年の女子学生が訪おとずれるのは倫りん理り的にどうか。公共性の高いシミュレーションとなると、ここはこれだ）


　彼女は「いいえ」を選択した。


　画面の女の子は『そうなんだ……』と残念そうな顔をしていなくなった。悪いことをしたかと思わないでもないが、倫理のためだ。「和樹」は立派な男なので、手を借りずに生きねばならない。


　ようやく学校に入れた。やれやれ、学園生活は大変だ。


　彼女はいったんコントローラーをおいて伸のびをすると、立ち上がった。目薬でも持ってこよう。集中していると、ドライアイになるかもしれない。


　凜はゲームをそのままに、階上へ上がっていった。





　入れ替かわりにリビングに来たのは夕菜。着替えをし、トイレから出てきたところだった。


　凜はいるのかと思ったが、どこに行ったのか不在。その代わりというか、テレビがつけっぱなしだった。


　画面ではカラフルな髪の色をしたキャラクターたちが、右に左に動いている。女の子がほとんどだ。


　夕菜はまじまじと見つめた。


「ギャルゲー……凜さんが？」


　意外だと彼女は感じた。娯ご楽らくに対して興味を持たない剣けん豪ごう少女が家庭用ゲーム、しかも恋れん愛あいゲームをやるとは。


　夕菜も詳くわしいわけではないが、これが「男の子を操作して女の子をオトす」ゲームであることは理解できる。ただしやったことはない。現実で手て一いつ杯ぱいなジャンルなので。


　好こう奇き心しんを出し、コントローラーを手に取った。色々いじってみる。


　学校内を歩いた。複数のキャラクターから声をかけられる。


　彼ら彼女らは一様に「和樹」と呼びかけていた。


　頭の中のヤカンの湯が五十度くらいになった。


（凜さんったら！　勝手に和樹さんの名前を使うなんて……。なんてことをするんです）


　怒おこりはしたものの、いまさら変へん更こうするわけにもいかないだろう。そのまま続行。


　あちこち歩き回るものの、なんだかいまいちぱっとしない。


　誰だれを口説けばいいのかしらと思ったが、手がかりがない。どうやら流れに身を任せるのが賢かしこいやり方のようだ。


　しかし彼女はアグレッシブにいくつもりでいた。


「わたしみたいなキャラクターはどこかしら……」


　うろうろ。これぞ夕菜流ギャルゲー攻こう略りやく法。どうせなら「和樹」に、自分と同じキャラを口説かせ、あるいは告白させて、そのままゴールインさせるつもりだった。たとえ虚きよ構こうの世界といえど、和樹を他ほかの女のものにさせるつもりはないのだ。凜がどう思っていようが、この場合は関係ない。


　出会う女に片かた端はしからチェックを入れる。


「この人は、なんかお嬢じよう様さまっぽいですけど、紫し乃の先生みたいだから嫌いやです。この人……明るくて山やま瀬せさんみたい。やめます。この人は……男の子じゃないかしら」


　決定ボタンを連打して台詞せりふを飛ばし、ムービーはスキップして先へ。


　ようやく校舎裏で、一人のキャラクターと遭そう遇ぐうした。恐おそらく背せ丈たけも同じくらい。特に二つに縛しばった髪型が似ている。なにより言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいだった。


「この娘にしましょう」


　さっそく話しかける。こんにちは。


『こんにちは、和樹さん』


　夕菜は顔が赤くなった。照れくさいというかなんというか。自分もこんな感じなのだろうか。


『どうしたんです？』


「な、なんでもありません」


　つい返事をしてしまう。会話を早めようと、ボタンを何度も押した。なにやら趣しゆ味みだの宿題だの文字が出てるが、全て飛ばす。


『和樹さん。今度の日曜……お暇ひまですか』


　恥はずかしそうに訊きいてくる。これだ。選択肢も［暇／暇じゃない］と出た。


「暇に決まってます」


『よかった。実は映画の券が二枚あるんですけど……一いつ緒しよに行きませんか？」


「もちろんです！」


　行く以外の選択が存在し得うるのか。


［行く／行かない］は当然「行く」。決定ボタンを何度も押した。


　画面の女の子はにっこりとしていた。喜んでくれて夕菜も嬉うれしくなってくる。


　あとはどうでもいい。ちっちゃい女の子やら生徒会長やらが登場したが当然無視。選択肢は否定するものだけを選んだ。


　彼女は満足してコントローラーを離はなす。これでこのゲームは正常になった。余計なキャラクターには手を出さず、一人に絞しぼる。さぞかし凜も喜んでくれるだろう。


　ジュースでも買ってきましょう。そう考え、彼女は家を出た。





　ゲームを放ほったらかしにしてしまった。凜は急いで二階から下りた。目薬を差している最さ中なかに課題を思い出し、そのまま仕上げたのである。こういうのはやる気になったときにやるのが一番よく、後回しにすると往々にしてそのままになる。


　リビングのゲームはそのままだ。ほっとする。さっそくプレイ再開。


「……ん？」


　なにかおかしい。キャラクターたちの台詞が馴なれ馴なれしいというか、知らないことまで知ってるかのように喋しやべっている。なにが起こったのか。


　よく見ると、日付が進んでいた。


「……夕菜さんか！」


　直感で悟さとる。きっと夕菜がゲームをいじり、話を進めてしまったに違ちがいない。非常に困る。これは公共性の高い教育的なゲームなのだ。カリキュラムに沿そって進めないと。


　しばらく進めるうちに分かってきたが、どうもこの丁てい寧ねい語ごを喋るキャラクターとの仲が進展しているようだ。なんでこのキャラを選んだのか不明だが、まさか自分に似ているからではなかろうな。


　今からでも修正しないと。『明あ日すは映画ですね』などと言ってきたが、なにを寝ね言ごとみたいなことを。


「和樹」が朝起きると選択肢が、［なにかあったような……。思い出す／忘れた］。


　当然「忘れた」を選ぶ。あの女子生徒には一人で映画を観みてもらおう。その後も電話がかかってきたが、もちろん取らない。


　これでいい。芽はなくなったはずだ。縁えんがなかったのだ。そもそも夕菜さんに似てるというのが間違い……いやいや。


　ここまでやってから、ふと思い出した。そういえば、生物部の備品を買わなければ。文ぶん房ぼう具ぐなのだが、あの部は記録を取るから消しよう耗もうするのである。


　近所のコンビニでいいだろう。駅前まで行きたいところだが時間がない。また誰かにゲームをいじられる前に、買ってこなければ。


　凜は急いでサンダルを履はき、玄げん関かんから外に出た。





　玖里子は「ただいま」と言うと同時に靴くつを脱ぬぎ、どたどたと音を立てて歩いた。実家では姉に「だらしのないことはするな」と言われているが、ここは文句を言う人間がいない。なのでどうもルーズになりがちであった。


　リビングに行くとブランド品の紙かみ袋ぶくろをいくつもソファに放ほうり投げる。ついでに自分も座すわった。今日はたくさん買い物をした。少しは疲ひ労ろう感かんがあるが、そこは高校生。これくらいではまだまだ倒れたりはしない。


「だんだんしまうところも塞ふさがってきたわね……ん？」


　ふとテレビに目をやる。画面がつきっぱなしになっていた。


「ゲーム？　夕菜ちゃんかしら」


　アニメカラーのキャラクターに背景が学校。ギャルゲーをプレイしている最中のようだ。はて、この手のゲームをやる人間がこの家にいたか。


「和樹は帰ってきてないみたいだし、舞まい穂ほちゃん……はエロか。夕菜ちゃんか……まさか凜？」


　凜がこういうのをやるのは信じがたい。真ま面じ目めが胴どう着ぎを着て歩いており、娯ご楽らくが非常に限定されているのだ。正座して将しよう棋ぎを指しているのを見たことがある。


　それにしても、つけっぱなしはさすがによくないだろう。かといって消してしまうのもアレだ。もし凜だとしたら、そのままにしてるところを見ると、セーブという概がい念ねんを知らないっぽい。


　単純な解決策として、玖里子はプレイすることにした。コントローラーを握にぎりしめる。
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　この手のゲームの操作方法はどれも一いつ緒しよである。取扱説明書を読まなくてもいい。玖里子は「和樹」というキャラネームにちょっと笑うと、手早く動かした。


「さて、どのキャラを口説こうかしら」


　あまり普ふ通つうのキャラクターは面おも白しろくない。幼なじみなんてのはありがちだ。生徒会長もつまらない。不ふ思し議ぎ系はテキストを読んでいると頭痛がしてくるから却きやつ下か。


「どこかに……お、これは」


　高たか飛び車しやっぽい女子高生がいた。金持ちっぽいと予想したらぴったりで、財ざい閥ばつのお嬢様という設定であった。


「これがいいわ」


　狙ねらいを定めた。貧びん乏ぼう人にんに興味なし。高こう慢まんな態度で様々な命令をしてくるが、全て「はい」で統一。「和樹」なのだからちょうどいいだろう。思う存分パシらせた。


　繰くり返した甲か斐いあって、お嬢様キャラの顔がほんのりと赤くなった。


『なかなかよく働くのね。わたくしの下げ僕ぼくにしてもいいですわよ』


　下僕どころか奴ど隷れいでいいわと玖里子は呟つぶやく。これで「和樹」は一生飼い犬生活だ。それだけのフラグが立っただろう。


　玖里子はにやにやしながらゲームを中断。誰だか知らないが、戻もどってきたらきっと驚くに違いない。彼女はブランドの紙袋を摑つかみ、二階へと上がっていった。





　急いで帰ってきた凜は、コンビニの袋を台所のテーブルに放ほうるとゲーム機の前に座った。


「……また進んでいる！」


　出かける前と画面が違う。誰かがいじったのだ。靴が脱ぬぎ捨ててあったから玖里子か。


　これはまた修正しないとシミュレーションが破は綻たんする。どうやらこのお嬢様キャラに焦しよう点てんを絞しぼっていたらしい。縦に巻かれた髪がスプリングみたいだ。


『わたくしにどんな用件があるんですの？』


　残念ながらなくなりました。凜はとにかく「いいえ」「断る」「すっぽかす」等の選択肢を選んだ。


　おかげでお嬢様キャラは照れくさそうな表情が消えてなくなり、『和樹さんがそんな方だとは思いませんでしたわ』と騒さわぎ立てるようになった。無論聞こえないふりである。


　ようやく正常復帰。ここからじっくりと、本命のキャラを選ばなければ。


　ゲーム内での時間が残り少なくなっている。慎しん重ちように「和樹」にふさわしい女の子を探さなければ。


「この人と……これ……これくらいか……」


　性格が良さそうで、見かけも綺き麗れいなキャラに目星をつける。ゲームだから全キャラクター綺麗ではあるのだが。


　ショートヘアーの元気な女の子。黒くろ髪かみの清せい楚そな眼鏡めがねの娘。気の強そうな娘の三人。こうしてみると意外と悩なやましい。そんな中にも楽しさみたいなものがあって、なんとなくだが喜んでプレイする男の気持ちが分かる気がした。


「この娘は……元気すぎて和樹には合わないかもしれん。とするとこの眼鏡の方に……いや学力の面で釣つり合わないか。気が強いのは……和樹に合うのだろうか」


　凜は剣けん道どう大会の決勝戦ばりに悩なやんだ。熟じゆく慮りよして決断しないと。ここで「和樹」の運命が決まるのだ。


「こっちで。いや、これ……いやいやこの人物が……」


「勝手なこと言ってますね」


　いきなり言われて、凜は跳とび上がった。慌あわてて振ふり向くと、夕菜と玖里子がいた。


　二人は揃そろって腕うで組ぐみをしている。


「なんですか。帰ってきたら凜さんがゲームに熱中してるなんて」


「凜がやっていたのねえ」


　二人とも「いたずらな子供を見つけた母親」みたいな目をしている。凜は狼ろう狽ばいした。


「い、いやですね……これはその……シミュレーションで、公共性の高いものなのです」


「変なこと言わないでください」


「本当です。パブリックでオフィシャルでガバメントですから。信じてください」


「誰が信じるのよそんなヨタ」


　夕菜と玖里子は、凜の両りよう脇わきに座る。これで逃にげられなくなった。


「確か和樹ってキャラクターネームでしたよね。凜さん、そんな名前にしたんですか」


　夕菜の瞳ひとみは冷ややかだ。


「ただの偶ぐう然ぜんです」


「偶然ではそうはなりません」


「最近はなるのです」


　言い訳にしても酷ひどい。喋しやべっている本人が信じていなかった。


「で、凜はどんなキャラを狙うの？」


　玖里子が訊きく。


「狙うなどと……そんな不ふ埒らちなことは」


「じゃあこのゲームでなにする気よ。狙いはなあに」


「ですから……そのようなことは……」


「なんなのよ」


　凜のこめかみから汗あせが流れた。二人ともまるで猛もう禽きん類だ。


「こ……この人物です！」


　適当にボタンを押おす。気の強そうな娘が選択された。


　夕菜が画面をじっくり眺ながめる。


「なんか吊つり目気味ですね。男の子に興味なさそう」


「凜に似てない？」


　玖里子の台詞せりふに、凜は反射的に反発した。


「似ておりません！　これはゲームです。そもそも狙ねらうとか狙わないとか……」


「やって見せてよ」


　立ち上がりかけた凜を、玖里子が強ごう引いんに座らせる。渋しぶ々しぶコントローラーを持った。


『なんの用だ』


　こういう時に限って、キャラクターが素っ気ない口調である。


「まあ、凜さんみたい」


「この目つきがらしいわね」


「勝手なことを……」


　無視して進めることにした。［話をする。はい／いいえ］と選せん択たく肢し。またからかわれると嫌いやなので、いいえを選択。


『待て、話しかけておいて、なにもなしとはどういうつもりだ。私の相手をしていけ』


　なんだこれは。意図とは違う返答だ。ここで嫌きらわれるはずだったのだが。


「凜さん、うまく進めるんですね」


「手慣れてるわー」


「ちっ、違います」


　否定しながら、懸けん命めいにボタンを押す。


『和樹。お前は近ちか頃ごろ、他ほかの娘たちと仲がいいみたいだな』


　次こそ違った方を選択しなければ。［仲がいい／仲が悪い］で悪いをポチッ。


　何な故ぜか女の子がにこりとした。


『ふむ、素す直なおでよろしい』


「ばっ、馬ば鹿かな」


　つい声が出た。夕菜がじろりと見る。


「話、進んでますよ」


「だから違うのです。私が、このようなゲームをするわけないではありませんか」


「やってるじゃないですか。和樹さんの名前にしておいて、こうやって凜さんみたいなキャラとくっつけるんですね。ゲームの中でそんなことをするなんて」


「まったく。凜は意外と油断ならないのよね」


　玖里子が同調する。二人は腕組みをして、うんうんとうなずいていた。


「誤解です！　このようなものに興味はまったくありません」


「それにしては上手じゃない」


「適当にやっているだけです。そうしたら勝手に、ゲームが進んでいくだけで……」


「無意識下で解いているのね」


　凜は絶句した。駄だ目めだ。この二人は信じてくれない。そもそも自分が恋れん愛あいシミュレーションをやっていることが変なのだ。ここはもう、いかに不得手であるか証明しないと。


「で、では、私がどれだけゲームに興味がないか実証します。こんなのはすぐに……なんというか悪い方向に終わらせてみせますので」


「和樹さんを酷ひどい目にあわせるんですか」


「あわせますとも」


　どうせ式森と同じ名前だ。どうなってもいいし、むしろすっとする。凜は懸けん命めいにそう思い込こもうとした。


　プレイ再開。ギャラリー二人が観みてる中、気の強そうな娘と話をする。


　画面の中では、いつの間にか昼休みになっていた。この連中は勉強をしてるのか。


『なんだ、また私に用事でもあるのか』


　もちろんないので「ない」を選択。すると『お前になくても私にはある』などととんでもない文章が現われた。


　二人の視線が痛い。一刻も早く終わらせなければ。


『クラスの人に聞いたんだが、お前、昼は食べないのか』


　食べようが食べまいが関係ない。ここから逃のがれたい一心で「食べない」を選択。


『食べないのは身体からだに悪い。ちゃんと食事はとれ』


　またこんな台詞が返ってくる。これではまるで心配しているみたいではないか。せめて別の場所に移動したいのに、会話ばかりが進行する。


　画面の女の子がなにか取り出した。


『その……私は今日きよう、弁当を多く作りすぎたんだ。もったいないからやる』


　欲しくない。弁当が作れるのはうらやましいが、今はいい。頼たのむから他の人にあげて欲しい。


『かっ、勘かん違ちがいするな。別にお前のために作ったわけじゃない』


　分かっている。十分分かっているので、誰か他の人に。


『お前がそんなに言うなら、明日からも作ってきてやってもいいぞ。その代わり、当分昼食は私の弁当だからな』


　にこりと、可愛かわいい笑え顔がおまで見せていた。


　画面のキャラクターは「和樹」に弁当を押しつけて立ち去った。凜は言いようのない敗北感にうちひしがれた。


「ほらやっぱり。凜さんはそうです」


　と夕菜。


「和樹さんと自分をくっつけようとした」


「…………」


「思い通りの選択をしたじゃないですか」


「…………」


「なにか言いたいことはあります？」


「う……うわー！」


　凜は叫さけぶと立ち上がり、二階に駆かけ上がった。


　下りてきたとき、彼女は抜ぬき身の刀を持っていた。


「き……斬きる！」


　ゲーム機に向かって振ふりかぶる。この世からソフトごと抹まつ殺さつするつもりであった。


　泡あわを食った玖里子が止めに入ろうとする。


「ちょっと！　これあたしが買ったのよ」


「このようなものが存在してはいけないのです！」


「だからあたしのなんだって！」


「邪じや魔まをすると同罪と見なします！」


　日本刀の切っ先は玖里子に、ついでに夕菜にも向けられた。


「覚かく悟ごー！」


　凜は、恐らくは照れ隠かくしと思われる大声を上げた。





　　　　○





「ただい……うわっ」


　式森和樹は思わず声を上げた。彼は栗くり丘おか舞穂と買い物に出かけていて、たった今帰ってきたのだが、リビングの惨さん状じように驚いた。


　調度品こそそんなに壊こわれていないが、夕菜、玖里子、凜がぼろぼろだった。三人は服が斬られたり焦こげ跡あとがついたりして、どの顔も憮ぶ然ぜんとしている。他の二人と顔を合わさないように、それぞれそっぽを向いていた。


　そしてテレビの前では、ゲーム機が真っ二つになっていた。
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「ど……どうしたの？」


　呼びかけても返事がない。何度か言って、ようやく凜が答えた。


「名前がよくない」


「……なにが？」


「お前の名前だ」


　そう言ったきり、女の子たちは終始口をきかなかった。




　番外編　ボーイ・ネクスト・ガール







「あー、酷ひどい目にあった……」


　式しき森もり和かず樹きの口からは安あん堵どのため息と共に、愚ぐ痴ちがこぼれ出ていた。自分の胸のあたりを触さわる。元の大きさに戻もどっていた。


　養護教諭紅あか尉い晴はる明ひこの妹、紫し乃のによって女物の服を着せられてしまったのである。それはまだ我が慢まんできるのだが、これが「身体からだまで女に変わる魔ま法ほうの服」だったからたまらない。声が変わってきて胸まで大きくなるという恐おそろしさであった。


　しかもこれを見た女の子たちは大喜び。和樹をあちこち引っ張り回して反応を見るといった具合であった。


　今はようやく難を逃のがれ、男の姿に戻っている。安堵の一つもしようというものであった。


　今いるところは家の自室である。ショックで閉じこもっていたのだ。彼はこうやって外部と物理的に遮しや断だんしたくなることがよくある。


　目の前にはびりびりになった魔法の服が置いてあった。捨ててもよかったのだが、つい持って帰ってきてしまった。


「これ、どうしよう……」


　今となっては服ではなくただの端は布ぎれだ。よくてパッチワークの材料にしかならない。


　とはいえ、そのへんに捨てることもできない。この手の魔力を含ふくんでいるものは、ちゃんと役所に電話をして引き取りに来てもらうのだ。さもないと事故に繫つながるので、法令で定められている。勝手に燃やしたあげく大だい爆ばく発はつが起こるという事故が、年間数件は起こっていた。


　しかし、なんとなくだが和樹は電話をするのをためらっていた。回収は有料である。被ひ害がいを受けたあげく、処分費用まで負担するのはいくらなんでも理り不ふ尽じんすぎやしないか。


　ぼんやり布きれを見つめる。


「紫乃先生に返すかなあ……」


　元の持ち主に返すのが一番楽ではある。あの兄きよう妹だいならこの手のマジックアイテムは山のように保持しているはずだから、処分も簡単だろう。向こうでもこんなぼろいのは扱あつかいに困るかもしれないが、そこまでは知らない。


　明あ日す渡わたそうと考えて、和樹は紙かみ袋ぶくろに詰つめようとした。


　すると、扉とびらの向こうから声がした。


「和樹ー、電話ー」


　玖く里り子こである。耳をすませると、確かにりんりん鳴っている。


「はいはい」


「あんたのでしょう」


「今いきますよ」


　彼は部屋から出た。


　呼び出し音は階下から鳴り響ひびいている。階段を駆かけ下りた。


「はいこれ。早くしないと切れちゃうわよ」


　風かぜ椿つばき玖里子が待っていた。和樹に携けい帯たい電話を渡す。


　これは和樹のである。最近買ったのだ。もちろん料金は一番安く、着ちやくメロすら使っていないという横着ぶり。なんで自室に置いていないのかというと、持ち歩く習慣に馴な染じんでいないから。なんのために購こう入にゆうしたのかいまいち分からない。


　彼は携帯電話を受け取りながら言う。


「玖里子さんが出てもいいのに」


「いきなり女が出たら、相手が驚おどろくわよ」


「平気ですよ」


「甘あまい声で相手を誘ゆう惑わくしても？」


「それはやめてください」


　彼は慣れない手つきで通話ボタンを押おした。


「はい？」


『式森か』


　低い声がした。和樹にとっては聞き覚えがある。


「なんだ、仲なか丸まるか」


『なんだとはなんだ。せっかく親友が電話をしたというのに』


　どこに親友がいるんだよ、と和樹は呟つぶやいた。電話の相手はクラスメートの仲丸由ゆ紀き彦ひこだ。スポーツマンで頭がいいのに、考えているのは金ばかりという男。和樹の所属する二年Ｂ組は、こういうタイプが掃はいて捨てるほどいる。


「なんで番号知ってるの」


『気にするな。明日、学校で重大な会議がある』


　と仲丸。和樹はうんざりした。


「会議って……どうせ金の話だろ」


『どうせとか言うな。金は至高のものだぞ。現金がなければ世の中は動かねえんだ』


　高校生が金金と連呼するのはどうか、と思っているのはＢ組内では和樹だけであり、仲丸の意見に賛同するものは多い。どうかすると自分が非常識人ではないかとの錯さつ覚かくにとらわれる。


『だけど明日は金のことじゃない』


「じゃあ陰いん謀ぼうだ。誰だれかが憎にくいからどうにかしようとか、そんなことだろ」


『よく分かったな。だから欠席するな』


「別に僕がいなくたっていいじゃないか」


『親友をないがしろにするほど俺おれは人でなしじゃない』


「噓うそばっか。僕の居い場ば所しよを押さえていないと不安になるとかいうことだろ。もっと別の金かね儲もうけを考えているんじゃないかとか、そんなの」


『最近お前は鋭するどくなったな』


「仲丸がいつも同じことを言ってるからだよ」


『まあいい。とにかく来こい。うちのクラスは全員出席だから安心しろ』


「でも夕ゆう菜なと舞まい穂ほちゃんはそんなに早く行かないと思うよ」


　どちらも遅ち刻こくするタイプではないが、よほどのことがないかぎり早くも行かない。


『俺があの二人まで巻き込こむわけないだろ』


「僕はいいのか……」


『式森は早く来くればいいんだ。それじゃ』


　一方的に告げられ、通話が切れた。


　和樹は「ちぇ」と舌打ちすると通話終しゆう了りようのボタンを押した。こういうことは頻ひん繁ぱんではないがわりと起こる。和樹を信じているのかいないのか、仲丸は必ず声をかけてくるのだ。おかげでＢ組内の不必要な情報まで知る羽目になっている。


　台所から、玖里子がペットボトルを手にして顔を出した。


「あんたが舌打ちなんて珍めずらしいわね」


「いやまあ」


　曖あい昧まいな返事をする。いきなり金の話を聞かされたあげく、明日早めに来いと命じられたのだ。舌打ちも出るというものだ。


（仲丸は本当に……）


　心の中にあの得意げな顔が浮うかび上がってくる。あの男に一ひと泡あわ吹ふかせる手段がないものだろうか。


　ふと、自室にある布きれのことを思い出した。


「玖里子さん……」


「なあに」


「紫乃先生って、明日学校にいますか？」


「ここしばらくはいるみたいね。東とう欧おうで地主から魔ま物もの退治を頼たのまれてたんだけど、一段落したんだって」


「……僕、明日は早起きします」


　彼はペットボトルコーラを飲んでいる玖里子に言った。


「朝ご飯はいりませんから」


「いいけど、さっきの電話？　早起きなんて珍しいわね」


「いえ、紫乃先生に会います」


「また珍しい。あんたあの人に会うの、いつも嫌いやがってるのに」


　玖里子が怪け訝げんな顔をした。


「……どうしたの？」


「なにがですか」


「笑ってるから」


　和樹は慌あわてて口元を押さえ、笑えみを隠かくす。


「なんかいたずらを思いついた子供みたい」


　と玖里子は言った。


　それは当たっていた。彼の心の中には、ある計画が浮うかび上がっていた。





　　　　○





　宣言通り、和樹は早朝に目が覚めた。誰も起こさないように、そっと準備をして家を出る。


　さすがに空腹のままはなんだったので、牛乳だけ飲んだ。いつもはこうしていると夕菜に「ちゃんと朝ご飯を食べてください」と怒おこられるのだが。


　まだ冷たい空気を感じながら、早足で学校に向かう。


　直接保健室へ行った。ひょっとしたら留守かもしれないと思ったが、ちゃんと紅尉紫乃はそこにいた。


「あら和樹君」


　紫乃は相変わらず、妖よう艶えんというよりは絵画商法の売り子みたいな笑みを浮かべていた。


「ずいぶん早いんですね」


「紫乃先生、頼たのみがあるんです。これ、もっとありませんか」


　和樹は彼女に、ぼろぼろになった端布を見せた。


「これを縫ぬって女物にしてましたよね。他ほかにもあったら欲しいんですけど」


「ありますわよ」


　笑みを崩くずさずに紫乃は言った。和樹はほっとする。


「よかった。一着でもあったら、貸して欲しいなって……」


「たくさんありますよ」


「え？」


　紫乃は机の隣となりを指し示す。そこには段ボール箱がいくつも積まれていた。


「その中に、服がありますから」


　彼は一番上の箱を開けた。確かに葵あおい学園の女子制服が詰められていた。しかも、沢山。


「持っていってください。それだけあればいいでしょう」


「え、ええ……」


「二十着近くありますから、クラスの半分はまかなえますね」


「は、半分……？」


　戸と惑まどう和樹。


「なんでそんなにあるんですか」


「必要だと思いましたので」


　相変わらず紫乃は、底意地の悪い手品師みたいな笑みを隠さない。


「紫乃先生が作ったのですか？」


「手て縫ぬいですから骨が折れました」


「短時間で？」


「そうですよ？」


　当然のように口にする紫乃。


　和樹は考えるのをやめた。紅尉兄きよう妹だいは、様々な理解できないことをおこなう。同じ方向を目指しているのに、一いつ般ぱん道路と高速道路に分かれているようなものだ。いちいち悩なやんでいては早死にしてしまう。


「えーっと、じゃあこれ、貸してもらえませんか」


「どうぞ。そのためのものです」


「……なんだか、最初から僕のやろうとしていることを、見み抜ぬいているみたいですね」


「まさか。わたくしは予言者じゃありませんよ」


　ほほほ、と紫乃は笑った。これがまた、動物の群れを見つけた密みつ猟りよう者しやにしか見えなかった。


　和樹は首を振ふる。


「じゃ、持っていきます」


「なるべく早く使ってください。今度の生き地じは、かなり魔ま力りよくが強くなっていますから」


　分かりましたと呟つぶやいて、和樹は段ボール箱を運んだ。見た目よりも重量があって、運ぶのに骨が折れた。





　和樹が二年Ｂ組の教室に段ボール箱を運び終えたころになって、クラスメートたちは登校してきた。


「おお、式森も来てるな。感心感心」


　やってきた仲丸が、満足げにうなずく。


「ようやくＢ組生徒の自覚が出てきたようだな」


　なに言ってるんだこいつ、と思ったが、作り笑いを浮かべる。


「うん。やっぱり仲丸に頼たのまれたら断れないから」


「それでこそ友人というもんだ」


　和樹は、この男の口にする友人ほど信用できないものはないと思っているが、今は心の奥に押し込んでいた。


　それからも続々と生徒たちがやってくる。他クラスはまだ静かであり、二年Ｂ組だけが人口密度を高めていた。


　教きよう壇だんには、当然のように仲丸が立っていた。普ふ段だんならここで、「誰だれが司会をするか。司会はいくら報ほう酬しゆうを受け取るべきか」で議論がはじまるのだが、幸い今日はそのようなことがなかった。


「よーし、では会議をはじめるぞ」


　彼はチョークを手に取る。和樹は段ボールの山で通路を塞ふさがないよう苦労していた。


「今回の議題は、いかにして二年Ｆ組の横暴を抑え、俺たちが金銭的利益を得るか、だ」


「またそれ？」


　思わず和樹が呟いた。仲丸がすぐに反応する。


「またじゃないだろ。そろそろやっておかないとやばい」


「もう何回目だっけ。一年の文化祭のときからやってるだろ」


「五十は優に超こえたな」


「よく飽あきないよね」


　ある意味和樹は感心していた。


　ご存じのように二年Ｆ組は葵学園の中でも最さい優ゆう秀しゆうと呼ばれ、下級生の尊敬と上級生の親しみ、教職員の信しん頼らいを一身に集めているクラスである。団結心に富み、優やさしく、明るさを失わず、まさに理想の高校生たちであった。


　それゆえ、二年Ｂ組からは嫉しつ妬とと憎にくしみを集めている。Ｂ組といえば金に汚きたなく友情は売り物だと考え、団結よりは分ぶん裂れつを正しいものとしてとらえている連中だ。だからこそ、「いい子ちゃんが許せない」という感情に凝こり固まっているのである。


　Ｂ組内ではＦ組は最大敵性クラスと呼ばれていた。もちろんこんなことを言っているのはＢ組だけで、当のＦ組にしてみれば困るだけだろう。


「いい加か減げんに、別なことでも考えたら」


　と和樹。仲丸は不ふ思し議ぎそうな顔をする。


「別ってのは、たとえば葵学園を爆ばく破はするとかそういうのか」


「なんで爆破するんだよ」


「事前に保険でも掛かけときゃいいだろ。受うけ取とり人にんを俺おれたちにしておけばいい。テロや自然災さい害がいでも免めん責せきにならない保険ってのは、ちゃんとあるんだ」


「なんでそんなことばかり知ってるんだ……それ、本当にやんの？」


「やるわけないだろ。すぐバレる」


　バレなきゃやるんだろうなと、和樹は思っていた。一いつ般ぱん的てきなモラルのハードルが非常に低い男である。それにクラス内から反論が出てこないところも恐おそろしい。


「今は校舎の破は壊かいじゃなくて、Ｆ組のことでしょ」


　別なところから声が上がった。Ｂ組きっての秀しゆう才さい、松まつ田だ和かず美みである。勉強は非常にできるのだが性格は秀才からほど遠い。しかも単に「悪い」ではなく「非常に悪い」。


「学校が粉々になったっていいけど、その前にＦ組に鉄てつ槌ついを下さないと」


「うむ、そうだ」


　仲丸が同意とばかりに頷うなずく。


「ここなんか更さら地ちになっても困らないが、Ｆ組にでかい顔をされるのは、身を切られるより辛つらい」


　教室のそこかしこから「そうだ」「確かに」との声が上がっていた。


　これだけ聞くといかにもＦ組が悪役のように聞こえるが、実はＢ組がなにかされたことはない。一方的に憎にくんでいるだけなのだ。「そもそも優等生なのがおかしい。高校生なら国家を転てん覆ぷくさせる陰いん謀ぼうの一つや二つ、考えるはずだ」というのが理由である。


「で、仲丸君にはなにか策があるの？」


　と和美。


「うむ。今までは搦からめ手ばかりで攻せめていたが、たまには正せい攻こう法ほうでいこうと思う」


「どんな？」


「Ｆ組内にエージェントを養成し、欺ぎ瞞まん情報を流すのもいいが時間がかかりすぎる。一気にいかないと、こっちのやる気も低下してしまうだろう」


「まあそうね。うまくいったこともなかったから」


「つまり、なるべく早く、効果的な一いち撃げきが必要だ。そのための人材も確保しないと」


　重おも々おもしく仲丸は言う。


　クラスの人間は真しん剣けんになって聞いている。杜もり崎さき沙さ弓ゆみなどの一部生徒は机に突つっ伏ぷしているが、あれは寝ねたふりである。いざとなったら即そく座ざに逃とう亡ぼうしなければならないので、起きていた。


　逆に和樹は緊きん張ちようしていた。これはろくなことにならない展開である。経験で分かる。


「だからこんどは工作員に……」


　仲丸は言葉を切った。視線が和樹に向く。


「式森を任命する」


　きた、と彼は思った。


「……訊きくけど、なんで僕なの？」


「この中では一番Ｆ組と親しい。山瀬とか、知り合いだろ」


「そうだけど、でも僕でなくてもいいんじゃ」


「式森が必要だ。お前が経験者だから」


「……なんの？」


「死んだことがあるだろ」


　仲丸は物ぶつ騒そうなことを言った。しかし言葉の内容自体は間ま違ちがいではない。


「あるけど」


「もう一度死んでもらう」


「…………」


　和樹は自じ称しよう親友の正気を疑った。だが教きよう壇だんの男は当然のように話し続けている。


「まず俺たちで爆ばく弾だんを開発する。校舎一つを吹ふっ飛ばすものじゃなくて、数十人が犠ぎ牲せいになる程度のものだ」


「頭大だい丈じよう夫ぶ？」


「それを式森が持ってＦ組を訪おとずれる。Ｆ組はお前のことを信しん頼らいしているから中に入れる。そこで俺たちが遠えん隔かく操作で起き爆ばくする。Ｆ組は壊かい滅めつする。どうだ、完かん璧ぺきだろう」


「僕はどうなるんだ」


「平気だろ。一度死んだことあるんだから」


　こうあっさり言われると、反論する気力も湧わかなかった。そしてクラスの中からも、仲丸の計画に賛同するものが、次々に現われていた。


「素す晴ばらしい！」


「一分の隙すきもない計画だ！」


「ノーベル破壊賞は仲丸だな！」


　拍はく手しゆまで起こっている。そして口々に、計画の細部を決めようとしていた。


「化学部にいるやつらに、爆弾を製造させよう」


「いや、そいつらから情報が漏もれるとまずい。材料調達だけをさせるんだ」


「いっそ花火をばらして式森の全身にくくりつけたらどうだ？」


「音と光だけだ。もっと破壊力があるものがいい。ニトロを探そう」


　勝手を通り越こして、物騒きわまりなかった。計画よりもただ喋ることだけが目的の人間もいるが、とにかく和樹の命を紙よりも軽く扱あつかっていることだけは確かである。


　中でも和美の意見は激しい。


「式森君の首だけが取れるのはどうかしら。インパクトあるわよ」


「さすが松田だ。いいな」


「あとは中心から真っ二つになって破は裂れつするっていうのも……」


「ちょっとまった、松田さん！」


　慌あわてて和樹は抗こう議ぎをした。


「なによ」


「なんで僕がそんな目に」


　和美は腰こしに手を当てて睨にらんでくる。美人なので、様さまになる構図だった。


「いいじゃない。みんな驚おどろくわよ」


「そりゃ驚くよ」


「だから協力しなさいよ。なにも本当に死んで欲しいって言ってるわけじゃないんだから。また幽ゆう霊れいになればいいでしょ」


「軽く言うんだなあ」


「だってちゃんと元に戻ったじゃない」


　それはそうなのだ。一度は死に至ったが、こうして普ふ通つうの肉体に再生している。


　だからと言って、もう一度幽霊になりたいとは思わない。ああいう経験は一度でたくさんである。


「それとも式森君には、他ほかにいい計画でもあるっていうの？」


　よし、と和樹は思った。来ると思っていた。このタイミングを待っていたのだ。


　悟さとられないように、そっと息を吸すう。


「あるよ」


「……本当？」


　この答えを予測していなかったのだろう。和美は驚おどろいた顔になっていた。


「うん。もっといい計画を考えたんだ」


　彼はなんでもないふりをして、段ボールを開けた。


「つまりさ、Ｆ組を油断させるいい手があるんだ。僕よりも、みんなが疑われなくなるやり方。この……服を着ればいいんだ」


　彼が取り出したのは、セーラー服であった。しかも水兵さんのユニフォームではなく、女子高校生が着るもの。


　葵学園の服とは違ちがった形状で、ブルーを基調にして清せい涼りよう感を出している。新品なので皺しわもなにもなかった。


　これは和樹が着せられたのと同じセーラー服だった。紫乃はいつの間にか、各種サイズを用意していたのである。


「ほら、これならばっちり！」


　和樹は明るく言う。


「…………」


　が、クラスの中からは無言が返ってきた。全員うさんくさげである。いきなり段ボールの中からセーラー服が出てくれば、誰だれだってこうなる。まして、他人の好意はまず疑ってかかることが心情のＢ組である。


　特に仲丸と和美からの視線が痛い。もっともこの二人はいつだってこうなのだが。


　和樹は極力気にしないで喋しやべった。


「え、えっとね。これはいい服なんだ。ブランド製品で、有名なデザイナーが作った……」


「…………」


「た……確かフランスだったかイタリアだったかモルドバだったかのデザイナーで、どこかのコレクションで一位を取った……かもしれないセーラー服」


「…………」


「本当。これ貴重品だよ。だから着てみてよ」


「……式森」


　仲丸が低い声で言う。


「どっかで見たことあるぞ、その柄がら」


「そ、そうなの？」


「昨日きのう夕菜ちゃんが見せてくれた気がするな。紹しよう介かいされた女の子が着ていた気がする」


　和樹は「へ、へー」と答えた。さすがに鋭するどい。和樹が女にさせられたときの服と、デザインがまったく同じなのである。


「そんな服をどうするつもりだ」


「いやあ、着てくれないかなって」


「誰が」


「男のみんなが」


　仲丸はますます疑うたぐり深くなる。周囲からも「狂くるったか」「ついにいかれた」との囁ささやきまで伝わってくる。和樹は急いで言い添そえた。


「男が着ると色々いいことがあるんだよ」


　仲丸は警けい戒かいを解いていない。


「どんな」


「効果抜ばつ群ぐん。着るだけで色々アップする……その、色々と」


「色々じゃ分からねえよ」


「だから……Ｆ組の人もびっくりすることが沢山だって」


「なにが沢山なんだ。お前、本気で言ってるのか？」


　完全に疑いモードにシフトしてしまった。


　そもそも仲丸以下男子生徒は他人を信じない。どうかすると自分すら信じないのだから恐おそろしい。もちろん女子生徒だって他人を信じていないわけで、つまり他者を疑っているのだ。


　こうなると信じさせるのは困難だ。となると手段はただ一つ。


「か、金だよ！」


　和樹は叫さけんだ。


「男が着ると金運がアップするんだ。紫乃先生が言っていたから間ま違ちがいないって！」


　しん、とした。


　教室内を沈ちん黙もくが支配する。和樹は背中に汗あせをかいた。


　男は全員和樹を見ている。当たり前だ。どこの世界に金運アップのセーラー服があるのだ。男性向け週刊誌のインチキ臭くさい広告にだってこんなのはない。睨まれるのも当然だった。


「……式森」


　仲丸が言う。


「な、なんだよ……」


　彼は我知らず、後ずさりしていた。


「その服は……俺おれが着る！」


　いきなり仲丸が、和樹が持っているセーラー服に飛びついた。彼は悲鳴を上げる。


「うわーっ!!」


「金と聞いたら黙だまってられねえ！　そういうお宝は俺にやらせろ！」


　この男だけではない。クラス中の男子が一いつ斉せいに、和樹の机に押おし寄せてきた。


「俺だ、俺が着る！」


「僕にもよこせ！」


「昔からセーラー服は着てみたかったんだ！」


　和樹は突つき飛ばされ、床ゆかに転がった。男子生徒たちは段ボール箱に群がり、中からセーラー服を奪うばい取っていく。


「おい、それは俺が狙ねらっていた服だ！」


「どれも同じだろう！」


「サイズ違いは嫌いやなんだ！」


　まるで蛮ばん族ぞくの略りやく奪だつであった。冷静に見てみると男がセーラー服を取り合うのは相当異様な光景なのだが、目先の利益に心を奪うばわれているＢ組男子には関係ない。どれだけみっともなかろうと、落ちてる小銭は拾うタイプなのだ。


　普ふ通つうの男なら、セーラー服を着ろと言われた時点でかなり疑うものだが、「金」という言葉がＢ組男子から判断力を奪った。しかも「ここでセーラー服を着なければ、誰かが着る」という焦あせりが、拍はく車しやをかけた。


　全員一斉に着き替がえはじめた。当然女子もいるのだが、やはり気にしない。女の子たちも数名がきゃーきゃー言い出したが、大部分は呆あきれ、あるいは冷静に眺ながめている。


　男がセーラー服に袖そでを通していく。ここまで来ると相当不気味だ。


　和樹はその光景を、薄うすら笑いを浮うかべつつ見ていた。もちろん彼自身は着るつもりがない。この服を着せることこそが目的だったのである。


　真っ先に着替え終わったのは仲丸であった。


「よし、着たぞ！」


　うわ気持ち悪い、と和樹は呟つぶやいた。スポーツが得意で体格がいいものだから、まるで似に合あわない。宴えん会かいの余よ興きようにだってお断りレベルだ。


　それでもその感想を押おし殺す。


「似合うよ、仲丸」


「そうか」


　仲丸は自分の服を不ふ思し議ぎそうに眺めている。和樹は笑いをこらえるのに苦労した。


　他ほかからも「着た」「着てみた」の声が上がる。和樹は彼らを見て、危あやうく噴ふき出しそうになった。


　男子生徒はほとんど全員がセーラー服を着ている。身長も様々で、太っていたり瘦やせていたり、実にバラエティ豊かだ。全く似合わないので、遠目からでも女子ではなく、男がスカート姿なのが分かるはずだ。葵学園の制服ではないところがまた笑える。


　女の子たちはアマゾンの奥おく地ちで珍ちん獣じゆうを発見した目をしていた。珍めずらしいのだが、処置に困るといった様相。


　和樹は、人生最大の爆ばく笑しようシーンが来たとすら思っている。金の亡もう者じやどもが血相変えてセーラー服を着ているところなんか、おかしくて仕方なかった。指をさして笑い転げられないのが、なんとも残念だった。


「これで、どうなるんだ」


　仲丸が言う。


「金運が上じよう昇しようするんだろう」


「そうだよ」


　和樹は口元を押おさえながら返事をする。


「いつからだ」


「すぐだよ」


　彼は腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんする。もう少し時間稼かせぎをした方がいいか。


「そんなに慌あわてなくても、効き目は現あらわれるって。紫乃先生手製なんだから」


「どれだけ儲もうかるんだ」


「うーん、金運だから、額じゃなくて、こう、運勢がね」


「曖あい昧まいだな。具体的なデータはないのか」


「すぐに効果は出るらしいよ。ポケットがじゃらじゃらいったり、空からお札が降ってきたり」


「本当だろうな」


「んー、多分っていうか、そんな感じ」


「お前はいつもいい加減で……ん？」


　仲丸が自分の胸むな元もとを見る。和樹はにやりとした。


　他の男子生徒も、「なんだ」「どうなった」などと言っている。疑問の声と共に、ざわめきは徐じよ々じよに大きくなっていった。


　やがて。


「うおっ!?」


「ぐわっ!?」


　ざわめきは悲鳴に変わる。男子生徒の身体からだに変化が現われたのだ。具体的には胸のあたりが。


　セーラー服を押し上げるように胸が膨ふくらんでいく。髪かみも伸のびていき、顔つきも柔にゆう和わになっていった。


　二年Ｂ組の男子生徒たちは、女の子へと変わっていった。


　和樹は耐たえきれず、それでもなんとか声を低くしながら笑った。彼ははじめから、これを狙ねらっていたのだ。金のことなど口から出で任まかせである。この守しゆ銭せん奴どたちを女にしてやるという、大がかりな復ふく讐しゆうであった。


　当初は仲丸のみを女に変えたかったのだが、セーラー服が大量にあったため全員女になってもらった。もちろん和樹自身は着るつもりなどさらさらない。


「式森！」


　以前よりも高い声で仲丸が叫さけぶ。


「なんだこれは!?」


「あははははは」


　ついに和樹は大声で笑い出した。
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「似合うよ仲丸、いや本当に。気持ち悪いけど、後ろ姿なら女の子に見えるって！」


「て、てめえ！」


「ついでに名前も変えたら？　仲丸由紀比子とか」


　我ながら気の利きいたネーミングだと和樹は思った。いつも振ふり回されているＢ組の男たちをハメるのは、実に爽そう快かいであった。


　女の子たちはさすがに絶句している。事態は認にん識しきしているようだが、さすがに信じられない様子。タフな娘たちが多いから、いずれは気を取り直すだろうが。


「ああ楽しい」


　和樹はまだ笑い続けていた。仲丸はうつむいて、黙だまってしまう。


「いやー、仲丸もみんなも、いい恰好だよ」


「…………」


「葵学園のミスコンに出たら？　僕から玖里子さんに頼たのんでおくから」


「…………」


「ま、これに懲こりて、金とか権力なんて言わないことだね」


「…………」


　仲丸は顔を伏ふせたまま返事をしない。彼だけではなく、他の男子もそうであった。


　さすがに和樹も不ふ審しんに感じた。


「……どうしたの？」


「式森……」


「……ひっ」


　思わず和樹は悲鳴を漏もらした。今までのような恐きよう怖ふによるものではない。純じゆん粋すいな驚きよう愕がくによるものだ。


　仲丸の顔が、完全に女の子になっていたのである。


　顔だけではない。がっちりとした体型はいつの間にか細ほそ身みになっており、胸も腰こしも張っている。背の高さだけは変わっていないが、あとは女の子そのものであった。


　厄やつ介かいなことに、それなりに可か愛わいく見える。顔つきに守銭奴らしさは残しているものの、完全に女で通用する。和樹は仲丸だと知っているが、知らない人が見たらどこの女の子だと思うだろう。


　しかも彼だけではなかった。他の男子生徒も、完全に女へと変へん貌ぼうしつつあった。


　和樹は仰ぎよう天てんしつつも、おかしいと感じていた。変化が早すぎ、強きよう烈れつすぎる。自分のときもここまでは変わらなかった。


「式森……」


　仲丸が近づいてくる。なんだか声が甘あまい。


　和樹はおぞましげに身体からだを震ふるわせた。いくら女の子とはいえ元はあのろくでもない男である。


「ひい……な、なんです……か」


「なんかお前……いや、あなたを見てると胸が苦しいんだ……」


　元スポーツマンで陰いん謀ぼう家かが顔を赤らめる。和樹は歯の根が合わなくなった。


「式森が気になるっていうか、いとおしいっていうか……」


「い、いとおしいって……」


「心が切なくなる。どうしても見つめてしまう」


「僕は見たくない……」


　和樹は恐怖のあまり足が止まった。仲丸との距きよ離りが詰つまる。


「あなたとここにいることが、俺には……」


「待って」


　横から声がかかる。和樹はそちらを見て、またも「ひい」と口走った。


　すらりとした肢し体たいの、はかなげな女の子である。肌はだは白く物もの腰ごしは優ゆう雅が。どこか寂さみしげな微び笑しようまで浮うかべている。街を歩いていたら、化け粧しよう品のコマーシャルモデルにスカウトされそうだ。


　だが和樹は全く見とれることができなかった。Ｂ組男子の疫やく病びよう神がみ、浮う氣き光みつ洋ひろだと分かったのだ。


「式森君にそんなことをしないで」


　君づけされたのが気味悪い。いつもの浮氣なら絶対にしないことだ。


「仲丸にはふさわしくない。離はなれて」


「邪じや魔まをする気なの？」


　仲丸がきっと睨にらむ。この男まで言こと葉ば遣づかいが変わってきた。


「俺と式森の関係は知っているでしょう」


「ええ知っている。でも、あなたたちはあくまで親友。それ以上じゃない」


　それ以上ってなんだ。和樹は泣きたくなってきた。


　仲丸は目を細める。


「今は親友でも十分じゃない。これから、もっと関係を深めるの」


「ふん。あなたには無理」


　浮氣があざ笑うように言う。


「式森君はね……俺と、もっといい仲になるんだから」


「馬ば鹿かなこと言わないで。式森と深い仲になるのは俺よ！」


「俺なの！」


　二人が同時に和樹の方を向く。


「俺よね!?」


「俺よ！　どっちか選んで！」


「……ぎゃー!!」


　心の底から和樹は絶ぜつ叫きようし、駆かけ出した。


　捕ほ食しよくされる恐怖に襲おそわれたのだ。床ゆかに張り付いているんじゃないかと思われた足が、戦せん慄りつによって動き出した。全関節に「逃にげろ」の信号が点てん滅めつする。


　仲丸も浮氣も、一いち人にん称しようが俺のくせに女言葉というのが気持ち悪い。顔形は女の子で言葉遣いがおかしくて、でも男のクラスメートという滅め茶ちや苦く茶ちやな状態である。こうなったら逃げるしかない。


　とりあえず廊ろう下かに出ようとした。だが、扉とびらの前には何人かの元男子たちが立ち塞ふさがっている。


　佐さ野の勇ゆう弥や、六む車ぐるま迅じん、御み厨くりや真しん吾ごだ。揃そろいも揃って女らしくなり、美しい顔立ちになっている。六車なぞすっかり眼鏡めがね美少女だ。


　そして彼らは、和樹を教室から出す気がなかった。


「式森君！」


　叫さけんだのは御厨だ。


「私たちのことを捨てるの!?」


「そうよ、あたしとあなたの仲じゃない！」


「こんなに想おもっているのに！」


　そんなこと言われても、和樹からは悲鳴しか出てこなかった。


　回れ右。狭せまい教室を走り回る。その後ろから、仲丸を先頭に元男たちが追ってきた。


「待って、式森！」


「俺の愛を受け取って！」


「それより僕の愛を！」


「私のも！」


　実に恐ろしい。言葉の内容もやろうとしていることも、存在そのものも恐怖であった。


　和樹は机と机の間をすり抜ぬけ、あるいは跳とんで逃げていく。嫉しつ妬とに狂くるった夕菜との追い駆かけっこで鍛きたえられたテクニックである。並の人間よりも素す早ばやかった。


　しかし、所しよ詮せんは体育の成績の悪い男。相手はスポーツを得え手てとしている人間が多い。体力面では不利だ。このままでは、遠からず捕つかまってしまうだろう。そしてどんな目にあうのか、考えるだけで泣きたくなる。


　ばふっ。いきなり彼は正面から衝しよう突とつした。


　正確にはぶつかったというより受け止められたのだ。その相手は、ちゃんとした女の子であった。


「式森君、なにこれ」


　目の前にいたのは和美であった。あまり友好的な瞳ひとみをしていない。


「いきなり仲丸君が女になるし、式森君のことを追いかけるし」


「ま、松田さん……」


「お金の話はまったく出てこないし、どうなってるの!?」


「そ、そんなことより、僕を逃がして！」


　和樹は必死になって懇こん願がんした。ここでいちいち説明していては、すぐに取り押さえられてしまう。


　和美はじっとにらむと、舌打ちをしながら言った。


「雪ゆき江えお姉ねえさん。式森君逃がすから、足止めお願い」


「承知しました」


　一部で「未亡人並の魅み力りよく」と呼ばれている片かた野の坂さか雪江が、圧縮呪じゆ文もんを唱える。


「えいっ」


　光が輝かがやき、教室内が真っ白になる。その隙すきに和樹は、教室から外へと連れ出された。
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　和樹は渡わたり廊ろう下かに連れ出された。


　ここは生徒棟とうと職員棟を空中で繫ぐ廊下である。一部は物置にもなっている。今の時間はまだ誰もいなかった。


　ここまで連れてきたのは和美である。さすがＢ組でも一、二を争うほど頭の回転の速い娘。ここが安全だと目星を付けていたのか、ためらうことなく連れてきた。


　彼女は和樹を窓に押しつけるようにして、訊きいてきた。


「説明してくれるわよね。あれ、なによ」


「深い事情があって……」


「どんなことよ」


　和樹は洗あらいざらい白状した。昨日、女装させられたこと。女になってしまったこと。その経験を生かし、紫乃から服を借りて仲丸を女にしてやろうと思ったこと。そうしたらセーラー服の数が多く、あっという間に全員が女になってしまったこと、等々。


　まるで強こわ面もての刑けい事じを前にした犯罪者であった。和樹はどうかすると、やってもいないことまで「やりました」と言いそうであった。


　聞いた和美はなにやら怒おこっていた。


「じゃあ、式森君の気まぐれで、仲丸君は女の子になっちゃったの!?」


「気まぐれっていうより、計画はしたんだよ」


「どこに計画があるのよ。このあと、どうやったら元通りになるか考えていた!?」


「全然」


「計画してないじゃない！　紫乃先生にそれくらい聞いておきなさいよ！」


「まさかこんなに効き目があるとは思わなかったから。でも僕のときとは違ちがうんだ。胸がいつまでも大きくなったんだけど、それはなさそうだから、もしかしたら治るかも」


「もしかしたらじゃ困るの。仲丸君、ずっと女の子だったらどうするの!?」


　迫はく力りよくに圧されながらも、不思議に思った和樹は訊く。


「松田さん、仲丸にこだわるね」


「……うるさいわね！」


　和美は顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。


「ク、クラスメートだから……心配してるの」


「でも、いつもは売り飛ばせるならクラスメートから売っちゃおうって言って……」


「今は違うの！　それで、どうやったら治るのよ」


「分からないけど、紫乃先生に訊くしかないかなって……」


「……なんだか面めん倒どうくさそうね」


　それはある。なんで仲丸たちのために、ここまでしなきゃならないという感情も湧いてはいた。復ふく讐しゆうは半分ほど成功中である。


　和美は嚙かんで含ふくめるように言う。


「でも仲丸君たちがあのままなら、式森君は一生貞てい操そうの危機に見み舞まわれるのよ。それでもいいの？」


「全然よくない」


「でしょ。だから保健室に行くわよ」


　いつもなら絶対にないが、ここは和美の意見に納なつ得とくせざるを得なかった。和樹は彼女と共に保健室まで走った。


　ノックをするのももどかしく、保健室の扉とびらを開ける。


「紫乃先生！」


　返事なし。それもそのはず、誰だれもいなかった。


　ついさっきまでいたはずなのに、空っぽだった。まるで気配はない。ただ、いつもなら兄の紅尉が使っている机の上に、黄色い壺つぼが置いてあった。


　和樹は近づいた。すると、いきなり壺から声がした。


『……和樹君は、恐おそらく保健室にいると思いますが』


　紫乃の声だ。アナウンスみたいな喋しやべり方をしている。どうも壺は一種の録音装置らしい。ＩＣレコーダーでも使えばいいものを、兄妹揃そろって変わったことをする。


『今ごろは魔法のセーラー服のせいで、散々な目にあっていると思います』


「あってますよ、大変です！」


　和樹は壺に向かって叫さけんだ。


『セーラー服は魔力のある布で縫ほう製せいしたため、男性が着ると女性に変化します。一人で縫うのは大変でした』


「それは聞きました。いつになったら戻もどるんですか！」


『恐らく、いつになったら戻るのかと質問すると思いますが、ここで和樹君が絶望する回答を言おうと思います。戻りません』


　和樹だけではなく、和美も「わー！」と絶ぜつ叫きようした。


　壺は淡たん々たんと続ける。


『一度編んだ布を、魔力をおびた液体に浸ひたして強制乾かん燥そうさせました。無理なことをしたため、わたくしにも理解できないような影えい響きようを与あたえることでしょう。唯ゆい一いつ分かるのは、ずっと続くということです』


「どうして!?」


『多分、どうしてと叫さけぶでしょうが、そうした方が面おも白しろいと思ったからです』


　と壺は答える。


　紫乃にも理解できないことが起こるらしい。恐らく仲丸が愛の告白じみたことを和樹におこなったのが、「理解できないこと」だ。そしてこれがずっと続くのである。


「悪夢だ……」


　和樹は頭を抱かかえた。ただでさえストレスの貯蔵庫みたいな二年Ｂ組が、第二次世界大戦中の東部戦線みたいになったのだ。即そく座ざの死か、いずれ死ぬかどっちか選べと言われたみたいだ。


「あたしだって悪夢よ！」


　絶叫したのは和美である。彼女と意見が合うのは珍めずらしかった。


「なんで仲丸君……たちは女の子のままなの。なに考えてんのよ!?」


「紫乃先生のやることに理由なんかないんだよ……」


　もはや和樹は達観するしかない。文句を言おうにも、肝かん心じんの紫乃は姿を消していた。


　それを聞いて、和美はやや冷静さを取り戻していた。


「でも、このままじゃ最悪よ。伊い庭ば先生が来たらどう思うかしら」


「どうも思わないんじゃない。あの人もタフだから」


「そういやそうね。だけど学校に知られたら問題よ。式森君だけじゃなくて、あたしまで連帯責任を取らされるじゃない」


　僕なんだ、と和樹。確かに原因は自分だが、和美は自分の身にまで降りかかるのを恐おそれている。やっぱり松田さんは松田さんだったと彼は思い、なんだかほっとした。


「なんか逃にげる方法はないかしら」


「治さないんだ」


「仲丸君だけは……えーと、できれば男の子たちも治したいけど、その方法を探したいってことよ」


「どうしよ……」


　すると、保健室に誰だれかが駆かけ込こんできた。二年Ｂ組の女子生徒、鳴尾来花である。


「大変、男の子たち……元男の子たちがこっち来るわよ！　式森君を捜さがしている」


　眼鏡めがねの少女はそう言うと、困ったように言い添そえる。


「変に可愛かわいかったり美人なのが困るのよ」


「今はそれを忘れて」


　と和美。来花は「そうだった」と頭かぶりを振ふる。


「どうしよう和美。式森君を生け贄にえにする？」


　すぐに犠ぎ牲せい者しやを作ろうとするのがＢ組だ。


「そうしたいけど、それじゃどうにもならないみたい」


　和美の声は徐じよ々じよに絶望色に染まりつつある。


　彼も、いったん遠ざかった恐きよう怖ふがじわじわと戻ってきた。そして壺つぼが喋しやべり出す。


『念のために言っておきますが、逃げた方が得策です。セーラー服の魔力のおかげで、一つのことにとことん集中できるようになっていますから』


　彼はつい壺を摑つかむ。


「集中って!?」


『説明を補足すると、どこまでも和樹君を追うとかそういうことです』


　ほぼ同時に、廊下から集団で走ってくる音が伝わってきた。


「式森、どこ!?」


「愛いとしのスイートハニー！」


　声だけだと女の子だが、実際はそうではない。


「……逃げる！」


　和樹はとっさに決断すると走り出した。直後に和美も続く。来花は判断が遅おくれ「きゃー！」という悲鳴と共に元男子たちの中に埋まい没ぼつしていった。


　和樹は壺を抱かかえたままだった。単に置き忘れたのである。捨てようと考えたが『捨てると罰ばちが当たります』と喋ったので持っていくしかなかった。


　和美が叫さけぶ。


「式森君、どこに逃げるのよ！」


「分からない。松田さんはいい場所知ってる!?」


「知っていても、これくらいのピンチじゃ教えないわ！　葵学園が核かく兵へい器きで吹ふっ飛ばされるくらいの危機じゃないと、隠かくれ家は明かさないの！」


「ある意味、徹てつ底ていしてるよね」


　和樹と和美という珍めずらしいコンビは、なおも朝の学校内を逃にげ回った。
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　それからどれだけ走っただろうか。右に行き左に行き、階段を上りあるいは下り。校庭を何周もして校舎に戻り、今度は廊下を駆かけめぐる。


　二人は肩かたで息をしていた。体力不足の和樹はともかく、わりと運動が得意な和美までぜいぜい言っていた。


「し……式森君、そこ上に」


「え……あそこって……」


「他ほかに逃にげ場はないから」


　和樹は階段をなんとか上り、鉄製の扉とびらを開く。


　屋上であった。生徒棟の最上段。そこに出ていた。


　天気はよく、風も爽さわやかだ。だが二人はそんなことを味わっている余よ裕ゆうもなかった。


　できるだけ遠くに行こうと、屋上を横切るように走る。


「式森！」


　仲丸を先頭にした元男子たちが扉を破るようにして屋上に出てきた。


　和樹の顔は絶望に彩いろどられる。仲丸たちはまったく疲つかれた様子を見せていない。これも魔力のおかげなのだろうか。


　仲丸はふっと笑った。


「とうとう……捕つかまえることができた」


　なんだか言葉にも、色っぽさが増している。


「式森は俺の……ううん、わたしたちの愛を受け止めるときが来たの」


　背後の元男子生徒たちも、一いつ斉せいにうなずく。


「わたしたちは決めたの。式森を独どく占せんするのはよくない……みんなのものにしようって。その方が、不幸になったりしないって」


「僕は不幸だよ……」


　思わず和樹は呟いた。隣となりの和美も嘆なげく。


「仲丸君の言葉遣い、また女の子っぽくなったわよ」


「松田さんよりも色気あるよね……」


「式森君、あたしのことが嫌きらいでしょ」


「嫌いじゃないけど、怨うらみはあるかなあ」


　仲丸たちはじりじりと迫せまってくる。和樹と和美は後退を続け、ついに鉄てつ柵さくが背に当たった。


「うわ、もう落ちる」


「正真正しよう銘めい、最後ね」


「魔力、切れないかなあ」


　壺が『切れません』と告げた。まるでどこかで見ていそうなタイミングだ。


　仲丸たちは目を潤うるませていた。つい先刻まで男だったと思わなければ、なかなか麗うるわしい光景だ。


「これで、わたしたちは結むすばれるのね……」


「なんだ結ばれるって」


「式森君がわたしたちと……なんて素す晴ばらしいこと……」


　ぽっと顔を赤らめたりしている。対照的に和美が激げつ昂こうした。


「仲丸君、なんで式森君ばかりなの！　あ……あたしは!?」


　すると仲丸は渋しぶい表情を作った。


「女同士で愛を深めるのは、好ましくないわ」


「おっ、女って、元々男でしょう！　あたし、仲丸君をデートに誘さそったことだって……まだ約束覚えているのよ!?」


　仲丸はふっと笑った。


「今は女よ。男の子……式森にしか興味ないの」


　そう言い、彼女（彼？）はさらに接近してくる。もちろん背後の人たちも。


　和樹は全身が震ふるえてきた。


「ぎゃー、止やめて！」


「なんとかしなさいよ式森君！」


「どうにもならないよ！」


　と、その時。壺がまた喋しやべり出した。


『念のために言います。魔力はずっと続きますが、外部からの物理的な刺し激げきによって破は壊かいし、止めることなら可能です』


「…………？」


『こう説明しても分からないと思うので、助すけっ人とを呼んでおきました』


　いきなり轟ごう音おんがして、鉄製の扉がはじけ飛んだ。誰かやってくる。


「和樹さん……」


　そこにいるのは、長い髪かみを二つに縛しばり、目を吊つり上げて今にも口から火を吹ふきそうな少女、宮間夕菜であった。


「紫乃先生に呼ばれてきてみたら……こっ、こんなにたくさんの女の子に囲まれているなんて……」


　和樹はたじろぐ。とっさのことで、うまい説明が思いつかない。




[image: ]


「ゆ、夕菜、これはね……」


「さぞかし嬉うれしいでしょうね」


「いや、嬉しくもなんとも。それにみんな男……」


「どこに……男の子がいるんですか！」


　彼女は両手を天に掲げ、巨きよ大だいな火球を作った。


「この……浮うわ気き者ー!!」


　手が振ふり下ろされる。同時に、大だい爆ばく発はつが屋上に起こる。


　爆ばく炎えんと爆音。炎ほのおがはじけ飛んでいく。さらにお馴な染じみの和樹の悲鳴。その中に紛まぎれながら、壺が落下していった。


　地面に落ちてバウンドする。よほど頑がん丈じようなのか割れなかった。


　そして壺の口からは、紫乃の音声が流れていた。


『宮間さんの魔法であれば、セーラー服を粉々にすることが可能です。原形を留とどめないようになれば、効力も発揮しなくなるでしょう。なお、宮間さんの魔法で怪け我がをした場合は、遠慮なく保健室へいらしてください。わたくしも戻っていると思います』


　壺はそこまで喋ると、役目が終わったのか、ようやく沈黙した。






　あとがき







　築つき地じです。まぶらほの最新作となります。ドラマガ掲載分です。


　本誌連れん載さいも延々と続き、通算話数もそろそろ百を超えそうです。いつ終わるか我ながら見当もつきませんが、どうかお付き合いのほどよろしくお願いします。





　この本が出るのは夏場だと思います。我が家は揃そろって冷房嫌いであり、おかげで八月になるとあまりの猛暑に家族が日干しになりかかる、というのを毎年繰り返していました。それでもうちわと扇風機だけですごしていたのですが、このたびついにクーラーを導入することになりました。正確には古いクーラーがあったのですが、もう何年もスイッチを入れていないため、動くかどうかも分からないため、新調したのです。


　購入したのは五月で、これは「夏場だと注文が殺到するだろうから、早めに買っておく」というものです。どうもそんな心配をする必要はなかったっぽいのですが、ともかく手に入れました。


　で、買ったのはいいのですが、実は猫が問題です。猫は人間より身体が小さいため寒かん暖だんの差に弱く、あまり冷房は効かせない方がいいと言われています。湿度にも弱いため、ドライにするのがいいのですが、うちの猫はどういうわけか暑さも寒さも強いのです。おまけにクーラーの音が気になるらしく、試しにつけてみたところ、じっと睨にらんで飛びかかろうとする始末。しかし高いところに設置されているため届かず、にゃーにゃー鳴いてばかりいます。


　たまらないので消したところ、猫の気は収まったのですが今度はつけられません。かくしてクーラーはただの置おき物ものと化すことになりました。


　今のところはただの無む駄だ遣づかい。でもクーラーのない生活には慣なれているので、不自由はなかったりします。勝負は八月、そこから猫を説得する作業がはじまりそうです。





二〇〇九年七月十日




築地　俊とし彦ひこ
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第二十二話『ラブホ奮闘記　一』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００７年４月号




第二十三話『ラブホ奮闘記　二』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００７年５月号




第二十四話『ラブホ奮闘記　三』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００７年６月号




第二十五話『ラブホ奮闘記　四』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００７年10月号




第二十六話『進めギャルゲー魂』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００７年11月号




番外編　　『ボーイ・ネクスト・ガール』




　　……書き下ろし





まぶらほ


～じょなんの巻・ご～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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